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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「では、今後のことについてお話しします」

　スーツ姿の芹せり沢ざわさんが凜り々りしく立つ。

　場所は都内某ぼう所しよのレッスンスタジオ。ワックスのかけられたつるつるの床に、壁かべの一面には大きな鏡。そんな学校の教室くらいの大きさの部屋に、芹沢さんの呼びかけで僕たちは集められた。

　鏡の前に立つ芹沢さんに対して、座っているのは僕、しぐれさん、ひなのちゃん、そして音おと無なしさんの四人。

　音無さんを除く三人は学校帰りなので制服姿である。学校をお休みしている音無さんだけは、いま宿泊中のホテルから芹沢さんに連れだされてきたらしく、私服姿だった。

　それぞれタイプの違う美少女が、制服姿のままで床に座っている。私服姿の音無さんを含め、三人ともスカートをはいている。

　ということは、だ。

　単純な男の子である僕としては、目の前が曇くもりひとつないきれいな鏡なもんだから、横に座っている彼女たちのスカートの裾すそが気になってしょうがない。鏡と違い、僕の目は完全に欲望に曇っていた。

　前に立つ芹沢さんを始め、みんな真剣な表情。

　最近はおちゃらけていられる雰ふん囲い気きではないので、こんな不ふ埒らちな気分ではいけない。そうは思っているのだけど、んなこと言ったって僕も男の子なわけでうわあああああああ。

　ひなのちゃんが着ているのは彼女の通うグレイス女学院の制服である。彼女は妹と同じ学校に通っているので、制服自体は見慣れているのだけど、ひなのちゃんは少しだけスカートを短めにしてはいているようだ。

　グレイスはお嬢さま学校で、校則もそこそこ厳しかったと思うんだけど、そんなことして大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。ちょっと心配になる。

　頭のサイドにリボンをつけていたりもするし、校則よりもアイドル声優としての見み栄ばえをとっているのかもしれない。

　しぐれさんは古ふる里さと学園の制服。こちらも見慣れた制服。当然だ、僕の通っている学校でもあるのだから。

　しぐれさんは、校内で見かける女子たちの平均よりも若じやつ干かん長めにしてスカートをはいている印象。実際に計って回ったわけじゃないので正確なところは分からないけども。一度計って回ってみたいけれども。

　短すぎないところが慎つつましやかで清せい楚そなしぐれさんらしい。

　だけど、床に座っているいま、普段隠れている部分までちらりと見えてしまっているから破壊力は抜群。普段隠れている部分だからこそっていうね。

　音無さんは、私服だというのに結構短めのスカートをはいている。冬も近くなってきて生なま足あしは寒いだろうに。髪型はお仕事モードの時とは違って結ったりはしていないけれど、身体からだに染しみついた根性みたいなものがファッションに色濃く出てしまっているのだろうか。

　もしくは、そういう服しか持ってないとか。イベント出演のたびに服買ったりしてるって言ってたもんな。

　地味な服ではステージに合わないし、かといって普段着る服をまた別に買うほど贅ぜい沢たくはしない。となると、ステージでも着られるし、普段着としても着られるような、少し派手なものばかりになってしまうのは、ありえる…………。

　まあ、どんな理由があるにせよ、やはり生なま足あしは最高である。

　寒くても生足ミニスカート、その根性あっぱれである。

　真冬にそんな姿の女性がいたら、僕は心の中でお礼を言うことにしている。口に出すと変態っぽいから、あくまで心の中で、だ。でもそれだと伝わらない可能性もあるから、生足に意識を集中させて念じている。あ、意識を集中させるのは季節関係ないか。

　そりゃあね、タイツとかストッキングとか、ニーソとかもかわいいとは思う。かわいいと思うよ！

　目の前に立つ芹せり沢ざわさんは黒いストッキングをはいている。うむ、とてもセクシーだ。あれはあれでいいモノだ。

　だが、最終的には生だろ。最後に帰ってくるのは生だろ。生があるからこそ、その他ほかのバリエーションがフェティシズムとして楽しめるのであって、生をなくして脚あしを語ることはできないのだ。

　おっと、いかんいかん。思考がぶっ飛んでしまった。

　みんなと違い、僕だけはシリアスになりきれていない。もちろん、表向きは真剣な顔をしているけれども！

　というのも、僕はもう色々吹っ切れているのだ。

　覚悟が決まっているのだ。

　あとは行動するだけだから。

「まず、良りよう人とくん。ケガの具合はどうですか？」

　そう言う芹沢さんの後頭部に、蝶ちようのカタチをした髪留めが今日きようもきらりと光っているのが見えた。

　芹沢さんの過去の写真が流出した際に、写っている女性が芹沢さん本人だと判別するきっかけとなった髪留めである。にもかかわらず外したりせずに身に着け続けているってことは、よほど大事なモノなのだろう。

　もしかしたら、当時付き合っていた男性にもらったものとか？　うむうむ、今度じっくり訊きいてみたいね。

「ちょっと痛むけど、大だい丈じよう夫ぶです」

　芹せり沢ざわさんにそう答えながら、僕は肩をぐりぐりと回してみせた。チンピラどもに襲おそわれた時に負った傷である。

　まだ少し腫はれているし、動かすと痛いけど、大きな問題ではない。本当だ。

　ケガをしたあと、ひなのちゃんやしぐれさんからすごい心配をされちゃったもんな。きっと芹沢さんから事情を聞いたんだろうけど、電話がかかってきたり、学校でも質問攻めにされたりと申し訳なかった。

　心配をかけたというなら、もちろんその場にいた音おと無なしさんにもだ。しかも音無さんは、僕がケガをしたのは自分のせいだと考えちゃってたから。

　僕は全然そんな風に思ってないのに。

　まあ、そんなわけだからこそ、気合いを入れて、力強く、大だい丈じよう夫ぶだと答えたのだ。

　僕の意思を感じ取ってくれたのか、芹沢さんは無言で頷うなずいてくれた。

「そうですか…………あの後、男たちに話を聞いてみたのですが」

　あいつらが素直に口を割ったとは思えない。捕まえた時にはすでに芹沢さんの手によってボコボコだったけれども、彼らはあの後にもさらなる恐怖体験をしたのだろう。

「彼らは街で声をかけられただけで、話を聞いたら楽しそうだったからやった、と。金もそれなりに受け取っていたようです」

「…………え、それだけ？」

　わずかに空あいた間を、ひなのちゃんが埋める。

「それだけです」

「そっか。なーんだ、結局黒幕は分からずじまいかっ」

「あれだけやって口を割らなかったのですから、本当に相手の素性は知らないのでしょう」

　おいおい芹沢さん。なにをやったんだよ、なにを。気になるけど、それを尋たずねるのはやめておこう。

「ケーサツは？」

「昔からマッポはあてになりませんし」

　ははは、芹沢さん、もう隠す気なしって感じだな。あんだけネットで騒さわがれちゃったら、開き直りもするか。

　彼女は彼女で、色々覚悟を決めたんだろうな。

　あと、あの男たちについてはこちらでも情報を摑つかんでいた。

　古ふる里さと学園の新聞部部長、嘉か保ほう芽め愛あ璃り。彼女の手によって集められた情報だ。校内のありとあらゆる情報は彼女の元に集つどうと有名だが、その実力はついに外の世界にまで広がり始めたようである。なんとも恐ろしいことだ。彼女だけは敵に回したくないね。

　僕が嘉保さんから受け取った情報は、いままさに芹沢さんが言った通りだった。そして彼女も、これ以上探るのは無理と言っていた。

　嘉か保ほうさんが無理と言うのだから、本当に無理なんだろうな。

「ま、ケーサツ沙ざ汰たになったらまた騒さわがれちゃうしね。それはそれで、相手の思おも惑わくっぽいし」

　ひなのちゃんのつぶやきに、黙だまったまま同意する。

　ただでさえネットでは騒ぎになっているのに、ここで警察が動きだしたとなったら炎上どころの話じゃないだろう。悔くやしいけど、僕が襲おそわれたことに関しては泣き寝入りをするしかないか。幸い芹せり沢ざわさんのおかげで肩のケガくらいで済んだしな。

　それにしても、あの男たちも変なところで律りち儀ぎだねぇ。金だけもらって逃げちゃえばいいのに。なんだか楽しそうだったから、で行動しちゃうんだから。ある意味すごいよ。

　一連のことを仕掛けてきた相手も相手だ。そんなことに金を使って、ずいぶんとまあ懐ふところに余裕があるんでしょうね。裏で糸を引いてるやつは意外と大物なのかな？　…………いや、それはないな。やってることがしょぼいもの。

「しっかし、しつこいよねー」

　まったくだな。これもひなのちゃんに同意。

　僕と音おと無なしさんの登校してる写真を撮り、芹沢さんの過去の写真をほじくり返してきて、挙げ句の果てには僕を襲うなんて。

　ただまあ、効果はあったと言わざるをえない。

　ネット上では、不買運動とか、穏おだやかじゃない書き込みもちょくちょく見かけるし。

　音無さんの過去に掲載された写真とかを持ちだして、「この頃ころからイメージが変わった」だの、勝手に録音したラジオの音声データをネットにアップして「この頃から声が妙に色っぽくなった。男ができたのはこの頃かも」だの、あら探しのようなことが連日続いている。

　悲しいのは、そういうことをしているのがファンの人たちだってことだ。だって、写真だったり録音したラジオだったりを持ってるってことは、以前から好きで集めていた人たちだってことだからね。

　しかも、そういった噂うわさ話ばなしだけならまだしも、現に芹沢さんは辞職を余よ儀ぎなくされ、音無さんは引退まで考えるようになってしまったわけで。

　音無さんは、自分一人が狙ねらわれるならまだしも、周囲の人間にまで危害が及ぶようならこの仕事を続けるわけにはいかない、と。そう考えているらしい。

　そんなの…………悔しいけど、完全に相手の思うツボにハマっている。

　なんとかならないものか。

　せめて、ファンの人たちにもう一度、音無まどかを信じてもらえるように。

　いや、なんとかするために、僕は決断したんだった。

　それを、きっと芹沢さんがこのあと説明してくれるだろう。

「えー、それから、私の今後のことなのですが」

　芹沢さんが襟えりを正す。緊きん張ちようした空気を感じ取ったのか、音無さんとしぐれさんも背筋を伸ばしたようだ。

「まどか、しぐれちゃん、それに短い間だったけど、陽ひ菜な乃の。いままでお世話になりました。私、芹せり沢ざわ優ゆう花かは…………本日付で、いまの事務所を退職しました」

　やっぱりそうするしかなかったのか。

　それにしてもずいぶんさらっと言ったな。いつも通り、仕事の連絡事項を伝えるくらいのクールっぷりだ。芹沢さんだって、辞めるとなったらさすがに思うところもあっただろうに。

　いまの事務所は、亡なくなった音おと無なしさんのお父さんが所属していた事務所でもある。音無源げん太たさんに憧あこがれて就職した場所だもの。そこを辞めなくちゃいけないってのは、きっととてもつらかったと思う。

「芹沢さま」

　しぐれさんは芹沢さんのことを気き遣づかうように名前を呼んだ。彼女は彼女で覚悟していたとは思う。でも、実際にこうして芹沢さん本人の口から聞いて、かけるべき言葉を慎重に探しているようだ。

「そっか」

　軽く聞こえるひなのちゃんの一言だが、彼女は彼女で思うところはあるはずだ。デビューしたはいいものの、事務所との関係がうまくいっていなかったところに声をかけてくれたのが芹沢さんだったしな。

「……………………」

　音無さんは無言だった。まだこの現実が受けとめきれないのだろうか。

　しかし、下は向かず、その瞳ひとみはしっかりと芹沢さんを捉とらえている。

　以前、アイドル声優音無まどかはみんなで作り上げてきたものだと彼女は言った。なにかひとつ欠けても、音無まどかは成り立たない、と。そんな彼女の中で、マネージャーの芹沢優花という存在は、とても大きく重要なものだったのだろう。

　だからこそ音無さんは、自分のせいで過去のことを掘り返され、仕事まで失うハメになってしまった芹沢さんへの、申し訳ない気持ちでいっぱいなんだ。感じなくてもいい責任まで音無さんは感じてしまっているんだ。

　三人とも次の言葉が出ない。

　いままでお世話になってきた感謝の気持ちとか、芹沢さんの今後の心配とか、こういう結果になってしまって悔くやしい気持ちとか、あるいはそれらのすべてが溢あふれてきて、まずなにから話しかければいいのか心の整理ができないんだ。

　芹沢さんも三人の気持ちは受け取っているだろう。みんなの様子を見ていれば、言葉になっていなくてもそれが感じられる。

　だから芹沢さんは、三人の次の言葉を待たずに言った。

「そして…………新しい事務所を設立しました」

　さっきまでの悲しい雰ふん囲い気きががらりと変わったような気がする。

　そうだ。あの芹せり沢ざわさんが、転んで終わりのわけがない。

　一方的にやられるだけやられて「はい終わり」なんて、なるわけがないじゃないか。

「スタッフはまだ私一人。所属タレントも一人だけの小さい事務所ですけれど」

「え、えっ!?　誰だれですかっ？」

　ひなのちゃんが音おと無なしさんを見る。しかし音無さんは首を横に振った。そしてそのまま、音無さんの視線は僕に送られる。

「え…………？」

　ひなのちゃんとしぐれさんの視線も僕の元へ。

　いやー、まいっちゃうね。モテる男はつらいよ。そんなにみんなしてまじまじと見なくてもいいじゃないか。

「ではご紹介します」

　芹沢さんに促うながされ、僕は立ち上がる。

　芹沢さんの横に立ち、三人の前で軽くお辞じ儀ぎ。

「このたび、正式にプロとしてデビューすることになりました、村むら人びとＢです。まだまだ分からないことだらけですが、精一杯努力しますので、よろしくお願いします！」

「ええ!?」

　おお、素直な反応うれしいね、ひなのちゃん。

「…………まあ」

　口に手をあてて上品に驚おどろいているしぐれさんだが、目がまん丸くなっている。しぐれさんのそんな表情はめずらしいぞ。

　この二人、知らされてなかったんだな。僕が襲おそわれてケガをしたことしか聞かされてなかったんだろうな。

「……………………」

　相変わらず音無さんは無口、無表情。なにを考えているのか分からない。まあ音無さんは、僕の口から「プロになりたい」と、芹沢さんに伝えたあの現場にいたからな。

「とりあえず当面の目標としては、アニメに出演することです！」

　村人Ｂ役の村人Ｂです、とか自己紹介してみたいね。なんじゃそりゃ、ってなるわ。

「というわけで、今後は良りよう人とくん…………あ、いえ、村人くんとがんばっていこうと思っていますので、よろしくお願いしますね」

　話を締めようとする芹沢さんを、ひなのちゃんが慌あわてて止める。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

「なにか」

「『なにか』じゃないって！　え？　そんなことできるんですかっ？」

「できます。設立自体は、それほど難しいことではありませんよ」

「そ、それはそうかもしれないけど…………」

　たしかに強引な手段ではある。

　芹せり沢ざわさんは顔が広いから、元いた事務所を辞めて新しい事務所を設立したことはすぐに知れ渡ることだろう。で、芹沢さんの過去の噂うわさも広まっているだろうから、よろしくない感情を持つ人もそりゃあたくさんいるだろう。

　それでも覚悟を決めたのだ。そんな中でも、もう一度ゼロから始めようと、芹沢さんは僕の願いを聞き入れてくれたのだ。

　それに、そんなに悲観することばかりでもないと思う。変な噂だけではなく、芹沢さんの敏びん腕わんっぷりだって業界に知れ渡っているはずだ。一度でも一緒に仕事をした人なら、彼女の過去なんてどうでもいいと考えてくれる人だっているはずなのだ。

「芹沢さま」

　そう言って立ち上がったのはしぐれさんだった。流れるような動作でスカートの裾すそを払い、まっすぐに芹沢さんを見つめる。

「では、わたくしもそちらの事務所に入れていただけないでしょうか」

　しぐれさんの凜りんとした表情。冗談で言っているわけではなさそうだ。

「しぐれちゃん…………気持ちはうれしいけど、いまはダメです。レギュラー番組やこれからの新番組、いっぱい決まってるでしょう？　途中で事務所を移い籍せきするとなると、色々大変ですから。結果、私は辞めることになりましたが、これまで散々お世話になってきた事務所の方々に迷めい惑わくをかけるわけにはいきません」

　後ろ足で砂をかけていくようなマネはしたくないんだろうな。

「はいっ！　ひなちゃんはたいしてレギュラーないですっ」

　手を挙げて勢いよく立ち上がるひなのちゃんだが…………おいおい、言ってて悲しくならないか、それ。

「陽ひ菜な乃のは移籍したばかりでしょう？　私が言うのもなんですが、こんなに短期間に何度も移籍するのはさすがにあなたのイメージが悪くなります」

「ぶー」

「それにね、本当にまだスタッフが私しかいない小さな事務所なんです。そんなに売れっ子を何人も抱かかえられません」

　芹沢さんでも厳しいってか？　さすがにそれはみんなに気を遣つかってついたウソじゃないかな。ひなのちゃんはまだまだ手がかかるかもしれないけど、しぐれさんは……言いかたは悪いけど、放っておいてもちゃんと仕事してくれるだろう。

　あとは、手のかかる新人もいることだしね。もちろん僕のことだけど。

「まどかも、これまで通りということでいいですね？」

　もしかしたら、芹せり沢ざわさんは期待していたのだろうか。音おと無なしさんが、しぐれさんやひなのちゃんのように言ってくれることを。もし音無さんが、芹沢さんの設立した新しい事務所で、また一緒にって思ってくれたらって。

　もしくは、移い籍せきまでは言いださないにしても、もう一度これまで通り仕事に復帰してくれたらって。

　でも…………。

「あたしは…………もう」

　音無さんはうつむいてしまう。

「まどか…………」

「ごめん。あたしはもう、あたしのせいで周りの人が危ない目に遭あうのは嫌いやなの」

　下を向いたまま吐く言葉には悲ひ壮そう感かんが漂ただよっている。これまでずっと演技のお仕事をしてきた音無さんだ。その口から紡つむがれる言葉には気持ちが乗り、より重く感じられる。

　今回の実行犯は芹沢さんがとっちめた。そりゃあもう二度と手を出そうなんて思わないくらいにしっかりと絞ってくれたのだろう。しかし、いまだ黒幕の正体は摑つかめていない。となれば、今後もなにをしてくるか分からない。

　音無さんが恐こわがっているのはきっとそこなんだろうな。自分に関かかわったせいで、過去やプライベートがバラされたり、実際に危害を加えられたりってことが今後も起こるんじゃないかと不安なんだ。

「でも、心配しないで。決めたわ。芹沢さんが決めたように、あたしも自分の身の振りかたを決めたから」

　急に音無さんが立ち上がった。

　どこか晴れ晴れとした表情で。

　先ほどまでの言葉が、まるで演技だったかのように。

「あたし、やっぱりこの仕事辞める。いまやらせてもらってるレギュラーの仕事や、すでに動き始めてる新番はきちんと最後までやるけど、それが終わったら終わり。もうこれ以上オーディションは受けないし、仕事も受けない。レギュラーのラジオ番組も、このクールで終わりにしてもらう。あ…………その点で言えばラジオ局には迷めい惑わくかけちゃうかもしれないけど、これまでたくさん貢こう献けんしてきたんだから、引き際ぎわくらい自分で決めちゃってもいいわよね」

　もうどこからどこまでが本音で、どこからどこまでがウソなのか分からない。

　でも、たとえ演技だったとしても、そんなに晴れ晴れとした顔でそういうことが言えてしまうのか。

「ところで、あんたはなんでプロになろうと思ったわけ？」

「え？　僕？」

　こくり、と音無さんが僕を見ながら頷うなずく。急に話を振られてびっくりしたぞ。

「それは…………」

　それはね、音おと無なしさん…………。

「いやー、音無さんが辞めるってんなら、チャンスかなって思って！　ほら、ラジオは結構評判いいみたいだし？　前に音無さんの生放送にも出たことあるしさ、そこら辺のコネ使って、新人だけど冠かんむりもらえないかなって思って」

「あ！　あんたあの枠わく狙ねらってんのね!?　いい度胸じゃない。あんたもずいぶん強したたかになってきたわね」

　音無さんが僕の背中をばんばんと叩たたく。前によろけてしまうくらいの強さでだ。あの、すいません、ちょっとまだ肩が痛いんですけど。

「よし、分かった。じゃああたしがあんたを一人前にしてあげる」

「は？」

「芹せり沢ざわさん、人手足りないでしょ？　新人の育成、手伝うわ。元プロのあたしが、あーんなことやこーんなことを手取り足取り、その身体からだにたたき込んであげるから」

　変な言いかたをするな。ちょっとドキッとしたじゃないか。

「いい？　あたしの代わりになろうってんなら、生なま半はん可かな仕事じゃ許さないからね？　覚悟しておきなさいよ！」

　うへぇ…………。

　っていうか、なんで急に火がついちゃってんだよ。

　…………まあ、焚たきつけたのは僕か。

　でもまさか、こんな火のつきかたをするとは。

　一線から退き今後は新人の育成に注力するって？

　あの音無さんが？

　そりゃあ、ある程度の年齢になればそういう道もあるだろうけど、現役バリバリでやっていける音無さんがそのポジションになるのは時期尚しよう早そうじゃないだろうか。

「芹沢さん、それでいいわよね？」

「えっと…………」

「プロの先生に依頼したらお金かかるしさ。設立したばかりの事務所じゃあ、そんなお金ないでしょ？　あたしだったらタダでいいわよ？　もちろん、あたしの教えきれないところはちゃんと別の人に教えてもらった方がいいけど、あたしが教えられるところはあたしが教える。これは、いままであたしのためにがんばってくれた芹沢さんへのお礼でもあるの。ね？　それくらいさせてよ。いいでしょ？」

「……………………」

　黙だまってしまう芹沢さん。

　たしかに現役の人に教えてもらえるのはうれしいし、専門学校なんかでもそういう授業があると聞いたことがある。それに、音おと無なしさんの言う通り経済的な面でいっても、この申し出はありがたいところなんだろう。

「じゃ、決まりね！」

　沈ちん黙もくを肯定と決めつけて、満足げに頷うなずく音無さん。両手は腰に。早くもなんかのコーチっぽい。

「まどかせんぱいっ、ユニットはどうするつもりですか!?」

「あ、それは…………ごめん」

　音無さんはひなのちゃんの頭に手をぽんと置いた。

「でも、あたしが抜けてもしぐれとひなぶーなら二人でやっていけるわよ。それとも、あたしがいないと自信ない？」

「そ、そんなわけないじゃないですか！　まどかせんぱいが一人いなくなったところで、カルミアの人気は落ちませんっ」

　音無さんの手を振り落とし、いつものように嚙かみつくひなのちゃん。

「でしょ？　それに…………さっきも言ったように、すでに動き始めてる仕事はちゃんと全部最後までやるから、いますぐに引退ってわけじゃないし。まだしばらくは三人で活動できるって」

「くっ…………」

　ひなのちゃんの性格をうまく逆手にとって言いくるめてしまった。

「しぐれも、ごめんね」

「いえ…………。本当に、それでいいのですか？」

「うん。決めた」

「そうですか」

　お互いに、一いつ瞬しゆんたりとも視線を外さないやりとり。しぐれさんはなんとか音無さんの腹を探ろうとしたようだけど、それを真っ向から受けとめられてしまったのだろう。

　揺ゆるがない。

　だから、しぐれさんも音無さんの言葉をそのまま受け入れるしかなかった。

「ほら、でっかいライバルが一人消えるんだから、しぐれももっと喜んでいいのよ？」

「いえ、わたくしはそんな…………」

　先にうつむいてしまったのはしぐれさんだった。

「さ、あたしの引退の時期も決まったことだし…………年明けくらいまでかな？　あ、受験勉強を始めるのにちょうどいいじゃん。とりあえずそこまで、最後まで全力で、気合い入れていかないとね！」

　そう言って、音無さんは大きく伸びをした。

「まずは休んでた分の仕事をこなして、延期になってたあんたとのラジオも最終回収録しないとね。あ、あたしの引退記念にカルミアでＣＤ出そうよ。で、引退ライブとかやってさ！　さあさあ、もう時間もないし、忙しくなってきたわよ！」

　音おと無なしさんがポケットからケータイを取りだした。

「事務所に復帰するって電話しなくちゃ。あと、いま話した今後のこともね。あ、学校には明日あしたからまた普通に行くから。…………一応、護身用に防犯ブザーと催さい涙るいガスとスタンガンでも持っておこうかしらね」

　一応、で持っておく品しな揃ぞろえじゃないだろそれ。ガッチガチじゃねえか。

　そりゃあ用心するにこしたことはないんだけども。

　ケータイを耳にあてながら、僕たちから離れていく音無さん。

　背中を見送っていたら、ひなのちゃんの声が聞こえてきた。

「まどかせんぱい、本気でしょうか」

「分からない。けど、一度決めたことはなかなか曲げない人だから」

「なんだか、イライラしますっ。ひなちゃん、今日きようはもう帰りますっ！」

　ひなのちゃんも、音無さんのファンだったからな。こんなことで引退を決意する本人を見て、なんともいえない気分になるのは分かる。

　失望？　無念？

　なんだろうね、このモヤモヤした感じは。

　きっとひなのちゃんは、音無さんを越えたかったんだと思う。大好きだったからこそ、同じレベルまで到達したいと、いつか越えたいと、そう思っていたんだろう。でも、これじゃあ勝ち逃げされた気分だよ。

「おつかれさまでしたっ」

　ひなのちゃんはカバンを摑つかみ、勢いよくスタジオを出ていってしまった。

「良りよう人とさま」

　しぐれさんも、色々納なつ得とくいってないんだろうな。

「ひとつお伺うかがいしたいのですが」

「はい、なんでしょう」

「先ほどおっしゃっていた、良人さまのデビューの動機。あれは…………ウソでしょう？」

「え、あれは、その…………ははは」

　そこをツッコんできたか。

　でも、いまの僕にはこう言うしかない。この件にしぐれさんまで関かかわらせるわけにはいかないから。

「本当ですよ。ウソなんかついてないですって」

「そうですか」

　もっと食い下がるかと思ったけど、しぐれさんはそれ以上なにも言ってこなかった。

　いや。

「もし、わたくしの力が必要な時は、なんでもおっしゃってくださいね」

　とっても力強い言葉をもらえたよ。

　ならば、さっそくお言葉に甘えようかな。

「そうだ！　じゃあ、時間がある時だけでいいんで、しぐれさんからも色々教えてもらえると助かります」

「ええ、それくらいでしたらお安い御ご用ようですわ」

　心強いじゃないか。

　音おと無なしさんにしぐれさん。いまめちゃくちゃ人気のある現役女子高生声優のお二人に教えてもらえるんだから。

　二人に教えてもらえるとなったら、ますます下へ手たなことはできないな。がんばらないと。

「レッスンは、この場所でよろしいのでしょうか？」

　このしぐれさんの質問には、芹せり沢ざわさんが答えてくれた。まだ僕も聞いてなかったところだからな。

「そうです。良りよう人とくんには、来きたるデビューの日に向けて、このスタジオで毎日レッスンを受けてもらいます」

「はい、分かりました」
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　毎日っすか。そりゃそうですよね。

　それでも足りないくらいだと思うわ。

「とはいえ、学校にはこれまで通りきちんと行ってくださいね」

「はい、もちろんです」

　そりゃそうさ。分かってますとも。ずっと音おと無なしさんのそばで、プロとしてやってきた彼女の姿を見てきたんだからね。

　お？　音無さんの電話が終わったようだ。

「ごめん！　なんか直接話をしたいって言ってきたから、これから事務所行ってくる。まだ新しいマネージャーさんともあいさつしてないし」

　事務所の人たちも大おお慌あわてだろうな。稼かせぎ頭がしらの一人がいきなり辞めるって言いだしたんだから。まあ、芹せり沢ざわさんをクビにした時点で、その事態も想定してはいただろうけど。

「じゃ！　また明日あした学校で！」

「待ってくださいまどか！　事務所の前まで送っていきます！」

　スタジオを出ていこうとする音無さんを、芹沢さんが追いかける。

「良りよう人とくん、レッスン開始日はまた追って連絡しますから！」

「はい、分かりました。お気をつけて」

「ここのスタジオの代金はまとめて払う予定で、その旨むねは伝えてありますから、帰る時は下の階のレジカウンターに…………」

「芹沢さま、わたくしが心得ておりますわ」

「ごめんなさい、しぐれちゃん、お願いしますね！」

　バタバタと走っていってしまった。

　スタジオに取り残されたしぐれさんと僕。一気にしーん。静まりかえったわ。

「では…………わたくしたちも帰りましょうか」

「そうですね。そうしましょう」

　これ以上ここにいてもしょうがないしな。

　ドアを閉めながらスタジオを一望する。

　これからここで、血のにじむような特訓の日々が始まるんだな。

　かかってこいってんだ。

　やってやるぞ！










　今日きようはラジオの日である。

　が、僕はいま、普段『ラジオの法ほう則そく』を収録しているところとは別のスタジオにお邪じや魔ましていた。音おと無なしさんとやっている『ラジオの法ほう則そく』も、そっちはそっちで収録があるのだが、今日きようは違うのだ。

　金きん魚ぎよ鉢ばちと呼ばれることもあるブースの中では、音無さんがすでにマイクの前に座り、おしゃべりをしている。

　ここは、彼女の冠かんむり番組である『音無まどかの耳つぼマッサージ』の現場だ。

　そして、絶賛生放送中である。

　そう、僕はゲストとしてスタンバイ中なのだ。

　音無さんの軽快なオープニングトークを聴ききながら、辺りを見回す。

　このスタジオでお仕事をするのは二回目。そして生放送への出演も二回目だ。

　懐なつかしい。あの時は大変だったなぁ。もうずいぶん昔のことのように感じる。音無さんが体調不良でダウンして、番組の後半は僕一人でやったんだよな。

　あの時はすごく緊きん張ちようしたけど、いい経験をさせてもらったよ。

　スタッフさんたちの顔ぶれも変わっていない。まあ、一部の例外を除いてそうそう簡単に変わるものでもないんだろうけど。

　いつもの『ラジオの法則』のスタッフさんたちにも感謝はしているけど、ここのスタッフさんたちにもたくさん感謝してるよ。前回の生放送中のトラブルの際にも支えてくれたし、今回のゲスト出演のことだってそうだ。

　普通は嫌いやがると思うよ？

　復帰したばかりの音無さんの番組に、なんかあちこちで噂うわさになっている僕を呼ぶなんて。

　それも、まだまだ音無さんへの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようのメールって結構な数が届くみたいだし。

　でも、そこをなんとか芹せり沢ざわさんにお願いして、スタッフさんたちにもお願いをして、ついに実現したのがこのゲスト出演なのである。

　心の広い方たちばかりで、本当に助かっております。

　そういえば、スタッフの皆さんにはもう音無さんが引退することは伝えてあるらしい。公表のタイミングをいつにするかはまだ決めていないけど、ラジオだけでなくアニメ関連などの各方面の身内にだけは伝えてるんだって。

　もしかしたらここのスタッフさんたちも、音無さんが辞めてしまう前に少しでも番組を盛り上げようと思って、僕のゲスト出演の依頼を受けてくれたのかもしれないな。

　なんでそうまでして僕がゲストとしてやってきたのかというと、もちろん理由がある。

　ずばり、宣伝だ。

　お知らせしなくてはいけないことが、ふたつほどあるのだ。

　なんて心の準備をしているうちにオープニングパートが終わり、曲がかかり、コマーシャルが流れ始めた。

「じゃあ村むら人びとＢさん。スタンバイお願いします」

「はい！」

　返事と共に元気よく立ち上がると、それまでスタッフさんと話をしていた芹せり沢ざわさんが僕のすぐ横までやってきた。

　芹沢さん、今日きようは僕に付いてきてくれているのだ。音おと無なしさんにじゃなくて、僕にだ。だっていま、芹沢さんは僕のマネージャーなのだから。まだ慣れていないので、なんだかちょっと不思議な感じである。

　その芹沢さんが、小声で僕に言う。

「本当にいいんですか？　なにも、良りよう人とくんがここまでやらなくてもいいんですよ？」

　いつもクールな芹沢さんだけど、心なしかいつも以上に声のトーンが低い気がする。本当に僕を心配してくれてるんだろうな。マネージャーとして、ってのもあるんだろうけど、きっとそれ以上に僕自身のことを心配してくれているんだ。

　元気に返事しないと。

　その心配が少しでも晴れるように。

「大だい丈じよう夫ぶです。やります！　自分で決めたことですから！」

「ふふふ。良人くんも、誰だれかに似て強がりさんですね」

「ははは、誰かって誰ですか」

　なんて笑いながら、僕は一足先にブースに入っている音無さんの姿を見る。

　さ、僕もあそこへ行かなくちゃ。

「よろしくお願いします！」

　大きな声でスタッフさんたちに声をかけてから、ブースの中へ。

　音無さんの前。僕の定位置だ。

　マイク越しに見るお仕事モードの音無さん。うん、いつも通りだ。

　ブースに入る前はひさしぶりの生放送ということもあり、かなり緊きん張ちようしていたけど、いざマイクの前に座ると違うね。

　ちゃんとできる。そう思えるもの。

　イヤホンをして、カフに手をかける。

　準備、オッケーです！










「はい、改めまして音無まどかです」

　コマーシャルあけ、音無さんの入り。

　そしてその流れで。

「ではでは、さっきオープニングでもちょろっと言いましたけど、今日はなんと、ゲストさんが来てくれてるんですよ！」

　呼び込み、だね。

「さっそくご紹介しましょう。どうぞ！」

「はーい！　村むら人びとＢです、よろしくお願いします！」

「村人くんは二回目のゲストだね」

「そうですね！　皆さま、おひさしぶりです！」

　二回目とはいえ、これは音おと無なしさんの番組。僕のことを知らない人も多いだろうから、軽くリスナーの皆さまへと自己紹介をした。

「で、村人くん今日きようはまたどうしたの？」

「え？　遊びに来ちゃいました」

「遊びに!?」

「そうですよ」

「そんなこと言って、どうせお知らせとかあるんでしょ？」

　ずいぶんいやらしいフリかたをするじゃないか。よし、ノった！

「いや、そんな、いきなり告知なんて…………いいんですかぁ？」

「する気満々じゃん！」

「そらそうですよ、色々託されてきてるんですから。えっとですね」

　では、さっそくだけどやるべきことをやってしまおう。まずひとつめのお知らせだ。

　えー、台本台本っと。

「ご好評のうちに放送が終了しました、アニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の宣伝番組『ラジオの法ほう則そく』が、ついに最終回を迎えます。つきましては、その最終回を、公録スペシャルにしてしまおうと！」

「おおー！　本当に？　すごくない？」

「そうなんですよ！　って、音無さん知ってますよね？　出演者ですよね？」

「や、そうだけどさ。一応ね、盛り上げるためにもね」

　たしかに。

　大事だね、そういうお約束。

「というわけで、出演者は音無まどかさんと、僕、村人Ｂと…………もしかしたら、ゲストが」

「おぉぉ？　そこはまだ秘密なの？」

「秘密です！　いるかもしれないし、いないかもしれない！」

「単に、まだ調整中なんだよね」

「言うなよ！　さっきの盛り上げる姿勢どこいった！」

　音無さんにツッコんでから、日時と場所をはっきりと読み上げる。

「なるほど。楽しみだね、村むら人びとくん」

「ほんっとそうですよね。ついに最終回ですから」

「はーい、みなさんぜひ来てくださーい」

「よろしくお願いしまーす」

　このイベントにも、ラジオでは言えない事情がいっぱいあるんだけどね。更新を一時ストップしたことで、本来はもう最終回まで録とっているはずなのにスケジュールが大幅にずれちゃっていたり。リスナーさんたちへのお詫わびもこめて、イベントにしてみたり。スタッフさんたちは大変だったみたいだよ。

「えーっと、あれ？　村人くん、もう一個お知らせがあるのかな？」

　音おと無なしさんが台本を見ながら、ちょっとわざとらしく言う。

　そうそう、これも今日きよう言っちゃうんですよ。ついに発表なんですよ。

　いやー、緊きん張ちようするなぁ。

「はい、こちらは…………ものすごく個人的なお知らせで申し訳ないんですけど」

　さっきのは音無さんが関係してたけどね、もう一個の告知は、完全に僕だけしか関係してないのだ。

「わくわく」

「あの…………その、そんなに期待されるようなお知らせでもないんですけど」

　ハードル上げるのやめて！

　というわけで、ふたつめのお知らせいくぞ。

「実はですね、僕、村人Ｂは、いままで素人しろうとのままラジオに出演してきたわけなんですけど」

「あれ、そうだったっけ」

「そうですよ！　素人だったんですよ？　まあ、なんでそんな僕がラジオに出ることになったのかって経緯いきさつは、たぶんネットで調べれば出てくると思うんで、各自調べていただくとして」

「ググレカスってやつだね」

「カスまでは言わないけど！」

　生放送だからさ、説明の時間を割かつ愛あいしただけですよ！

　さあ、次のセリフだ。

　これを言っちゃったら、本当の本当に後戻りできなくなるぞ。

　大きく息を吸う。生放送なので、たっぷりと時間を使うこともできない。

　その急せかされる感じが、いい意味でも悪い意味でも、僕の背中を押してくれる。

　よーし、言っちゃうぞ。

「このたび、正式に、プロとしてデビューすることになりました！」

「おぉぉぉぉぉ!!」

　音無さんの拍手とともに、「ぱんぱかぱーん」とどこか気の抜けた音が鳴った。スタッフさんがやってくれたんだろう。

「はい、村むら人びとＢとして、一応…………声優ってことで、まずはやっていこうかなと」

「なるほどなるほど！」

「そうなんですよ！　音おと無なしさんの元マネージャーさんが設立した、新しい事務所に所属することになりまして」

　……………………お？

　いま、一いつ瞬しゆん、ブースの外がざわついたぞ。

　音無さんの元マネージャーといえば、画像の件で話題になった芹せり沢ざわさんだということは周知の事実だからな。

　それ言っちゃうかぁ、ってことなんだろうな。

　うむ、でも僕は言っちゃうんですよ。

「なるほどね。じゃああたしと村人くんは、これから同じ土俵で戦っていくライバルになるんだね」

　音無さんもスタッフさんたちと同じ反応のようだ。事務所のあれこれはさらっと流して話題を変えようとしている。まあ、僕もそこはあんまり広げるつもりないからいいんだけど。

「同じ土俵なんて！　僕は正しよう真しん正しよう銘めいのぺーぺーですから」

「いやいや、この業界はね、デビューしちゃったらもう一緒なんだよ。どんなにベテランさんが相手でも、肩を並べて戦っていかなくちゃいけないんだから」

　うぅ…………。頭では分かってはいたけど、改めて言われると胃がきゅっとなるなぁ。

「が、がんばります…………!!」

「デビュー作とかは決まってるの？」

「いえ、まだです。これからオーディションとかばんばん受けていくつもりなので！」

　もし、なんらかのオーディションに受かったとしても、それがデビュー作なのかと言われると、はっきり「そうだ」って言えないんだけどね。散々ラジオ出ておいて、ねえ？　アニメにだってちょこっとだけ出たことあるし。

　プロとしてデビューしてからの初出演となれば、これからやる仕事がデビュー作になるんだろうけど。

「そっか。じゃあ本当にがんばってね！」

「うぃっす！」

「ではまず手始めに、この番組にしばらくお付き合いいただければと思います」

「はーい」

　僕からの告知はこれでいったん終わり。

　また最後に少しだけお知らせする時間をもらえる予定だけど、その前にゲストとしてこの番組を盛り上げるっていう大事なお仕事をしないとね。

「今日きようはね、『最近やってみたいこと』っていうテーマでメールを募集してるんだけど、村むら人びとくんはなにかやってみたいことってある？」

「そう…………ですね。まあ、正直いまは、早く声優のお仕事をしてみたいってのが一番にあるんですけど」

「そりゃそうだよね」

「それ以外だと…………」

　なんでもいいんだけど。

　なにか、ぱっと思いついたもの。

　出番がくるまでに考えておけばよかったな。こういうところがまだまだ甘いんだよな、僕は。

　ちゃんとお知らせをやらなきゃってことで頭がいっぱいで、先のことを考えてる余裕なかったよ。

　さあ考えてる時間はないぞ。生放送なんだから。

　なにか、なにか！

「あ、最近、ドッジボールをやりたくてですね」

　なぜドッジボール…………。自分で自分にツッコんだ。

「あー、あれか。でも、村人くんはサッカーボールの方が似合うと思うな」

　さすが音おと無なしさん、こんな思いつきでも、ちゃんと広げてくれるか。見習わないと。

「え？　そうですか？　どの辺が？」

　サッカー選手っぽいのかな。ちょっとうれしいんだけど。

「だって村人くんは、足あし蹴げにされるのが好きなんでしょ？　蹴けられたいんでしょ？」

「そういう意味かよ！　違いますって、ボールそのものになりたいんじゃなくて、ドッジボールっていうゲームをしたいんですよ」

「あ、足蹴にされたいってところは否定しないんだ」

「ただし美少女に限る。…………って、だからね、ドッジボールっていう遊びですよ？」

「あーはいはい、そういうこと。早く言ってよ」

「最初っから言ってたんですけどね!?」

「ドッジボールならあたしにまかせて」

　音がたたない程度に胸を叩たたく音無さん。

「お、自信あるんですか」

「ちょっとやってみようよ」

　待て待て、急になにを言いだすんだ。

「そうは言っても、ボールもなにもないですけど」

　あとこれ、ラジオなんですけど。映像とかないんですけど。

「そこはほら、イメージで」

「イメージ!?　妄もう想そうドッジボールですか。難しそうだ…………」

「あたしの華か麗れいなラケットさばきをご覧らんに入れるわ」

「なるほど、僕は早くも不安になってきました」

　なんだかよく分からないけど、ラジオのスタジオで妄想ドッジボールをやる流れに。どうすればいいのよ。

　せめて、目の前にある紙を丸めてボールにするとかさ。って、これまだ読んでないメールだからダメか。

「だいたい音おと無なしさん、ドッジボールのルール知ってるんですか？」

　知らないことはないと思うけど、さっきラケットとか言ってたからな…………。

「当たり前でしょ、それくらい！　顔面に当たっても、鼻血が出たらセーフなのよね」

「鼻血が出なくてもセーフだよ！　っていうか、アイドル声優が顔面にボールぶつけられて鼻血出してたら、ある意味アウトだよ！」

「あと、キャッチできなくても三秒以内に拾ったらセーフなんだよね？」

「ドッジボールに三秒ルールはねえよ！」

「よーし、投げるよー」

　おもむろに、音無さんは机の上にあった紙をくしゃっと丸めて投げてきた。

　おい、それメールだよ！　リスナーさんからいただいた大切なメールだよ！　ボール代わりにしちゃっていいのかよ！

「えいっ！」

　音無さんはずいぶん腕を振り回して投げてきたけど、しょせんは紙。たいして勢いも出ずに、ふわっと僕の方へやってきたので、なんなくキャッチした。

「キャッチしました！」

　言っておかないとね、ラジオだから。

「じゃあ次は僕が投げる番ですね。うりゃああ」

　僕が投げた紙のボールも、やはりふわりと音無さんの方へ飛んでいく。両手で包むようにキャッチする音無さん。

「君、いい肩してるね。もしよかったら、野球部に入らないか？」

「スカウトすんな！　ドッジボールっつってんでしょ！」

「君、いい肩してるね。ハンドボール部に入らないか？」

「ドッジボール！」

「君、いい肩してないね」

「じゃあなんで声かけた!?　もうちゃんとやってくださいよ」

「分かった分かった」

　そう言った音無さんは紙を握ったまま両手を背中へと回す。そして、すぐに両手をグーに握ったまま僕の前へと突きだした。

「どっちだ！」

「左！」

「正解！　おめでとう!!」

「いよっしゃあああああああああ！　って、なんだよこれ！」

「どっちボール」

「くだらねえよ！　なにが楽しいんだよ！」

　小さい子供じゃないんだからさ、そんなことでおもしろがれないよ。

「君、いい勘かんしてるね。ギャンブラーにならないか？」

「ならねえよ!!」

　そもそも、音おと無なしさんの小さな手では丸めた紙を隠しきれてなかったし。一いち目もく瞭りよう然ぜんのバレバレだったし。

「もうドッジボールはいいや！」

　あきらめた。そもそも、こんなスタジオの中でやれるわけないし。

　ではでは、最初に戻って質問を音無さんにお返ししよう。

「音無さんはどうですか？　なにか最近、やりたいことってありますか？」

「あたしね、最近バイトに興味があって」

「バイト？」

「そう、バイトしてみたいの」

　そんなんやってる時間ないでしょうに。

　ああそうか。引退したあとってことか。

「というわけで、腕出して」

「は？」

「えいっ」

「痛いてっ！」

　嚙かまれた！　なんかいきなり嚙まれたぞ！

　って、そういうことか！　いきなりすぎて最初分からなかったよ。

　なんかもうツッコむのも恥ずかしいわ。しょうがないからツッコみますけど。

「そのバイトかよ！　なに？　吸血鬼にでもなりたいの？」

「違うよ、美少女吸血鬼だよ」

「自分で言うな」

「冗談だって。そうじゃなくて、アルバイトね」

「いまのやりとりなんだったんだよ…………あーあ、歯形ついてる」

　冗談のわりには結構強めに嚙んだな。

「でね？　あたし、いままでオーディションとかは受けたことあるけど、面接ってあんまり受けたことないのよ」

「はあ…………」

　そうなの？　あ、いや、事実はどうでもいいんだろうな。この後に繫つながるトークの流れが必要なだけであって。

　音おと無なしさんがなにをしようとしているのかを察して、前のめりに座り直す。

　さあ、集中集中！

「でね、今日きようは面接の練習をしたいんだけど、手伝ってもらっていい？」

「なるほどね。分かりました。じゃあ僕が面接官ですね」

「いや、あたしが面接官をやりたいんだよね」

「さっきまでのフリはなんだったんだよ！」

「面接を攻略するには、まず相手のことをよく知らないと不利でしょ!?」

「うーん…………？」

「それにほら、これからデビューする村むら人びとくんには、いい自己紹介の場になるでしょ？」

「ああ、たしかに」

　そこまで考えてくれていたとは。さすが音無さん。

「というわけで、あたしが面接官やるから、村人くんは面接を受けに来た人ね」

「はあ…………」

「はい、スタート！」

　なんかよく分からんけど、始まってしまった。

　えーっと、まずはノックして部屋に入るところからやるか。

「こんこん」

「キツネの募集はしてないので帰ってくださーい」

「モノマネじゃねえよ！　ノックだよ！」

「あまりにも似てたから」

「実際のキツネは『こんこん』なんて鳴かねえよ！」

「ごめんごめん、もう一回始めから」

「…………こんこん」

「うちは心身共に健康な方を募集しております」

「咳せきじゃねえよ！　ノックだよ！　病院じゃないんだから」

「次の患者さんどうぞー」

「病院じゃねえっつってんでしょ！」

　そろそろ中に入らせろ。せめて。

「こんこん！」

「どうぞー」

「失礼します」

　お、ようやく入れた。

「あ、ダメだよ村むら人びとくん。これは面接なんだから。もっと元気な感じをアピールしないと」

「元気な感じ？」

「そうそう。お笑い芸人みたいに。はりきって、どうぞ！」

「はいどーも！　村人Ｂです。顔と名前だけでも覚えていってもらいたいんですけどもね！　って、おかしいだろこんな面接！」

「では、お座りください」

「はい…………」

　よかったのか、いまので。

「君、君、誰だれがイスに座っていいと言った？　床に座りたまえよ」

「あ、すいません。ここのバイト受けるのやめます。さようなら」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ちたまえ！」

「明らかにブラック企業だろ、こんなの。いきなり床に座らされるって」

「ごめんなさいごめんなさい。どうぞ、こちらのソファに。あ、ただいま飲み物もご用意しますね」

「急にＶＩＰ待遇！　ある意味恐こわいわ。音おと無なしさん、普通でお願いします」

「分かった分かった。じゃあ、そこの普通のイスにお座りください」

「はい」

「では、まずお名前を」

「村人Ｂです」

「普通ですね」

「あ、はい…………」

「では普通の村人さん」

「あんまり普通普通言わないでくれる!?　ちょっと傷つくじゃん！」

　あと、自分で言うのもなんだけど、村人Ｂって名前はあんまり普通じゃないと思うよ？　現代社会においては。

「音無さん、ちゃんとやってよ！」

「待って待って、どうすればいいの？」

「ほら、面接っていったらさ、前もって渡しておいたものとかあるじゃないですか」

「引いん導どう？」

「渡してどうする！　これから一緒に仲良く働こうって話でしょうよ」

「賄わい賂ろ？」

「渡してねえよ！　正々堂々面接受けに来たよ！　そうじゃなくて音おと無なしさん、履り歴れき書しよだよ」

「あっ、履歴書ね」

「そう！　それを見ながら、色々質問とかするんですよ」

「なにか資格はお持ちですか？」

「あ、ごめんなさい。なにも持ってないですね」

「今後なにかとろうと思っているものはありますか？」

「そう、ですね…………」

「天下を獲とろうとしてるとか」

「信のぶ長ながかよ！　そんな野望ないですから！」

「そうですか。ちなみにあたしは英検三級をとろうと思ってます」

「張り合うな！　たいしてすごくないし！」

　このままではいけない。全然面接になってない。自己紹介もできてない。

「もうダメだ音無さん！」

「えー」

「いい？　これから僕がちゃんとした面接を教えるから、まずはそれを覚えて」

「はーい」

　渋しぶ々しぶ、といった返事だ。

「まずはノック」

「カキーン！　ほら、ちゃんと飛びつけ！　捕れるよ！」

「そのノックじゃねえよ！　野球部に入るわけじゃないからね!?」

「分かってる分かってる。こんこん、だよね」

「そう。そしたら中から返事があるから」

「入ってまーす」

「あ、すいません…………ってトイレじゃねえよ！　面接なんだから『どうぞ』って言われるんですよ。そしたら、一言かけて中に入るんです」

「やってる？」

「やってるよ!!　面接の真っ最中だよ！　馴な染じみの居酒屋みたいに言うな！」

　律りち儀ぎにのれんをくぐるジェスチャーまでした音無さん。ラジオだから伝わらないのにね。

「失礼します、でしょ？　失礼しますって言って中に入るんです」

「なるほどね」

「そしたら、たぶんイスかなんかが置いてありますから、その横に立つんです」

「ちなみに訊ききたいんだけど、イスの上に立ったらダメ？」

「絶対ダメですね！」

「万が一ってことも…………」

「ねえよ！　万が一はねえよ!!」

「ちぇ、残念」

「音おと無なしさんがどんな万が一に備えようとしてるのかは分かりませんが、イスの横に立ったら、面接官の人が『どうぞお掛けください』って言ってくれますから」

「しょうゆを？」

「腰を！」

「あたし、目玉焼きにはしょうゆ派なんだよね」

「知らねえよ！　どうでもいいよその情報！」

　あーもう、ていねいに説明してるのに、いちいち茶々を入れてくるんだから。

「あ、村むら人びとくん！」

「今度はなんですか」

「もう時間みたい」

「え？」

　うわ、マジだ。

　ふと、時計を見たら、思っていた以上に針が進んでいる。告知を最初にしちゃったしな。

　生放送だからゲストパートも限られてるし。そもそもあんまり尺しやくの長い番組でもないしな。

「ちょ、ちょっと待って、まだ面接が始まってもいないのに…………」

「えーっと、そしたら、お時間も良きところでお名残なごり惜しいですが、ゲストの村人くんとはそろそろ…………」

「え、本当に!?」

　でもしょうがないか。

　実は、まだあとひとつだけやることが残っているのだ。僕がデビューするというお知らせから繫つながることなんだけどね。

　こんなところでゴネていないで、時間はそっちに使いたい。

「最後になにか一言、どうぞ」

　きた。音無さんからの、ゲストを送りだすセリフ。

　このフリを待っていた。

　もちろんラジオの告知も大事なお仕事のひとつだけど、僕が芹せり沢ざわさんにお願いして、ラジオのスタッフの皆さんにお願いして、なんとかゲストとして呼んでもらったのは、このためだったんだ。

「はい！　そうですね、デビューすることも決まったんで、がんばっていかないとって感じですね。ということで、このラジオをお聴ききの偉えらい人！　お仕事お待ちしております！」

「あ、そういう告知ずるい！」

「こっちだって必死なんですよ！　スタートダッシュでコケたらどうするんですか」

「あー、前に言ってたもんね。あたしを踏ふみ台にするって」

　予想通り、ノってきたな。ボケを被かぶせてきたな。

　そしたら、僕もさらに被せていきますよ。

「そんなこと言って…………言ったかもしれないですけど」

「認めた!?」

「なにをするにも話題性は必要ですからね。音おと無なしまどかと一緒にラジオをやっていた、あの村むら人びとＢが！　みたいな」

　音無さんから目め配くばせをいただいた。そこはあんまり広げない方がいいんじゃないの？　って意味だと思う。

　でも、僕はあえてそこにツッコむよ。

　でないと、僕のやっていることの意味がないから。

「先日もねえ？　なんか写真撮られちゃったじゃないですか」

「あ…………ねえ？　もう、恥ずかしい」

「どうせ撮るなら正面からちゃんと撮れって感じですよね」

　きっと今日きようの生放送は、普段のリスナーさん以外の人も聴きいているはずだ。

　色々話題になっていた音無まどかと村人Ｂが、音無さんの復帰明けにラジオで共演してるんだぞ。

　そもそもの事の発ほつ端たんである、アイドル声優・音無まどかの恋人発覚のニュース。流りゆう星せいさんとのことが完全に忘れ去られる前に発覚したスキャンダル。

　なにかつつくところはないかって、耳を大きくして聴いている人がいっぱいいるはずだ。

　それに、僕が芹せり沢ざわさんの設立した事務所に所属したってことも言っちゃってるしね。

　生放送というこの特殊な状況を生かすんだ。

　一度言ってしまったことは訂正が利きかない。編集できない。

　いくらスタッフさんや周りの人が止めようとしても、マイクの前で言ってしまえばそれまで。

　一いつ瞬しゆん一瞬が勝負。パーソナリティ同士、パーソナリティとゲスト、出演者とスタッフ。それぞれがしのぎを削けずってこのラジオという現場にいるんだ。

　今日きようは、僕が攻める。

「あんな後ろ姿だけじゃあ、あれが僕だってはっきり分からないじゃないですか。ばっちり顔が写ってたらねえ？　皆さんに覚えてもらえるのに」

『その話はその辺にしておいた方が』

　おっと、さすがにスタッフさんからも制止が。

　せっかく音無さんが仕事に復帰したのに、いまさら蒸むし返さなくてもってのはよく分かる。そもそも、ネット上のあんなゴシップネタに、本人が出演しているラジオでわざわざ触れるなって話である。

　でも、ごめんなさい。スタッフの皆さんには謝るしかない。

　これだけは譲ゆずれないんだ。

「実はあの写真ね、僕が友達に撮らせたんですよ」

「…………は？」

「お、びっくりしました？　驚きよう愕がくの真実ですよね！」

　さすがに音おと無なしさんもリアクションがとれなかったらしい。こいついきなり何を言いだしたんだって顔してる。

『お、おい、どうする？』

　やばい。外でマイクを切られたら終わりだ。

　ブースの外へ向かって、手のひらを突きだす。

　待って。お願いだから。

　あとちょっとだから。待ってください。

「本当はね、音無さんとのツーショット写真を撮って自慢しようと思ったんですけどね。撮影を頼んだ友人が、こっそり正面から撮るのは無理だったって謝ってきて。結局バックショットしか撮れなかったんですけど」

　なんとかマイクは切られずに済んでるみたい。妙なタイミングで僕の声だけ聞こえなくなったら、それはそれでリスナーにも変に思われちゃうもんな。

　それに、こういう時に真っ先に行動するべきであるマネージャーの芹せり沢ざわさんが、なにも言わずにただ状況を見守っているだけってのも、スタッフさんたちを迷わせる効果があったんだろうな。

「えと、あの…………」

　僕の思いも寄らない発言に、音無さんも動どう揺よう中。

「デビューしてから話題作りにでも使おうかなーって思ってたんですけど、知らない間に流出しちゃってて。うちのパソコン、ウイルスにでもかかったかな。ま、結果的に話題にはなったんでいいんですけど」

　ただ有名になるだけなら、簡単な方法がある。

　悪いことをすればいい。

「そんなわけで、毎度お騒さわがせしております。村むら人びとＢと申します。村人Ｂ、村人Ｂをどうぞよろしく！」

「せ、選挙か！」

　うむ、音無さん、ツッコミにキレがないな。

　しかしその動揺してる感じ、すごくいいよ。きっとリスナーにも音無さんの動揺が伝わってるよ。

　そして、それはそのまま僕の暴走をお伝えすることにも繫つながってるから。

『音おと無なしさん、追いだしちゃおう』

「…………あ！　というわけで、今日きようのゲスト、村むら人びとＢさんでした！」

　スタッフめ。

　音無さんめ。

　強硬手段に出たな。

　これをやられると、もう僕はどうしようもない。

　でも、充分アピールはできたんじゃないかな。

　引き際ぎわも肝かん心じんってことで。

　それじゃあ僕はこの辺で。

「ああ、追いだされる！　ありがとうございました！　村人Ｂでした」










　番組がコマーシャルに入ったのを見計らって、無表情で無言なままの音無さんに尋たずねてみる。

「マズかった？」

「あ、当たり前…………っ。いや、あたしは、もう、べつに」

　引退を決めてるからいいけど。

　音無さんの言葉の続きを、心の中で補足してみた。たぶん、合ってると思う。

「そっか。ならよかった」

「でも、あんたは」

　なにかを言おうとした音無さん。気づいたのかもしれない。僕がやろうとしていることを。だけど、僕はその先を言わせなかった。

　音無さんを無視して、僕は軽く「じゃ」と手を振ってからブースを出る。

　一仕事終えた僕を迎えてくれたのは、スタッフさんたちの渋しぶい顔。

　ははは、こういうのも初めてかな？　いや、全然トークを広げられなくて、不完全燃焼で終わってしまった最初の頃ころの収録以来か。ひさしぶりだわ、この感覚。

「いま、こっちの声ってブースの中に入ってます？」

「いいや？」

　そっか。じゃあ…………。

「ごめんなさい！　言うこと聞かなくて。でも、でも…………」

　頭を下げたら、中にいる音無さんに様子がおかしいと気づかれてしまう。だから、視線だけを下げて、言葉だけでスタッフさんたちに気持ちを伝えた。

「僕は、こうするのが一番だと思ったんです。本当に、すみませんでした」

　たとえそれが、あの人のためだったとしても、番組を変な風にしてしまったのは僕の責任だ。

　だから謝罪はしよう。許されないかもしれないけど、自分勝手な行為を詫わびよう。

　少しの沈ちん黙もく。

　コマーシャルだけが流れる時間。

　他ほかの番組のコマーシャルをひとつ、しっかりと聞き届けてから、パソコンをいじっていたスタッフさんが僕に声をかけてくれた。

「さっそく色々メール来てるけど、これも覚悟した上での行為だったんだね？」

　少しでも僕に矛ほこ先さきが向けば。

　音おと無なしまどかは被害者であるとアピールし、少しでも同情をひくことができれば。

　声優の仕事に興味はあった。しかし、こんな急に慌あわててデビューする必要はなかった。それでもそうしたい、そうしなくちゃって思った理由は、音無さんのため、だから。

「はい」

「…………分かった。お疲れさま」

　許してもらえたかどうかは分からない。けど、番組はいまも生で放送中だ。

「おし、ＣＭあけるぞ！」

　スタッフさんたちは仕事に戻っていく。

　後のことはお任せしよう。やりっぱなしで申し訳ないけど。

　僕がここにいたら、スタッフさんたちも変に気を遣つかっちゃうだろうしね。

「お先に失礼します、お疲れさまでした！」

　ブースの中にいる音無さんから、外にいる僕の姿が見えないような位置まで来て、これでもかと頭を下げた。

　そして、逃げるように、僕はスタジオを後にした。
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「行ってきまーす」

　学校へ向けて、家を出る。

　さすがに朝は肌はだ寒ざむい。ついさっきまで布ふ団とんにくるまって寝ていたせいもあるだろう。

　けど、まだコートを着るほどではないな。冬用の制服でちょうどいい。

　木々も少しずつ色づき始め、どこかの庭先からキンモクセイの香りが漂ただよってくる。

　通学路をとぼとぼと歩いているだけで、色々なところから秋を感じる。

　いままでこんなことあっただろうか。いや…………ないな。

　それだけ僕が、普段から下ばかり向いて歩いているという証拠だろう。少し顔を上げれば、これだけ様々な世界がすぐそこに溢あふれているというのに。

　思い切り伸びをしてみる。

　ようやく眠気が覚めてきた。これからは夜よ更ふかしもほどほどにしておかないとな。そう簡単に直せるとも思えないから、ちょっとずつ生活リズムを変えていこう。

　のんびりはしていられないけど、あせってもしょうがない。

　急せいては事をし損じる。いい言葉だ。断じて、その言葉に甘えて怠なまけようとしているわけではなく！

「おはよ！」

　突然背後から声をかけられて、びっくり。

　振り返って、もう一度驚おどろいた。

「おはよう、音おと無なしさん」

　古ふる里さと学園の冬服を着た音無さんがいた。

　僕がいま来た方角からやってくるということは…………。

「家に帰ってたんだ」

「うん、いつまでもホテル暮らししてるわけにもいかないしね」

　まあね。安くないしね。

　それに、家族がいる自分の家の方が、精神的にもいいだろうさ。

　小走りでこちらへやってきた音無さん。

　見た感じでは、いつも通りだ。いつも通り、かわいい。

　ここ最近の落ち込んでいるような様子はない。あいさつも僕がびっくりするくらいしっかり声が出てて、元気よかったし。

　なんかいいことがあったのかな。

　ただまあ、いまの音無さんにとってのいいことって、事務所から引退する許可が出た、とかそんなことなのかもしれないから、僕としては素直に喜べない。

　元気なのはいいことなんだけどね。悲しい顔をしている音無さんなんか、いつまでも見ていたくないし。たとえ演技でも、空から元気でも、明るい顔を見せられるくらいには回復しているということだろう。

「あーもう、またギリギリまで寝てたんでしょ！　ほら、しっかりする！　ネクタイちゃんと締めて。まったく、寝グセくらい直してきなさいよ」

　注意深く音おと無なしさんの様子を観察していたら、目の前にやってきて、あれこれと世話を焼き始めた。制服のネクタイをきゅっと上げると、今度は手を伸ばして僕の髪を触る。

　近い。めっちゃ、近い。顔が！

　化粧してるのかな？　してないのかな？　してたとしても、激しく動どう揺よう中の僕がこの距離でよく分からない程度。

　柔らかそうな頰ほおに、潤うるおったくちびる。大きな瞳ひとみには僕が映っている。

　いい匂においもする。といっても、心が落ち着くようなものではない。現に僕の心臓はこんな朝っぱらからフル稼か働どうを始めていた。そのうち爆発してしまいそうだ。

　と思ったら、その至近距離でばっちり目が合った。

「よし」

　にっこりされた。にこって、ほんの一いつ瞬しゆんの笑顔だった。

「な、なんだよ急に」

　距離をとってくれた音無さんに、ようやく声をかける。

「また写真撮られた時に、あたしの隣となりにいるのがネクタイゆるゆる寝グセぼさぼさのだらしのない男だったら恥ずかしいでしょ？」
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　そう言いながら、音おと無なしさんは僕の横に並ぶ。

　…………はっ！　そうだ。

　慌あわてて周囲を確認する。古ふる里さと学園の生徒はちらほらいるけど、あからさまにカメラを構えている人はいない。こっちをチラチラと見てくる人はいるけど、怪しい行動をとっているやつはいないと思う。

　どいつもこいつも、羨うらやましげに僕を睨にらみ、音無さんにデレっとしてる男たちばかりだ。

「なにしてんの？　行こうよ」

「いや、だって」

「もういいって。撮りたいなら好きに撮らせてやれば。べつに悪いことしてるわけじゃないんだし」

　それはそうだけど…………。

「ま、通学路で朝っぱらからキスでもしてたら問題だろうけど。…………してみる？」

「は!?」

　思わず大きな声が出てしまったわけだが、そんなことを気にする間もなく、音無さんにネクタイを摑つかまれる。そして、引っ張られる。

　またしても至近距離に音無さんの顔が!!

「なに？　嫌いやなの？」

「……………………っ!?」

　言葉が出ない。なにが起こっているんだ。

「ま、待てって！」

　なんとかひねりだした声。音無さんに届くだろうか。

「うーん」

　音無さんは周りをきょろきょろとしている。

　で、ようやく僕のネクタイを離してくれた。

「たしかにね。どうせするなら、もっとムードが欲しいもんね」

　そういう問題なのだろうか！

　ようやく解放された僕が襟えり元もとを緩ゆるめている間に、少し前へと歩いて深呼吸を始める音無さんである。

「ふうううう」

　振り返って、一言。

「ちょっとドキドキしちゃった」

　いまさら頰ほおを赤くして、なにを言ってんだよ音無さん。

　て、照れるじゃないか。

　こっちまで照れてしまうじゃないか！

　ち、違うからな。僕の心臓がこんなにもドキドキしてるのは、急に音おと無なしさんが顔を近づけてきてびっくりして息を止めちゃったからだかんな！

　ああもう！

「…………ご、ごめんね。やっぱりあたし、今日きようは先に行くから」

「う、うん」

　僕の返事を待たずに、音無さんは走りだしていた。スカートの裾すそを気にしてか、あまりスピードは出していなかったけれども、僕は追いかけることができなかった。

　どうしたんだろう、音無さん。どういうつもりなんだろう。

　いままでも、音無さんは僕をからかうようなことをしてきたけど、なんか今日はちょっといつもと違うような気がした。

　なにがしたかったんだろうか。

　分からん…………。

　なんだかよく分からないけど…………少しずつ、僕の日常が変わり始めたような、そんな気がする。ただの気のせいかもしれないけどね。




　四時限目、終了まであと十五分。

　つまり、昼休みまであと十五分。

　時計の針が進まなくなる十五分。

　お腹なか減ったし、疲れたし、早く授業終わらないかな。

　とりあえず板書は書き写しているけど、内容が頭に入っているかと問われると、答えに困ってしまう。ごめんなさい先生、恐らく入ってません。テストの時困るから、せめてノートだけはと思って。

　昼飯どうしようかな、と考える。弁当を持ってきてるわけじゃないので、購こう買ばいでパンを買うしかないわけだが、さあ今日はなにを買おうか。

　メロンパンはちょっと飽あきたな。焼きそばパンは授業が終わったらダッシュで買いに行かないとすぐになくなってしまう。授業の終わる時間によるか。あんぱんやジャムパンならいつも最後の最後まで残っているけど、昼飯に甘いのだけってのもなぁ。

　なんて、考えなくてもいいことをあえて考えて時間をつぶしていたら、ちょいちょい、と背中を誰だれかにつつかれた。

　振り向けば、後ろの席に音無さん。

「ごめん、拾って」

　小さな声でそう言いながら、僕の足元を指さしている。消しゴムでも落としたのかな？

　えーっと、どこだろ？

　ああ、あったあった。やっぱり消しゴムだった。

「はい」

「ありがと」

　音おと無なしさんに消しゴムを渡して、前を向く。

　少しして、再び背中をつつかれる感触。

「なに？」

「ごめん、拾って」

　また？　まあ、拾いますけど。

　さっき拾ったばかりの消しゴムをもう一度音無さんに渡す。

　しかし…………。

　ちょいちょい。

「またかよ！　どんだけ落とすんだよ！」

「ごめんって」

　まったくもう。今度はどこだ…………？

　ん？　消しゴムじゃなくて、小さな紙切れ？

『バカが、見るぅ』

　ぐ、ぐぬぬぬぬ。

　拾い上げ、くしゃっと握りつぶし、ぽいっ。

「ちょっと音無さん!?」

　なるべく小さな声で、でも怒りはこめて音無さんに抗議してみたものの、思わず自分がとってしまった行為にはっとする。イラっときてつい放り投げてしまった。

　抗議はいったん置いておいて投げた方を見てみれば、ちょうど友人の高たか見み沢ざわの席。しかもまた運の悪いことに、高見沢の机の上に落ちたらしい。

　紙を広げ、こちらを見て、にかりと笑いやがった。

　違うんだ高見沢。それは音無さんが仕掛けたイタズラで…………。

　声の届かない距離なので身振り手振りでなんとか伝えようとするも、高見沢は完全に僕を無視しやがった。

「先生！　常つね村むらが質問があるそうでーす」

　てめえ、このやろう。

「はい、なんでしょう？」

　質問なんかねえよ！

　そもそも、たいして聞いてすらいなかったし！

「いえ…………あの、大だい丈じよう夫ぶです」

「まあまあ、そう言わず。聞くは一時の恥、聞かぬは末代の恥ですよ」

「本当に！　大だい丈じよう夫ぶです。もう解決しました…………」

「そうですか」

　ふー、余計なことしやがって。

　だいたい、先生も気づけよな！　なんで席の離れている高たか見み沢ざわが、僕の疑問に気づけるんだよ！

　授業が再開されてから、すべての元凶である音おと無なしさんに振り返る。

「くっくくく…………」

　笑ってんじゃねえよ！　全部音無さんのせいだからな！

　いくら退屈だったからって僕で遊ぶのはやめてくれないかな。

「ねえねえ、そういえばさ」

　話しかけてくんなよ音無さん。マジメに受けてない僕が言うのもなんだけどさ、授業中なんだからね？

「これ見て」

　音無さんがこっそりとケータイを僕に向けてきた。

　メールの画面のようだが…………差出人は、愛あ好こか。僕の妹である。

「さっきの休み時間に送られてきたんだけどね」

『兄さんのカバンの中にわたしのパンツを仕込んでおきました。もしなにかあったら、社会的に抹まつ殺さつしちゃってくださいね☆』

「はぁ？」

　おいおい、ふざけんなよ。なんてことしてくれてんだよ。

「かわいいいたずらじゃない」

「かわいくねえよ！　極悪すぎんだろ！」

　音無さんにツッコんでから、机の横にかけたカバンを開ける。

　教科書からなにから使うものはほとんど学校に置きっぱなしなので、あんまり家でカバンを開けたりしないんだよな。ちくしょう。だから気づけなかったのか！

　最悪だ。あまりにも酷ひどすぎる。

　どこだ、どこに入ってるんだ…………うわ！

「あった…………」

　心のどこかでは、ただの冗談なんじゃないかと思っていた。そうは言ってるけど、本当に入ってはいないんじゃないかと。でも見つけてしまった。

　青と白のしましまパンツを。

　カバンの底でくしゃっと小さく丸まっていたので、一見ハンカチのようにも見えるが、手にとってみれば間違いなくパンツだ。本当に愛好のものかどうかは分からないけど、女性用の下着だということは大きさや形状からして明らか。

　愛あ好このやつめ…………今晩はみっちりお説教だ。

「常つね村むらくん？　さっきからなにをやってるんですか？」

「あ！　いえ、べつに！」

　しまった、先生に目をつけられた。さっきのことがあった後だからな。

　とっさになんでもない風を装よそおってみたが、先生がこちらへと歩きだした！　完全に怪しまれている。

　やばい。パンツが見つかったら終わりだ。マジで社会的に抹まつ殺さつされてしまう。

　机の中に隠すか？

　カバンの中に隠すか？

　どちらもダメだ。先生に中を見られたらすぐに見つかってしまう。

「お、音おと無なしさん！」

　後ろ手にパンツを渡そうとするも、音無さんに受け取ってもらえない。

　それもこれも音無さんのせいなんだからね！　少しの間だけ預かっててよ。音無さんがパンツ持ってる分には、それほどおかしな話でもないでしょ？

「口！　口！」

　は？　口？　なに言ってんの音無さん。口に隠せって？　それはつまり、パンツを食べろって言ってんのかい？

　そんな変態みたいなことできないって！　だいたいこのパンツは妹の…………いや、この場合、誰だれのものかなんてのは関係ないけども！　でも、妹のパンツを食うなんて最低の中の最低なんじゃないの？

「ほら、先生来ちゃう！」

　ええい、仕方がない！

　さっと後ろを向いて、手にした妹のものとおぼしきしましまパンツを口に頰ほお張ばる。どんぐりを頰に詰め込んだリスほどではないけど、結構パンパンだ。

　先生がやってきて、僕のカバンと机をちらりと見る。

「…………授業中は静かにしてなさい」

　よかった、特になにも見つからなかったようだ。

　声が出せないので軽く頭を下げると、先生は教きよう壇だんへと戻っていく。

　…………ふう。

　危ない危ない。大変なことになるところだった。なんとか窮きゆう地ちを脱したぞ。

「先生！　常村が早はや弁べんしてまーす」

　てめえ、高たか見み沢ざわああああああああああああああああああああ。

　またしても先生が僕を見る。さっきは気づかなかった頰のふくらみを、さすがの先生も見つけたようだ。

「常つね村むらくん。まだ授業中ですよ。出しなさい」

　出せないっす！　出したら色々終わりです！

「吞のみ込みなさい！」

　吞み込めないっす！　パンツは食べ物じゃないです！

「あ、でも丸吞みは身体からだに悪いですからね？　よく嚙かんでから吞み込みなさい」

　よく嚙んだところで身体には悪いと思います！　あと、どんなに嚙んでもなかなか細かくならないだろうから、結局丸吞みになると思います！

「授業中にこっそり食べるお弁当はおいしいですか？　お昼休みにみんなでおしゃべりしながら食べた方がおいしいでしょう？」

　お弁当ならそうでしょうけど、僕がいま食べてるのはパンツだからなぁ。どうやったっておいしくはないですよ。その代わり、ものすごく背はい徳とく的な味はするけども。

　早はや弁べんなんかとは比べものにならないね、授業中に食べるパンツの味ってやつは。

「まったく…………」

　首を激しく横に振る僕を見て、先生も呆あきれ気味。

「ちゃんとマジメに授業を受けなさい」

　今度は何度も頷うなずいて返す。精一杯のマジメな顔を作って、だ。まあ、口の中はパンツでいっぱいなわけだけど。

　誠意が通じたのか、諦あきらめられてしまったのかは分からないが、授業は再開された。

　なんとかパンツは見つからずに済んだか。

　たしかカバンの中に、本かなにかを買った時に入れてもらったビニール袋があったはず。取りだす時にガサガサと音がして、先生にまたチラリと見られたが、もうなにも言ってこなかった。早弁の後始末をしていると思われたのかもしれない。

　いいさいいさ、早弁だと思われるくらい。パンツ食ってたのがバレるのに比べたら、どうってことないさ。

　ぺっと吐きだす。

　あーあ、もうパンツぐちょぐちょじゃねえか。

　どっかのエロマンガに出てきそうなセリフを心の中でつぶやいて、袋の口をぎゅっと固く封をした。

　それと同時に、授業終了のチャイムが響ひびいたのであった。




　もうぐったりだよ。

　まだ四時限目が終わったばかりで、これから昼休み。ご飯を食べて午後の授業をがんばらないといけないというのに、机に突っ伏して脱力状態である。

　変な汗をかいた。ラジオの収録やイベントのステージに立つのとは違う、嫌いやな汗だ。

「おつかれ」

　ずいぶん軽いごあいさつじゃないか、音おと無なしさん。

　ぽんと肩を叩たたかれたので顔を上げる。

「お昼ご飯買いに行かないの？」

　行くさ。行くけども。

　…………いや、音無さんに怒ってもしかたがない。カバンの中にパンツを入れるなんて酷ひどいトラップを仕掛けたのは愛あ好こだ。いやー、最悪の状況にならずに済んでよかったよ。

「あの、さ」

　じゃあパンでも買いに行こうかね、と立ち上がったら、音無さんがなんかもじもじしてる。

「えっと…………」

「なに？」

　なにか言いたいことがあるなら早くしてほしいな。人気の惣そう菜ざいパンはすぐ売り切れになっちゃうから、早く買いに行かないと。

「このあと、なんか用ある？」

「パンを買いに行くところだけど」

「さっき食べたばっかでしょ」

「さっきのはパンツだから！　パンじゃないし。そもそも食べてないし！」

「パン、ふたつ買うの？」

「パンがふたつでパン、ツー…………ってくだらねえよ！」

　早く買いに行きたいって言ってんでしょ。もう行かせてよ。

「買ったあとどうするの？」

「食べるけど」

「一人で？」

「まあ…………」

　特に約束はしてないけど、恐らくいつものメンバーと自然に集まって食べるとは思う。

「一緒に食べない？」

「…………誰だれと？」

　思わず訊きき返してしまった。

「あたしと」

　自分を指さす音無さん。

　こ、これは…………。

　音無さんがお昼に誘さそってくれたということだろうか！

　あの音無さんが？　僕を？

　そんなの初めてのことですよ？　音無さんの方から誘ってくれるなんて。音無さんがこの古ふる里さと学園に転校してきて、クラスメイトになって数ヶ月。しぐれさんも一緒に三人で食べたことはあったけど…………あ、そっか。

「じゃあ、しぐれさんも呼ぶ？」

「ん？　たまには、二人でもいいんじゃない？」

　……………………。

　はっ!?　いかんいかん、思考が停止してしまった。

「ごめん、音おと無なしさん、熱でもある？」

「はあ？」

「ああっ！　違う、ごめんなさい、なんでもないです」

　なんか、今け朝さからおかしいよ、音無さん。僕が言うのもなんだけどさ。

「で？　どうなの」

「もちろん、いいけど」

　断る理由なんてない。むしろうれしい。どういう心境の変化か知らないけど。大歓迎である。

「もしかして、僕のことからかってる？」

「なんのために」

　なんのためもなにも、音無さんはいつも僕のことを理由もなくからかうじゃないか。

「じゃあ、パン買ったら音楽室に来て」

「はい？」

「ほら、これ」

　音無さんは『音楽室』と書かれたプレートの付いたカギを僕の目の前で揺ゆらしてみせた。

「さっきの休み時間にね、お昼休みに歌の練習したいんですって言って借りてきちゃった。中からカギかけちゃえば人も入ってこられないし、いいかなって。それならあんたも変な気を遣つかわなくていいでしょ？」

　ずいぶん用意周到だな。でも、たしかにそれはありがたい。

　音無さんと二人でお昼ご飯を食べてるところを友人たちに見つかりでもしたら、袋ふくろ叩だたきにされること必至である。

　ただね、お昼休みに人の入ってこられない音楽室で音無さんと二人きりなんて、変な気を遣う必要はないけど、変な気にはなってしまうかもしれない。

「じゃ、そういうことで」

　小走りで教室を出ていく音無さん。

　本当に、どういう風の吹き回しだろう。

　なんとなくしぐれさんを見た。

　一いつ瞬しゆんだけ目が合ったような気がした。

　なんだろうか、この多少の気まずさは。浮うわ気き現場を目撃されたみたいな。べつに音無さんともしぐれさんとも付き合ってるわけではないんだけどさ。

　変な感じの音おと無なしさんをしぐれさんも見てたかな？　というより、あの音無さんと僕のやりとりを見られてたかな？　って感じ。

　…………うーむ。

　よ、よし。さっさとパンを買いに行こう。

　こうしちゃいられないぞ！　なくなっちゃうもんな、うん。

　僕はそそくさと教室を後にするのであった。




　なんとか無事にパンをゲットし、音楽室の扉の前へとやってきた。

　音無さんはもう中だろうか？

　ちなみに僕は、まだ音無さんを疑っている。この扉を開けたらみんながいて、「どう？　ドキドキした？」なんてにやにやしながら僕をいじってくるのだ。ありえない話ではない。

　ただし。そっちの方がいいかもな、なんて思ってしまう情けない僕もいる。

　深呼吸しよう。心を落ち着かせよう。

　…………よし。

　ドアノブを回す。カギは開いているようだ。ってことは、もう音無さんは中にいるってことだ。

　電気もついている。

　普段授業を受けている教室よりも広くて、大きなピアノが置いてある。音楽や楽器に疎うとい僕には名称の分からないものがたくさん置いてある。

　はて、音無さんの姿がないな。

　と思ったら、急に視界が暗転。

「わわっ」

　目の辺りを柔らかいものに遮さえぎられ、なにも見えなくなってしまった。

「だーれだ」

　背後から声。

　誰だれだもなにも、一人しかいないでしょうに。

　さて、なんて答えようかな。

　ふわりと、背中にささやかだけど柔らかな感触。いい匂においもする。

　意識がすべて持っていかれて、思考が止まったその瞬しゆん間かん。

「だーれだ」

　今度は耳元で声がした。

　答えを催さい促そくするように、再び出題された。

　聞き慣れた声ではあるんだけど、でもなーんかいつもと違うな。声を変えてるのか？

　ってことは、えーっと、この声は…………。

「しゃるるちゃん！」

「え？　…………あ、正解」

　障害物が取り除かれ、ようやく前が見えるようになった。

　後ろを振り返り、答えを確認する。やはり僕の視界を遮さえぎっていたのは、音おと無なしさんの手だったようだ。

「キャラ名まで当てられるとは思わなかった」

　ふっふっふ。ナメてもらっては困るな。もう何年音無さんのファンをやってると思ってるんだい？

「ちょっと引くわ」

「引くなよ！　喜べよ！」

　さっさとご飯食べようっと。どこに座ろうかな。

　広い教室に二人だけだからな。端っこに座るとか、ど真ん中とか、前とか後ろとか、どこを選ぶかによって性格が出るんだろうな。心理テストみたい。

　なんて考えて、よし音無さんに任せようと思った矢先。

　がちゃり、とカギのかかる音がした。

　音に気づいた僕は、当然音無さんを見る。

「いや、ほら、邪じや魔まが入らないように」

　じゃ、邪魔って。

「二人きりで食べてるの誰だれかに見られたら、恥ずかしいじゃん？」

　ま、まあね。そうね。うん、分かった。

　恥ずかしそうに言った音無さんは教室の真ん中、最前列の席に腰を下ろした。迷いなくそこ行ったね。その選せん択たく、さすが音無さんである。

　わざわざ離れて座る理由もないし、僕もその隣となりの席に座るとしよう。

　僕が腰を下ろした瞬しゆん間かん、机を勢いよく動かしてくっつけてきた。周りがうるさいわけでもないから、話をするだけならくっつける必要はなかったと思うけど。

　音楽室だから多少の防音はしてあるんだろうけど、それほどしっかりとしているわけではない。外の喧けん騒そうはわずかに聞こえてくるし、教室内で大きな声を出せば外に漏もれるだろう。

　そんな学校の喧騒をＢＧＭにして今日きようのランチタイムである。

「じゃ、食べよっか」

　音無さんはお弁当を持ってきているようだ。包みを解ほどいて、小さな小さなお弁当箱の蓋ふたを開けた。

「あの、ごめん！　本当はあんたのためにお弁当を作ってこようと思ったんだけど、今日はちょっと…………」

　僕の視線に気づいたのか、音おと無なしさんが言う。

　いやいや、そこまで期待してたわけでも…………なくはないけど、気にしてないからいいんですよ。

「そのお弁当は？」

「お母さんに作ってもらった」

　そっかそっか。

「ちゃんと自信をもっておすすめできるもの作って持ってくるから、もうちょっとだけ待っててね」

「あ、ありがとう」

「なんでいまお礼!?　お弁当持ってきた時に言ってよ」

「そりゃそうだ」

　なんとなくお礼を言ってしまったよ。僕のためにがんばってくれるって言ってくれたから、その気持ちに、つい。

　音無さんはきちんと「いただきます」と言ってから食事を始めた。それを横目に見ながら、僕もパンにかぶりつく。

「お弁当って、難しいのね」

　お母さんの作ったお弁当に箸はしをつけながら、音無さんが言う。

　栄養のバランスとか、見た目とか、冷めてもおいしいおかずとか、気を遣つかうところが色々あるからねぇ。

「失敗したんだ？」

「ち、違うのよ！　早起きして眠かったから」

　その言い訳はきかないよ。世の中のお母さんたちはみんな早起きしてお弁当を作ってるんだから。

「本当はね、サンドイッチを作ろうとしたの」

　そりゃ簡単じゃないか。

　パンに具を挟はさむだけでできあがりだからね。…………凝こった具を挟もうとさえしなければ。

「たまごサンド作ろうと思ったんだけど、時間がなかったから電子レンジでゆでたまごを作ろうとしたんだよね」

　うわああああああああああ。

「そしたら…………」

「そしたら？」

「爆発した」

「そらそうだよ！」

　目に浮かぶよ。見るも無む惨ざんなことになった音無さん家ちの電子レンジが。

「だってたまごに『電子レンジ不可』って書いてなかったもん！」

「んなもん書いてあるか！」

「ニワトリも気が利きかないわね」

「ニワトリのせいにした!?」

「最近はプラスチックだって電子レンジで使えるのよ？　ニワトリももっとがんばってほしいわよね」

「たまごを産んでくれてるだけでもありがたいじゃない。これ以上をニワトリに求めるのは酷こくってもんだよ」

「でもさ、あたし聞いたことあるよ？　電子レンジでゆでたまごを作る方法」

「あー、なんだっけ。アルミホイルに包むんだっけ？」

「そうそう」

　アルミホイルにたまごを包み、水に浸ひたした状態で電子レンジにかけると、水だけ沸ふつ騰とうしてゆでたまごができるらしい。

「ふっ。人間の科学力を前にしたら、たまごもたいしたことないわね」

「態度でかっ！　なにさまだよ！」

「ちなみに、たまご料理はなにが好き？」

「そうだな…………普通に、目玉焼きかな」

「本当に普通ね」

「うるさいな。だから普通って言ったでしょ。あ、でも、こだわりの食べかたがあってね。半熟の黄身をさ、箸はしでちょっとだけ割ってちゅるちゅるって吸うのがたまらなくうまいんだよ」

　行ぎよう儀ぎは悪いけどね。たまらんのよ。

　久しく食べていないな。目玉焼きって朝ご飯のイメージがあって、なかなか夜に食べたいって思わないんだけど、最近は朝食を食べないことが多いから、結果として食べる機会がなくなっているという。

　でも、思いだしたら急に食べたくなってきた。

「…………なんで目玉焼きって言うのかしらね」

　うっとりと目玉焼きの味を思いだしていたら、音おと無なしさんがまた話を変な方向へとねじ曲げ始めた。

「そりゃあ、見た目が目玉みたいだからじゃないの」

　たまごひとつだとイメージしづらいけど、ふたつだったら目玉焼きと言うにふさわしいカタチをしてると思うよ？

「丸いモノがふたつ並んでいればいいんでしょ？　じゃあ目玉じゃなくてもいいじゃない」

「うん…………まあたしかに。でも、他ほかになにがある？」

　丸いモノがふたつ並んでいるなにか…………ぱっと思いつかないけど。

「おっぱいとか」

「ぶっ！」

「えっと、あんたはおっぱいの先っちょを箸はしでつまんで、ちゅるちゅる吸うのが好きなんだっけ？」

「んなこと言ってねえよ！　変えてんじゃねえか！」

　先っちょとか、箸でつまむなんて言ってないからね？

「あと、せめておっぱい焼きって言え！　目玉焼きも『目玉』じゃなくて『目玉焼き』って言ってんだからさ！」

　ただし！　それはそれとして、いま音おと無なしさんが言ったシチュエーションは嫌いではないと心の中で思っておこう！

「でも好きでしょ？」

「うん！　…………って、ああしまった！　心の中で思うだけにしておいたのに肯定してしまった！」

　音無さんにフられたからついノってしまった！

　まったく、音無さんにツッコんでたらご飯を食べる隙すきがない。

　でも、それが楽しかったりするんだけどね。こんなにぽんぽんボケてくる人なんてなかなかいないし。観客がいるわけでもないのに、いまの勢いだもんなぁ。

　人を楽しませることを常に意識しているんだろうな。

　そういう目で見る世界は、きっと普通とは違うんだろう。

　なにもなく、だらだらと毎日を過ごしている人とは、見えている世界が違うんだと思う。

　今け朝さ僕が、秋を感じたように。

　下を向いているだけじゃ気づけないなにか。

　毎日毎日つまらないことだらけだと下を向くのではなく、なにか楽しいことがあるんじゃないかって、楽しいことはないかって、顔を上げて探して歩くだけで、違うものが見えてくる。

　音無さんは、そういう生きかたが染しみついているんだ。

「…………音無さん」

「ん？」

「本当に、辞めちゃうの？」

　残念だし、やっぱりもったいないよ。

　こんなに才能に溢あふれていて、努力もできて、おもしろい人が、業界からいなくなってしまうなんて。

　歳としをとったからとか、病気やケガとか、そんなんじゃないんだもん。やろうと思えばやれるのに、やらないなんて。

「なに、その話？」

　うんざりって感じの音おと無なしさんである。

「今後は新人の育成に回るなんてさ、それ本気で音無さんのやりたいことなの？」

「うーん…………どうだろね。でも、あの業界でやりたいことは、ほとんど全部やっちゃったから。もう満足」

　ウソだよ。そんなの絶対ウソだよ。

「これ以上はあたしのわがままになっちゃうだけだもん。もっとみんなに迷めい惑わくをかけちゃう前に、すぱっと辞めたるわ！」

　そのわがままを貫つらぬき通してこそ音無さんなんじゃないかな。

「前にも言わなかったっけ？　即断即決が基本だって。あたしにはまだまだやりたいことがあるのに、うじうじ迷ってたら時間の無む駄だだもん」

「やりたいこと？」

「うん。いままでできなかったこと。仕事を辞めたらできること。これからはそれをめいっぱいやっていく予定だから」

　なんだろう。

　どんなことをやりたいんだろう。

　それは音無さんにとってお仕事以上に魅み力りよく的なものなのかな。

　辞めてまでする価値のあるものなのかな。

「決めたの。そう、決めたから」

　意地になってるだけじゃないのかな。

　僕がそう思いたがっているだけで、音無さんは本当に未練がないのかな。

「だから、あんたも無理しなくていいから」

「無理なんて」

「他人のことを気にしながらやっていけるほど、甘い業界じゃないのよ？」

「それは…………」

　音無さんが言うんだ。きっとその通りなんだろうな。

「ほら、早く食べないと」

「あ、うん」

　また手が止まっていた。

　残りのパンを口にめいっぱい詰め込みながら、思う。

　辞めて音無さんが幸せになれるのなら、僕は応援したい。なによりも、彼女が幸せになれるように応援したい。できることなら、手伝ってあげたい。

　自分のせいで周りの人たちに迷惑をかけてしまう。それをどうしても耐えられない苦痛と音無さんが感じてしまうのだとしたら。

　無理強じいはできないよな。

　でも…………でもまだ、僕には音おと無なしさんの本心が分からないんだよ。










　ついにやってきました、レッスン初日。

　ついにやってきちゃったよ、スタジオに。

　授業のあと一度家に帰ったので、私服姿である。肩に担かついだ大きめのカバンには、タオルと、汗かいた時用に着替えを一式持ってきてある。

　今日きようが初めてではあるが、なにをするか聞かされてないからな。

　扉の前で立ち止まる。

　これを開けたらスタジオだ。

　いまなら逃げられるかもしれない。このドアを開けずに回れ右して家に帰ってしまえば、すべてが終わる。始まる前に終わる。

　しかし、だ。

　いまの僕にその選せん択たくはアリだろうか。

　ははは、なにをバカなことを。ナシに決まってんだろ。

「失礼しまーす！」

　ふはは、力強くドアを開け放ってやったわ。

「おはようございまーす!!」

　ふははははは、大きな声であいさつもしてやったわ。

「遅い！」

　いきなり怒られたわー。

「す、すいませ…………え？」

　慌あわてて頭を下げたはいいけど、聞き覚えのある女性の声だったので、謝罪の言葉を止めてしまった。

「音無さん？」

「遅い！」

「いや、まだ集合時間十分前なんですけど」

「スタジオでも同じことを言うつもりか!?　先せん輩ぱい方がたがずらっと並んでいる中に、新人のおまえが十分前だからと何食わぬ顔ですらーっと入っていくつもりか！」

　どういう設定のキャラですか、それは。熱血入ってる体育の先生みたいですね。

　しかし、音無さんの言ってることは分かる。たしかにその通りだ。

　僕は新人。ドがつくほどの新人。

　一番最初に現場に入るつもりで行かなければ。

「ま、スタッフさんも来てないような時間に到着しても、スタジオ開いてないしそれはそれで厄やつ介かいだけどね」

「どっちなんだよ！　で、なにしてんの音おと無なしさん」

　左手は腰。

　右手は竹刀しない。肩に担かついで、こちらをじろりと見てくる。

　すでに音無さんは動きやすい格好。ジャージ姿である。

「先生と呼びなさい！」

「はあ？」

「言ったでしょ？　あたしが教えられることは、あたしが教えるって。もう忘れたの？　脳みそ腐くさって酢す味み噌そになってんじゃないの？」

「なるか！　覚えとるわ！」

　覚えてるけどさ、まさか初日から音無さんがご登場とは思わないじゃない。

「あ、そっか。今日きようは初日だから、音無さんが教えられるくらいの基本中の基本をやるってことだね」

「先生とお呼び！」

　…………めんどくせえな。

「ん？」

　音無さんは右手に持った竹刀を振り上げ、思い切り床を叩たたく。ばしーんという大きな音がした。とても、とても大きな音がした。

「なんか言った？」

「言ってないです、先生」

「なにをトロトロしてんの！　さっさと着替えなさい！」

「はい、音無先生！」

　じゃあ着替えてきますか。

　えーっと、男子更衣室はどこだっけ。

「どこ行くの」

「着替えに」

「時間がもったいないわ。ここで着替えなさい」

「はあ？」

　ここで？

　なにを言ってるんですか、音無さん。

　ここ、なんにもない大きな部屋ですよ？　ついたてとか、カーテンとか、ないんですよ？

「男なんだし、いいでしょ」

　僕はいいですけどね？　目の前で着替えられて、音無さんはいいのだろうか。

「さあ、急ぎなさい。三十秒ごとにこの竹刀しないでケツをしばくわよ」

「わあああ！　待って待って」

「いーち、にー、さーん…………」

　やべえ、やべえ。急げ。

　カバンを開けて、中のものをとにかく引っ張りだす。

　よし、まずはジャージの下を発見！　先に下を着替えてしまおう。

　思い切りズボンを下げる。

　と、一緒にパンツまでずり落ちた！　いや、全部落ちたわけじゃない。モロ出しになったわけじゃないけど、半分は出た。半ケツが躍り出た。

「じゅういーち、じゅうにー、じゅうさ…………って、きゃああああああ！　なんてもの見せんのよ！」

　空くうを裂さく音が聞こえた。その直後には、先ほど床を叩たたいた音と同じくらいの大きな音が！

「痛いてええええええええええ」

　フルスイングだったろ、いまの！

　痛い。めっちゃ痛い。そして熱い。ひりひりする。

　ケツを竹刀でぶっ叩かれたのである。

「まだ三十秒経たってないだろ!?」
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「半ケツだったから、つい」

「急がしてんだから、それくらい見逃せよ！」

「じゃああんたは女の子が目の前で半ケツ出してたら見逃すの？」

「それは…………見逃さないけど」

「えいっ」

「痛いでえええええええええええええええええ」

　二発目くらった！

「なんでまた叩たたいたんだよ！」

「三十秒経たったから」

「ああ、そうだったちくしょう！」

　慌あわてて着替えを済ます。

　なんとか三発目をもらう前に着替えを終えることができた。

「着替えが終わるまで、先生は五十秒待ちました」

「プールの授業で生徒が騒さわいでた時みたいに言うなよ」

　これでも急いだんだからさ。

「スタジオを借りられる時間も限られてるんだから、キビキビいくわよ」

「はーい」

「『はい』を伸ばさない！」

「はいっ！」

「ここの名前は？」

　音おと無なしさんが胸の辺りを指さす。

「肺！　って、だから言ったそばから時間を無む駄だに使うなよ！」

「じゃ、まずはストレッチしましょう」

「無視かよ！」

　ストレッチと言っても、なにも特別なことはしない。

　体育の前の準備運動と同じだ。

　違うことと言えば、やる気かな。だらだらと先生のマネをして身体からだを動かすわけではなく、きちんと身体の筋が伸びるように意識してやる。それだけだ。

「じゃあ、腹式と発声練習から始めようか」

　ああ、やっぱりそこからなんだな。

「はい、先生！」

「ん？」

「一応、ネットとかでやりかたを調べて、自分でちょっとずつやったりはしてたんだけど」

　ラジオに出るようになってから、少しだけね。効果があったのかどうかは分からないけど。

「よろしい。じゃあ、確認の意味も込めて一緒にやってみましょう」

「おっけー」

「じゃ、まずは身体からだの中にある空気を、口から全部出す」

　二人して「はああああああ」と息を吐く。

「そしたら今度は、お腹なかを膨ふくらませることを意識しながら、鼻で息を吸う」

　そう言ってから、音おと無なしさんがすうっと息を吸う。

　しかし、結構ゆったりしたＴシャツを着ている音無さん。裾すそを入れてるわけでもないから膨らんでいるかどうかが分かりづらい。

「はい、先生！」

「なに？」

「全然膨らみが見えないんですけど」

「はあああああああああああ」

　あ、息を吐いてる。素晴らしい腹式呼吸だ。

　ただ、なぜか…………心なしか、殺気立っているように感じる。吐いた息が、禍まが々まがしいオーラとなって音無さんの身を包んでいるような…………。

「とりゃっ」

「危ね！」

　すんでのところで竹刀しないを避よける！

　おいおい、突然攻撃してきたぞ。いったいなんだってんだ。

「なにすんだよ！」

「膨らんでるでしょ？」

「いや、でも…………」

「膨らんでるわよね？」

「あ、はい。膨らんでます」

「よろしい」

　なんの話だったのだろうか。めちゃくちゃ恐こわかったんですけど。

　その後も、二人で何度か吐いては吸ってを繰り返す。

「じゃあ、お腹を意識しながら声を出してみましょうか」

　まず音無さんがやってみせてくれた。

　両手をお腹にあてて、大きな声で、はきはきと。

「あ　え　い　う　え　お　あ　お」

「あ、やっぱりそれなんだ」

「まあ、一番オーソドックスなので慣れていけばいいでしょ」

「あめんぼあかいな…………とかもあるよね？」

「そっちがいい？　入りやすい方から入ればいいとあたしは思うけど」

「そっか。早口言葉とかでもいいの？」

　ラジオとかでも、よく声優とかアナウンサーのパーソナリティをいじめるようなメールあるよね。声優なら早口言葉くらいできて当然でしょ、みたいに思われてるところあるけど、実際はどうなんだろ。

「あー、それはなし。最初からスピードを求めるんじゃなくて、ゆっくりでもきれいな発音を心がけた方がいいわ」

「んじゃ、あえいう…………でいいや」

　音おと無なしさんに続いて、あ行から順番に言っていく。

　さすがというか、比べるのも間違ってるんだけど、音無さんの後にやると自分がいかに滑かつ舌ぜつが悪いかが分かる。こんなにも違うものなのかよ。

　で、さ行にさしかかったところで音無さんが一回止めた。

「さ行とら行は滑すべりやすくて苦手な人も多いから、特に注意してね」

「滑りやすい？」

　さ行が滑る？　どういうことだ？

「えーっと、例えば…………『発声』と言うところを『はっせぇ』とか『はっせー』になっちゃうってこと」

「なるほど…………」

「極端な例を出すなら、『いらっしゃいませ』が『いらっしゃーせー』になっちゃうとか？」

　そういうのを滑るというのか。初めて知ったわ。

「現場で滑ったらマジでやばいからね？　ちゃんと意識しておくように」

「りょ、りょーかい。…………あ、了解！」

　危ない危ない。こういうのも滑ってるっていうんだろうか。まだ慣れてないからな。日常的にも意識しておこう。

　音無さんのように、仕事の時と普段とではっきり切り替えができるようになればいいんだろうけどな。まだまだ始めたばかりだからな。

「ひとつだけ、いい方法があるんだけど、知りたい？」

「知りたい！」

　ぜひとも。

「と言っても、本当に一時的なもので、その場しのぎでしかないから、あんまりあてにしないでね」

「はい！」

「まずは人差し指を横にして」

　音無さんが右手の人差し指を顔の前に持ってくる。

「で、くちびるで軽くくわえる」

　ふむふむ。

　歯じゃなくて、くちびるで軽く挟はさむ感じね。

「この状態で…………そうだな、『しました』って何回か言ってみて」

「しました。しました。しました。しました。しました…………」

「はい、指を外して、『しました』って言ってみて」

「しました…………あれ!?　なんかはっきり言えてる気がする！」

「さっきも言ったけど、しょせんその場しのぎでしかないから。でも、いざって時には使える技だから覚えておいて損はないわ」

「しました。しました。おぉー」

「はいはい、続きいくわよ」

　音おと無なしさんがた行を言い始める。いかん、感動している場合じゃないな。姿勢を正して、手をお腹なかにあててっと。

　音無さんの後に続いて、一通り発声をしていく。僕に合わせてくれているのだろうか。だいぶゆっくりとやってくれたようだ。

「とりあえず、こんなところかしらね」

「ふう…………」

　意識して声を出すって結構疲れるな。

「発声も滑かつ舌ぜつも、日々の繰り返しがモノを言うから。いい？　よく、滑舌の悪い人は声優に向かないって思われがちだけど、あれは間違い。滑舌は毎日練習すれば絶対に良くなるから。サボらずに毎日しっかりやること、オッケー？」

「らじゃー」

「じゃあもう一回最初からいくわよ」

「うぃっす」

　あ行に戻って、繰り返し練習する。

　正直、地味だ。鏡に映った自分の姿を見て、隣となりに立つ音無さんの姿を見て、思った。

　アニメで声を聞いていたり、イベントなどでステージに立っている声優さんたちの華はな々ばなしい姿は、いまはどこにもない。

　でも、これが本当の姿なんだろうな。

　普通の人は、表舞台に立っている彼ら彼女らの姿しか見ることができなくて、イメージばかりを膨ふくらませてしまうけれど。

　どんなに人気のある、売れっ子声優さんだって通った道なんだ。もしかしたら、いまでも人知れず繰り返してることなのかもしれない。

　でも、それを知られるわけにはいかないんだよね。ああ、この人苦労してるんだなって、大変だったんだなって思われたくないから。

　表に出る時は笑顔。疲れた顔なんて見せない。

　そうやって、人に夢や希望を見せるんだ。

　いやー、ほんっとに、エンターテイナーって大変な仕事だよ。




「はい、じゃあ休きゆう憩けい」

「はああああああ」

　息を吐きながら、その場にどかっと座り込む。

　じんわりと汗をかいている。ただ声を出していただけなのに。なんなのだろうか、この心地よい疲労感は。

　もちろん音おと無なしさんはけろっとしている。経験の差か。

　スタジオへ来る際に買ってきた水を一口飲んでから、音無さんに話しかけてみる。

「養成所とか専門学校でも、こういうことやるの？」

「そうね。場所によって少しずつ違うとは思うけど、やることはだいたい同じだと思う」

「他ほかにどんなことやるんだろ」

　もちろん僕がいるのはまだまだ呼吸とか発声とか滑かつ舌ぜつのレベルで、これから演技とかの練習に入っていくんだろうけど。

　なにか他にも、そこならではのおもしろい練習とかないのかな？

「んー。『たけのこニョッキ』ってゲーム知ってる？」

「うん」

　あれでしょ。

　何人かで集まってやるゲームで、順番に「いちニョッキ！」「にニョッキ！」「さんニョッキ！」って言ってくやつ。他の誰だれかと被かぶったり、最後まで残ってた人が負けっていうルールだったよね。地方によってルールが少しずつ違うかもしれないけど、だいたいそんな感じだったはず。

　知ってはいるけど、実際にやったことはないかな。合コンとかでもたまにやるゲームらしいけど、そもそも合コンに行ったことないからな、ちくしょう。

「あれ、やったりするわよ」

「へー、なんのために？」

「ラジオとかでしゃべる時、他の人と被らないように空気を読む訓練ね」

「おお！」

　なるほど！

　そういうところまで訓練するものなのか。

　たしかにラジオを聴きいていて、二人同時にしゃべりだして「どうぞどうぞ」って譲ゆずり合うようなシーン、なくはないけど、たくさんはないもんな。仲のいい同士で、お互いのテンポとかが分かってるならまだしも、ゲストを呼んだりとか初めましての相手でもセリフが被かぶらないのって、言われてみればすごいことだ。

　そっか…………ラジオなんて何気なく聴きいちゃってたけど、そういうところまでしっかり訓練してるんだ。

　あー、どうしよう。そんなこと知っちゃったら、もうラジオを聴きながら「この番組ぐだぐだだなぁ」なんて思えないよ。ゆるーくやってるように見えて、実は努力の賜たま物ものだったなんて！

「僕も特訓しておかないとな。ああ、でもこのゲーム、最低でも四人くらいはいないとできないか」

「そういう、人との繫つながりも大事だったりするのよ。声優のお仕事は一人でできるもんじゃないからね」

　同業者、スタッフ、事務所などなど。他人と力を合わせてひとつのものを作る仕事だもんね。

「それに、これから数千、数万の人たちに好かれたいっていうのに、自分の周りの人たちから嫌われてたら話にならないしね」

　そういう見かたもあるか。

「まあ、あんたの場合はもう何度も実じつ践せんしてるから、その練習は省いてもいいでしょ」

「そ、そっか…………」

　たしかに意識はしてる。

　自分がラジオに出るようになってから、まともに他ほかのラジオを聴けなくなってるし。ここでそういう風に広げるか、とか。しっかり雰ふん囲い気き作ってんなー、とか。僕だったらそのメールにはこう答えるかな、とか。色々考えちゃうもん。

　おかげさまで、実践で鍛きたえられてるところはある。

「あとは…………恥ずかしさに慣れるってのもあるかな」

「恥ずかしさ？」

「そう。実際の現場で演技をする時に、どんなシーンであろうと、周りの目が気になってできませんでは話にならないでしょ？」

　たしかに。

　笑うシーン、泣くシーン、怒るシーン。恥ずかしいなんて言ってらんないよな。

「オーディションの時とかもそうよね」

　ああ、オーディションで恥ずかしがってたらダメだね。絶対に落ちるわ。

「たくさんの人が見てる中で、なんの変へん哲てつもない普通のイスを、亡なくなった大切な人だと思って泣き続ける演技とかね」

　うわー、大変だぞ。泣くだけでも大変なのに、周りの人の視線を感じながらなんて。しかも、相手はイス。

「あとは、これも実際にあった話なんだけど、あんたあのゲーム知ってる？」

　音おと無なしさんが言ったタイトルは、僕もよく知っているゲームだった。

　ジャンルは恋愛シミュレーション。彼女と一緒に生活するというゲームだ。現実の時計やカレンダーに合わせているから、一度ハマってしまうとなかなか現実に帰ってこれない中毒性のあるゲームである。

「あれってさ、ゲーム機にマイクが付いてて、キャラクターと会話できるじゃない？」

「うんうん」

「某ぼうオーディションにあのゲームを持っていって、トーク力をアピールするために『いまから彼女と会話します！』って言った人がいたのよ」

「えぇ!?」

「偉えらい人たちが何人も目の前に座っている状況で、彼はやり遂とげたそうよ」

　オーディションってそんなことまでしないといけないの…………？

「で、その人どうなったの？」

「落ちたわ」

「ダメじゃん！」

「でも、インパクトは充分でしょ」

「インパクトだけはね…………」

　そうか、そこまでやれるようにならないといけないのか。

「恥ずかしさに慣れるってどうすればいいの？」

「とにかく経験あるのみね。いまはあんまりやらないみたいだけど、昔は人通りの多い街まち中なかで、突然大きな声で演技をしてみたり」

「マジで？」

「実際にやってたみたいよ？」

　うわー。それは恥ずかしすぎるだろ。

　慣れるとか慣れないとか以前の問題だろ。

　いや、やりますけどね。やれと言われたら、いまの僕はやりますよ。ただでさえ色んな過程をすっ飛ばしてきちゃってるんだから、それが少しでも芸の肥こやしになるならやりますとも。

「いまそんなことしたら、警察呼ばれそうね」

「だよね」

　世せ知ち辛がらい世の中で良かったと言うべきか。手っ取り早く経験値を稼かせぐ方法がなくなって残念に思うべきか。

「でも、恥ずかしさに慣れるってのは必要よね」

「ん？」

　どうした、どうした。急に音おと無なしさんがにやっと笑い、僕をじっくりとなめ回すように見てくる。

「早く恥ずかしさに慣れるよう、特訓しましょう」

「ちょっと待ってくれないか」

　恥ずかしさに慣れるために特訓するってことはつまり、僕はこれから恥ずかしい目に遭あうってことでいいかい？

　さらに言い換えれば、もっともらしい理由をつけて、音無さんが僕に羞しゆう恥ちプレイをするってことでいいのかい？

　なにその楽しそ…………じゃなかった、ひどい展開。

　僕はマゾじゃありませんからね！

「慣れるもなにも、僕はもうラジオに何回も出てるし、生放送もやったし、公録だってやったんだよ？　大だい丈じよう夫ぶだって」

「それはやってみないと分からないんじゃない？」

　そう言った音無さんは、スタジオの床に座っている僕へ、四つん這ばいのまま近づいてくる。

　女め豹ひようだ。女豹がいる。

　Ｔシャツがたゆんで、胸元がちらりと覗のぞく。

「ふふ」

　赤い舌がくちびるをなぞった。

「こういうことだって、恥ずかしげもなく、できるってこと？」

　思わず後ずさる。が、僕の脚あしと脚の間に割って入り、さらに距離を詰めてくる。

「お、音無さん…………？」

　意味不明。理解不能。もはやなにがなんだかわけわかめ。

　思えば、今日きようの音無さんは朝からなんかおかしかった気がする。

　キスしてみる？　って言ってみたり、二人っきりでお昼ご飯を食べたり。

　いったいなんだってんだ。どうしたってんだよ。

「お、音無さん、ちょっと落ち着いて」

「…………嫌いやなの？」

　嫌ではないです。嫌なわけないです。

　音無さんはどんどん僕に近づいてくる。

　男が「女の子はいい匂においがする」と言うと、女性は否定をする。そんなことない、気のせい、どうせシャンプーの匂い、と言う。だが、実際女の子はいい匂いがする。それが好きな女の子だったらなおさらだ。きっとこれは、男にしか分からない匂いなんだ。異性にしか分からないフェロモン的な、なんかそういうものなんだ。だから、女性が分からなくてもしかたのないことなんだ。結局なにが言いたいかというと、いい匂いがするってことだ。

　ついに僕の背中は床の感触を捉とらえた。冷たい。しかし、僕の体は冷たさを心地よいと感じるほどに熱くなっていた。

　音おと無なしさんが僕に覆おおい被かぶさる。音無さんの髪が僕の首筋をなでる。くすぐったい。けど、気持ちがいい。

　なに、これ？

　どういう状況？

　僕はいま、音無さんに押し倒されているのだろうか。

　音無さんの顔が近づいてくる。

　頰ほおが赤いな。瞳ひとみもうるうるしている。こんなこと、自分からやっておいて、やっぱり音無さんだって恥ずかしいんじゃないか。

　頰をかすめる距離で、顔と顔がすれ違う。

　声と共に熱い吐息が僕の耳をくすぐる。

「ヌードの写真集を出す人なんかはさ、一番きれいな時の自分を残しておきたいって言うじゃない？　ここ、鏡張りだから…………幸せな姿を自分で見られるかな？」

　な、なにを言ってるんですか、音無さん！

「もうすぐ引退しちゃうけどさ、いまはまだ、あたしはアイドル声優音無まどか。何千何万の男たちがあたしのことを好きでいてくれてる。そんなあたしを、自分だけのモノにしてみたくない？」

　なにその優越感。想像もできない。

　べつに僕は、音無さんを肩書きで好きになったわけではない。アイドル声優だから好きなんじゃなくて、音無さんだから惚ほれたんだ。

　しかし、これは…………。

　普段は無差別に、四方八方に撃っているアイドルとしての魅み力りよくを、いまは僕一人だけを狙ねらって放っているんだぞ。

　これでどうにかならない男なんているわけないだろ!!

　とんでもない殺し文句じゃないですか。僕の理性はもう瀕ひん死しですよ。

　だって…………手が、腕が、音無さんを抱だきしめようと、持ち上がっていくんですよ。もうどうにでもなれと、後のことは後で考えればいいと。

　あと少しで音無さんに触れられる。

　その瞬しゆん間かん────。

　ドアの開く音。

　人の気配。

　ドアの閉まる音。

　それは心臓の鼓こ動どうの音をかき消すほどに大きくて、思わず首を伸ばして顔をドアの方へと向ける。

　まず、スカートが見えた。古ふる里さと学園の制服だ。

　揺ゆれる長い髪の先が見えた。

　身動きひとつ取れぬまま、僕はただただその人物を見上げる。

　僕たちのすぐ横に立ったのは、しぐれさんである。

「仕事を終えたので応援に来てみれば…………まどか、これはどういうことですか」

「……………………」

「いまはレッスンのお時間ですわよね？」

　音おと無なしさんの影が僕の上からどいた。

　僕もすぐに起き上がって、姿勢を正す。さっきまでの熱いなにかが、急激に冷めていく。

「なにをなさっていたんですか？」

「べつにいいでしょ、いちゃいちゃするくらい」

　無表情のままで問うしぐれさんに、音無さんはばつの悪そうな顔で答える。

　いちゃいちゃってレベルを超えそうでしたけど。あのまましぐれさんが来なければ、いくところまでいっちゃいそうでしたけど。

「まどか…………なにか変ですわよ？　どういう心境の変化ですか？」

　たしかに変だよな。普段の音無さんだったら、僕といちゃいちゃしようだなんて思わないはず。そんなキャラじゃないもん、音無さん。

「そりゃ変化もするわよ。引退を決意したんだもん」

　う…………。その言葉、あんまり音無さんの口から聞きたくないな。いちいち心の奥にグサっとくる。

　音無さんは立ち上がって、一歩前に出る。

　僕に背を向けるように、しぐれさんの前へ。

「いままであたしは、アイドル声優・音無まどかのために色んなものを我慢してきた。諦あきらめてきた。でもこれからは違う。普通の女の子として、普通の女の子の幸せが欲しいの」

　音無さんの表情は分からない。背中しか見えない。いったい、どういう顔でいまの言葉を口にしたのだろうか。

　しぐれさんは相変わらず無表情。音無さんのそんな言葉を聞いて、どう思っているのだろうか。僕と同じように、寂しさや悲しさを感じているのだろうか。

　音無さんはさらに言葉を続ける。

「恋したり、失恋したり、彼氏作ったり、ケンカしたり。そういうのって、しぐれも憧あこがれるでしょ？」

「そうですわね。憧れますわね」

「でしょ？」

　音おと無なしさんの口ぶりはどこか明るい。

「それで、まどかはそのお相手に良りよう人とさまを選んだということですか？」

「…………そうよ」

　一いつ瞬しゆん、間があってからの返事。普通だったら、うれしいはずの言葉。なのに。

「まどかは、良人さまのことが好きなのですか？」

　なっ!?　しぐれさん、そんな直接…………。

「そ、それは…………いま一番仲がいい男子ってこいつだけだし、それに！　こいつだったら、あたしのことを好きでいてくれるから。あたしのこと…………本気で守ってくれるから」

「そうですか…………」

　しぐれさんが大きく息を吸う。

　しぐれさんの表情は一気に険しくなった。

「そんなものが恋愛だなんて、わたくしは認めません」

　音無さんを睨にらみつけ、離さない。

「いまのまどかに、普通の女の子の幸せも、良人さまも、ふさわしくありません」

　迫力があった。

　普段めったに怒らないしぐれさんだけど、もちろん仕事ではそういうシーンもある。

　彼女は、怒るという感情そのものが欠落していたわけではない。内に内に秘めていた感情をここぞという瞬間に爆発させる。

　それが、いまだったのだろう。

　初めて見た。感じた。

　普段が普段なだけに、その冷たい言葉は鋭利な刃物よりもよほど心を切り裂さき、斬きられたことにさえ気づけないほど鮮やかで、気づいた時には取り返しのつかないほど深くえぐっている。

　薄氷の張る湖の上に立たされたような感覚。

　軋きしむ音。下へ手たに動けば簡単に割れてしまう。動けない。踏ふみだすことができない。落ちたが最後、冷たすぎる水は身体からだの自由を奪うばい、抵抗する間もなく沈んでいってしまうだろう。

　しかし、すんでのところで踏みとどまった音無さんはしぐれさんを睨み返した。

「しぐれならふさわしいっていうの？」

「わたくしこそがふさわしいと、自負しております」

「…………じゃあ、勝負ね」

「ええ、そうですわね」

「こういうのも、青春みたいでいいじゃない」

「あら、わたくしは遊びではありませんよ？」

「あったりまえじゃない！　あたしは負けるのが大っ嫌いなの」

「存じておりますわ」

　えっと、話はまとまったでしょうか？

　僕はなにがどうなったのかまったく分かってないんですけど。これっぽっちも理解できていないんですけど。

　そろそろ、口を挟はさんでもいいかな？

「け、ケンカはやめようよ」

「はあ？　誰だれもケンカなんかしてないけど？　ねえ、しぐれ」

「ええ。わたくしたちは親友ですわ」

　こちらを振り返った音おと無なしさん。

　まっすぐ僕を見るしぐれさん。

　一応二人とも笑顔なんだよね。目は笑ってないけども。

　い、胃が痛くなってきた。

　どうしたっていうんだよ…………。
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　建物から出てきた僕の元へ、一人の女の子が駆け寄ってきた。

　かわいかった。めっちゃかわいかった。

　年下かな？　小柄で華きや奢しやな女の子である。

「良りよう人とさん！」

　僕の名前を知っているなんて。どちらの美少女さまだい？

「えっと、その…………」

　もじもじしている姿もかわいい。

　なにか僕に言いたいことがあるみたいだ。でも、なかなか言いだせないみたい。

　じゃあ、こちらから優やさしい言葉でもかけてあげよう。

「落ち着いて。僕はどこにも行かないから」

　辺りを見渡す。人の姿はない。大だい丈じよう夫ぶ。邪じや魔まをする者はいない。

「あの…………大好きです！」

　こりゃ驚おどろいた。

　マジかよ。

　いやー、困っちゃうな。

　いまの僕はアイドル的な男性声優。特定の女の子とお付き合いをするのはなぁ。

　しかもファンに手を出したとなったら、ねえ？

「あの、えっと…………ごめんなさい！」

　さっきまで、おどおどと小さい声しか出せていなかった小さい身体からだから突然大きな声が出た。

　同時に、腕をぐいっと引っ張られる。

　そのよろけた瞬しゆん間かんに。

　頰ほおに柔らかい感触。一瞬だったけど、温かかった。いや待て。その一瞬だけ触れた場所が、だんだん熱を帯び始めたぞ。

　それはチューだった。ほっぺにチューだった。

　感動した。こんな美少女が僕に、しかもチューなんて勇気のいることを、彼女の方からしてくれたのだ。

　こんなにうれしいことはなかなかないだろう。

「が、我慢できなくて。ごめんなさい！　驚きましたよね」

「いや、ははは。驚いたけど。でも、ありがとう」

　気持ちは受け取ったよ。そこまで僕を好きでいてくれてるんだね。

　ちなみにいまのは不可抗力だからね？　僕からしたわけじゃないから。完全に不意打ちだったから。

　…………まあ？　こんなに華奢な女の子に引っ張られたくらいで体勢を崩くずすほど僕の足腰は弱くないけど？　彼女の勇気に免じて、されるがままになってあげたのだ。

「あの…………」

　さらに女の子は話しかけてくる。

　あーあ、こんなに顔を真まっ赤かにさせちゃって。恥ずかしいのかな。緊きん張ちようしてるのかな。どっちもかな。いまにも泣きだしそうじゃないか。

「ぎゅって、してくれませんか？」

　ふむ。

　それくらいならいいかな？

　関係をもつわけじゃないし。ぎゅっとするくらいねぇ？

　お芝しば居いとかやってたらそういうシーンは普通にあるし、国によってはハグはあいさつだ。

「じゃあ、ちょっとだけね」

　両腕を広げる。

　すると、女の子の方からおずおずとすり寄ってきて…………。

「わああああああああああああああああああ」

　え、なになに!?

　突然でっかい声がっ！

　うわ、女の子の集団がこっちに走ってくる。さっきまで人っ子一人いなかったのに！

　あっという間に囲まれてしまった。しかも、みんなかわいい。

　胸元をがっつり開けて、大きく巻いた髪を揺ゆらすセクシーなお姉さん。対照的に、派手さはないもののおっとりタイプのかわいい年上美人、ブルマが似合いそうな元気いっぱいのショートカットの女の子、ずばり図書委員だろうというおとなしそうなメガネっ娘こ。気の強そうな、だけどデレたら彼氏一直線になりそうな生徒会長タイプの凜り々りしい少女。他ほかにもランドセルを背し負よった女の子から、メイドやナースなどのコスチュームに身を包んだ女の子たちがいっぱい。

　それぞれタイプが違うけど、みんな魅み力りよく的だった。

　そんな女性たちに揉もみくちゃにされて、肩を摑つかまれて、がくがく揺らされて。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待って。順番！　順番ね。大だい丈じよう夫ぶ。時間はたっぷりあるから」

　言葉が届かないのか、僕を揺さぶる力はどんどん強くなっていく。

「お、落ち、落ち着いて…………」

　ああ、いかん。意識が遠のいていく。

　彼女たちを全員、一人残らず愛してあげなくてはいけないのに。

　こんなところで、意識を失っている場合では…………。

「さっさと起きなさあああああああああああああああああああああい!!」

「…………はっ」

　かっと見開いた目。

　視線の先には、にこにこ微笑ほほえむしぐれさんと、僕の肩を摑んでいる音おと無なしさん。

　ここは…………どこだ。

　僕の部屋だ。僕のベッドだ。

「夢か…………」

　ようやく意識がはっきりしてきた。

　同時に、さっきまで見ていた夢が頭から消えていく。記き憶おくに霞かすみがかかったみたいに、思いだせない。

　なんだろう、すごく楽しい夢を見ていた気がするんだけど。

　上体を起こして、改めて状況を確認する。

　しぐれさんがいる。制服姿だ。僕のベッドにちょこんと腰掛けている。

　音おと無なしさんがいる。制服姿だ。さっきまで僕の両肩を摑つかんで揺ゆさぶっていたのは音無さんだったのだろう。

　そして、愛あ好こがいる。グレイス女学院の制服姿だ。なんかニヤニヤしながらこっちを見ている。

　時計を見る。朝だ。いつも起きる時間より、少しだけ早い。

　なんでこんな朝っぱらから音無さんとしぐれさんが僕の部屋にいるのだろうか。

「まったく、油断も隙すきもあったもんじゃないわ」

「そう言うまどかだって、なぜ良りよう人とさまのお部屋にいらしたんですか？」

「お隣となりさんだもん。朝起こしに来てあげたっておかしくないでしょ？」

「でしたらわたくしも、仲の良い殿との方がたを起こしに来てもおかしくはないですわよね」

　常識が行方ゆくえ不明。

　でも、いまの会話でなんとなく分かってきた。

　僕を起こしに来てくれたのか。部屋まで入れたのは、恐らく愛好の仕し業わざだろうな。こいつ、絶対おもしろがってる。

「兄さん兄さん、どうだった？」

「どうだったもなにも…………」

　僕は寝てたわけだからね。

「女の子が起こしに来てくれるなんて、夢のようなシチュエーションじゃん」

　だったらまず妹のおまえが起こしに来いよ。

　普通は、妹、幼なじみ、隣に住んでる腐くされ縁の女の子、クラスメイトの女子、付き合ってる彼女、の順番に難易度上がってくだろ。

「あ、もしかして兄さん、妹のわたしに起こしてほしかったの？」

「起こしてほしいってわけじゃないけど、普通はまずおまえだろ？　家族なんだから」

「分かったよ。じゃあ今度、寝ている兄さんにまたがって起こしてあげるよ。それだけじゃ起きられないって言うなら、腰を振って揺さぶってあげるから」

「頼むから普通に起こしてくれ」

「普通にやっても起きないじゃん」

「大だい丈じよう夫ぶ、寝不足じゃなけりゃ、ちゃんと起きるよ」

「兄さんいつも寝不足じゃん」

「たしかに」

　僕と愛あ好こが話をしている間も、まだ音おと無なしさんとしぐれさんはチクチクとやり合っている様子。

「で？　愛好、これはいったいどういうことだ？」

「えっとねー、最初に来てくれたのはしぐれさんなんだよ？　で、その直後にインターホンが鳴って、まどかさんが来てくれたんだけどね？　わたしがまどかさんと一緒に部屋に戻ってきたら、なんかしぐれさんが兄さんとくっついてたから。なにかあったのかなって」

　くっついてた…………？

　ふと、さっきまで見ていた夢を思いだした。すべてを思いだしたわけではない。夢の中の、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事を思いだしたのだ。

　あの、頰ほおに触れた柔らかい感触。

　あれは…………夢？

　頰に手をあてて、必死に記き憶おくを掘り起こす。

　が、僕の集中をかき乱すようなことを愛好が言う。

「危なかったよー。あとちょっと部屋に戻ってくるのが遅かったらと思うと…………まさに間一髪、というか、膜まく一髪だったよ」

「おまえはまたこんな朝っぱらから…………ツッコまないからな」

「え？　むしろ朝は準備万端じゃないの？」

「そういう意味じゃねえよ！」

　生理現象なんだからしょうがないだろ！

「朝から元気だな、おまえ」

「その言葉、そっくりそのまま兄さんに返すよ」

「そういう意味じゃねえっつってんだろ！」

　起きたばかりだというのに、やけに楽しそうな愛好を見ていたらどっと疲れが出てきた。

　これが我が妹だなんて悲しくなってくる。

　つい先日も、「高たか木ぎさんのところのおじいちゃんが心しん筋きん梗こう塞そくで倒れて夜中に救急車で運ばれたらしいよ」って話をしたら、「え？　失しつ禁きん拘こう束そく？　ド変態だね」とか言いだすし。

　ああ、こいつの存在こそ夢であってほしかった。

「おまえさ、一応忠告しておくけど、僕以外の男にあんまりそういうこと言うなよ？」

　変態な妹だけど、心配になるわ。お兄ちゃんとしてね。

「大丈夫だよー。でも、もしも襲おそわれそうになった時は、あそこを…………コウ、ガーンとやっちゃうから！　玉だけに！」

　脱力。心配して損した。

　こいつはきっと、どんな状況でもしぶとく生きていくだろう。

　それにしても、なんて騒そう々ぞうしい朝なんだ。

「えーっと、とりあえず支し度たくするから、みんな出てってもらっていいかい？」

　女性陣を部屋から追いだし、ささっと着替える。カバンをひっつかみ、いつものようにそのまま部屋を出ようとしたところで、思いとどまった。

　一応、中身を確認しておこう。また愛あ好このやつが変なものを入れていないか、チェックしておかなければ。

　まったく、これまでは中身の入れ替えなんてたいして気にしなくてもよかったのに。日ひ頃ごろの置き勉の成果が出ていたというのに。

　ざっくりとだけ中を確認。うむ、特に変わったものは入っていないな。

　よし、行こう。

　トイレと洗面所へ。いつもなら着替える前に済ませるけど、今日きようは色々番狂わせがあったからな。

　洗面も手早くすべて終わらせた。さて、どうしようか。

　リビングから音おと無なしさんやしぐれさん、愛好の声が聞こえる。

　このまま、そーっと家を出てしまおうか。今日ばかりはそうするのがいい気がする。朝ご飯を食べないことなんて、しょっちゅうだから問題ない。

　幸いリビングのドアは閉まっているし、みんなに気づかれずに家を出るのは簡単だろう。

　そうと決まったら即行動。

　足音をたてずに玄関へ。音無さんとしぐれさんの靴くつを横にどけて、自分の靴を目の前に持ってくる。

　なんて慎重に行動していたら、リビングから大きな声が。

「兄さん遅いですね。わたしちょっと見てきます！　もしかしたらトイレで色々処理してるかもしれないし」

　余計なことを！

　色んな意味で余計なことを！

　リビングのドアが開く。廊下に出てきた愛好から玄関は丸見え。

　目が合ったので、一いち縷るの望みをかけて「しー」と人差し指を口の前に立ててみた。

　だというのに、またしてもでかい声で。

「あれ、兄さんなにしてるの？」

　妹よ…………。もう十年以上同じ家で暮らしてるんだからさ、少しは察しろよ。

「ちょっと、あんたどこ行くのよ」

　どこって、学校に決まってるでしょう、音おと無なしさん。

「良りよう人とさま、ご一緒しますわ」

　そう…………ですか、しぐれさん。まあそうですよね。目的地は同じですもんね。

　しかたなく、三人で学校に行くことに。いや、しかたないなんて言ったら二人のファンに申し訳ないんだけど、なんかこの前のレッスンの時からちょっとイヤな感じなんだよね。

　僕を挟はさむようにして二人が横に並ぶ。少しずれた方がいいんじゃないかな？　追い越そうとする人とか、向こうから来る人の邪じや魔まになるんじゃないかな？　なんて心配は杞き憂ゆうに終わる。まだ朝早いから、人通りがあまりないのだ。

　しぐれさんが右、音無さんが左。両手に花な状態だけど、両方ともバラだ。両側からトゲがちくちく刺さって痛い。

「良人さま」

「はい！」

「ゆうべは、良人さまの夢を見ましたわ」

「へー、そうなんですか。どんな夢でした？」

「良人さまと手を繫つないで歩いている夢です」

「そうですか。それは申し訳ないことを。夢の中にまでお邪魔してしまって」

「そんなことありませんわ！　もしかしたら、正まさ夢ゆめかなって」

　おずおずと、しかし確実に僕の手をちらりと見たしぐれさん。だが、僕の右手はカバンで埋まっていた。こ、これは…………カバンを左手に持ち直した方がいいんだろうか。

　でもなー、それは露ろ骨こつすぎるか。じゃあ、こうしよう。左手に持ち替えるんじゃなくて、肩に掛けよう。それなら自然だろ。

　よいしょっと。

「あーはいはい！　もう朝だからね！　夢から覚めましょうね！」

　カバンを肩に掛けたら、音無さんがしぐれさんと僕の間に割って入ってきた。強引である。

「ん…………まどか」

「あたしも見たわよ！　あんたの夢」

　本当かよ。ウソはいけないよ？　ウソは。

「着替えを覗のぞかれて、ボコボコにする夢」

「正夢にならないことを祈るよ…………」

　あ、着替えを見ちゃうってところまではいいよ。ぜひ正夢に。

「でも夢って不思議よね。夢の中のあたし、なぜか身体からだを隠さずに下着姿であんたにまたがってボッコボコにしてたのよね。普通は隠してからでしょ？」

「普通の女の子はまず男をボッコボコにしたりはしないよ…………」

　問題はそこじゃないと思います。

　音おと無なしさんにツッコんでいたら、突然左手に温かくて柔らかい感触が！

　びっくりして左を見たら、いつの間にか回り込んでいたしぐれさんが僕の手を握っていた。

「ふふ」

「あ、ども」

　なにが「ども」だよ。意味分かんねえぞ、自分！

「ぐぬぬ」

　ああ、右を見るのが恐こわい。見た目はかわいいけど、性格はむちゃくちゃどう猛もうな獣けもののうなり声が聞こえる。

「えいっ」

　ぐいっと右に引っ張られた。腕を組むようにして、音無さんが引っ張ったのである。

「まどか、引っ張らないでください」

「こいつをどうしようがあたしの勝手でしょ？」

「なんでだよ！　僕は音無さんの所有物じゃないんだけど！」

　また腕をっ張られた。今度はしぐれさんにである。もう僕の腕に抱だきつくようにして引っ張っている。

　なんだかすごく柔らかいものが当たってるんですけど。と思って見てみれば、おムネの形が変わるくらいの勢いで押しつけられていた。

　いや、むしろ挟はさまってる。僕の腕が挟まってる！

「むー、とりゃ」

　ああ！　音無さんも同じように押しつけて…………。

　押し、つけて…………。

　えっと……………………しぐれさんの圧倒的な勝利です、音無さん。まあ、感触で確かめるまでもないわけだけど。

「まどか、良りよう人とさまが困っています。離してさしあげたらいかがですか？」

「そう言うしぐれこそ離してあげたら？　無む駄だな肉のせいで苦しそうよ？」

「あら、でも温かいですわよ？　まどかのものでは、包み込んで温めてあげることはできないでしょう？」

「はあ？」

「痛いででででででででででで!!」

　音無さん！　ひじの関節はそっちに曲がらないんですけど!?

「まどか、良人さまがおかわいそうです。たしかに摩ま擦さつで熱は発生するかもしれませんが、洗せん濯たく板いたでは摩擦が強すぎます」

「誰だれが洗濯板よ！」

　そう言いながらしぐれさんが僕の腕を挟み、身体からだを少しだけ上下に揺ゆする。擦こすられる僕の腕。なんだこの感触は。気持ちいいってレベルじゃねえぞ。

　腕でこれなんだから…………おっといかん。朝から不ふ埒らちな妄もう想そうを。

「っていうか、二人ともちょっと落ち着いて！」

　人通りが少ないとはいえ、ゼロじゃないから。さっきから通りすがりの人にめっちゃ見られてるから。主に僕が睨にらまれてるから。僕はなにもしてないのに、なぜか僕だけが睨まれてるから。

　あと、なにげにさ。二人とも僕の腕をぎゅっと抱だきしめてるから、指先にスカートのひらひらがあたるんだよね。これ、手首をくいっと曲げてみたら色々触っちゃいそうなのよね。

　どうしよう。「指先まで温めてさしあげますわ」なんて、脚あしと脚の間に挟はさまれちゃったらどうしよう！　手の甲を、つつつ、となぞられて「ほら！　もっと奥の方まで差し込みなさいよ！」なんてな！　なんてな！

　────────僕はバカか!?

　もちろんそんなことできるわけないから手はまっすぐに伸ばしてるけど。かたい針金のようにびしっと伸ばしてるけどもさ！

　歩くたびに、引っ張られるたびに、スカートの感触が！

「はしたないわね、しぐれ。身体からだで誘ゆう惑わくするなんて。お淑しとやかな大和やまと撫子なでしこキャラが聞いて呆あきれるわ。ファンが見たら失望するでしょうね」

[image: ]

「どなたにでもするわけではございません。良りよう人とさまだから、ですわ。普段貞てい淑しゆくな乙女が、心に決めた殿との方がたの前でだけは積極的になるのが大和やまと魂だましいというものではなくて？」

「そんなの聞いたことないわよ！」

　ついには立ち止まり、僕を押しつぶさんという勢いで口論を始めるしぐれさんと音おと無なしさん。

　誰だれか助けてくれ。

　幸せと不幸せの間でつぶされそうだ。

　誰でもいいから助けてくれと、そう願った瞬しゆん間かん。

　ポケットでスマホの震ふるえる感触が！

「ちょっ、ごめん、電話！　電話鳴ってるから離して！」

　そう言うと、ようやく二人とも僕を解放してくれた。ポケットからスマホを取りだす。どなたかな、こんな素晴らしいタイミングで電話をかけてきてくれたのは。

　お、芹せり沢ざわさんの名前が表示されている。さすが芹沢さん。

　少しだけ二人から距離をとって、電話に出る。

「もしもし」

『もしもし、おはようございます。いま、お電話大だい丈じよう夫ぶでした？』

　さすが芹沢さん。朝も早い時間だというのにハキハキとしゃべるね。なんていうか、芹沢さんの言動には常に「さすが」がつくわ。さすが芹沢さん。

「ええ、助かりました」

『はい？』

「いえ、こちらの話です！　なにか御ご用ようでしょうか」

『実はですね────』

「はい、はい…………え？　オーディション？」










　その日、芹沢さんから受け取ったのは、うれしいお知らせだった。

　そう、それはオーディションのお知らせ。

　ついに！　初めてのオーディションを受けることができるのだ！

　レッスンを始めてからそこそこ経たつけど、それにしたって異例の早さではあると思う。なにかの賞を獲とったり、グランプリに輝いたわけでもないしね。受けさせてくれるだけでもありがたい。

　ぶっちゃけ、芹沢さんなら仕事のひとつやふたつ、とってきてくれそうではある。もちろんめちゃくちゃ強引な手だろうけど。

　でも、それに甘んじているわけにはいかない。僕が不ふ甲が斐いない仕事をすれば、芹沢さんの顔に泥を塗ることになってしまうからな。

　自力で周りに認められる仕事をしなくては。

　というわけで、今日きようからオーディションに向けたレッスンをすることになった。

　いまはスタジオへと向かう途中。

　オーディションで使うために前もって頂いた台本は、大事に大事にクリアファイルに挟はさんでカバンに入れてある。この台本というのもオーディションによってまちまちで、現場に行って初めてセリフを見る、なんてことも多いらしい。

　ド新人の僕としては、先に台本を頂けたのは大変うれしい。助かるわ。

　いや、もしかしたら、芹せり沢ざわさんが僕のためにそういうオーディションを探して持ってきてくれたのかもしれないね。

「良りよう人とさま、がんばってくださいね！」

「なんとかなるわよ！　変に気負わずにどかーんとぶつかればいいのよ！」

　僕を挟むように歩くしぐれさんと音おと無なしさんからは、それぞれ励はげましの言葉が。この二人、仕事がない時は本当にずっと僕に付いてくれている。ありがたいんだけど、たまに恐こわい瞬しゆん間かんがあるからこっちも気を遣つかってしまう。

　だいぶ気温も下がり、風が吹くと思わず肩をすぼめてしまうようになった。

「良人さま、この頃ごろだいぶ冷え込みがきつくなってまいりましたが、のどにはお気をつけくださいね」

「そうね、オーディションを前に風か邪ぜひいて声が出ません、では話にならないものね。特に最近、レッスンでいままで使ってなかったところを使ったりしてるから」

「あー、そうだね。マフラーでもしようかな」

　どこにしまったっけ。持ってるはずなんだけど。

「でしたら、わたくしが編んでさしあげますわ！」

　ぱふっと手を合わせて、にこりと微笑ほほえむしぐれさん。

「いや、でもそんな…………悪いですよ」

「構いませんよ。マフラーくらいでしたら、現場の休きゆう憩けい時間などでも編めますし」

　しぐれさんの言葉を聞いて、その姿を思わず想像してしまった。

　収録の合間、ラジオの合間にマフラーを編むしぐれさん。しかも、僕のために、僕のためだけに。同じ現場の人とかにからかわれたりするかもしれない。しぐれさんなら、照れながら「秘密です」って答えるかもしれない。

　見たい。その現場を見たい！

　僕はマフラーを編んだことがないので分からないけど、それなりに時間がかかるものだと思う。となれば、家でも編むことになるだろう。夜、寝る前やお風呂上がりに、ベッドの上で僕のことを思いながら少しずつ編んでくれるのだ。

　見たい。その現場を見たい！

　えへへへ……………………。

「まどかは編み物をなさったことはございますか？」

「……………………ちっ」

　音おと無なしさんが舌打ちをした。なぜか僕の顔を見ながら。

「手編みのマフラーなんて重いでしょ。重すぎでしょ？」

「ええ、想おもいがこもっていますわ。良りよう人とさまなら、それを受けとめていただけるほどの度量をお持ちだと思いますわ」

「どうなの？　うれしいの？」

「どう思いますか、良人さま」

　ちょっと待って。いま、全ぜん裸らのしぐれさんがその白い柔やわ肌はだに長いマフラーを巻き付けて「プレゼントですわ」って言ってるシーンを妄もう想そう中だから。ああっ、しぐれさん！　編み目から色々透けて見えちゃってるよ！

「おい」

「良人さま？」

「……………………はっ！」

　あまりのうれしさにトリップしていた。

「いまの鼻の下の伸びっぷりは、ただマフラーをもらうシーンを妄想してただけじゃないわね？」

　音無さん鋭すぎます。

「もし、良人さまがお望みなら、いまお考えになったことをそのままわたくしがしてさしあげても…………」

　いいんですかそんなこと言っちゃって！　僕、自分で言うのもなんですが、いまとんでもないこと考えてましたよ!?

　ああ、なんだか体が温まってきた。早くもアップ完了。いつでもレッスン開始できるわ。

　ちょうどレッスンスタジオにも着いた。

　今日きようもがんばりますか！

　更衣室へ行く前に、ドアに開いた丸いガラスのはめられた穴からスタジオの中を覗のぞいてみる。

　と、人影が。

「どうしたの？」

　立ち止まった僕を見て、数歩先を行く音無さんが振り返る。

「いや…………」

　と言ってドアを開ける僕。中にいた人物が知った顔だったからだ。

「お兄さま」

　僕の後ろから中を覗のぞき込んでいたしぐれさんが驚おどろいた風に言う。

　そう、中にいたのは、天あま乃の川がわ流りゆう星せいさん。しぐれさんのお兄さんで、女性に大人気のアイドル声優さんである。

　いわゆるイケメンという種族の人間で、イケメンボイス略してイケボを発するのどを持ち、細身の体型だがひょろひょろしているわけではなく、ほどよく筋肉がついた、僕とはまったく違う生き物である。

「来たか」

　腹筋をしていたのだろうか。流星さんは立ち上がる。もちろん、「よっこいしょ」なんて言ったりしない。

　どれくらい前からいたのだろう。筋トレをやっていたらしい流星さんの額から、きらりと輝く汗が流れた。むむむ、あの技欲しいな。僕も輝く汗を流したいぞ。

「しぐれに、まどかクンも一緒か」

　む…………この人、音おと無なしさんのこと気に入ってんだよな。

　流星さんは筋金入りのフェミニストで、とにかく女性に優やさしい。僕だったら口にするのも恥ずかしいようなことをさらりと言ってしまうのだ。さりげない褒ほめ言葉にイラっとすることが多々ある。

　でも、男性アイドルには清潔さが大事ってことを子供の頃ころから意識して育ったから、女性への免めん疫えきがまったくない。数多あまたの女性を虜とりこにする男が、実は女性が得意ではないなんて、この人はこの人でかわいそうなのかもしれない。

「まどかクン」

　ほーら、始まった。どうせまたなにかにつけて褒ほめ倒すんだろ。「君の前では満月すら陰る。気をつけないと、うさぎたちにやきもちをつかれてしまうよ」とかなんとか言うんだろ。

　あー、イライラする。

　勝手に流星さんのセリフを予想して、勝手にイライラしていた僕。だが、その予想は外れてしまったようだ。

「今日きようは帰りたまえ」

　それも、考えていたのとは真逆の意味にとれるセリフで。

「しぐれもだ」

　いつもの流星さんだったら、僕を帰らせようとして「なんでレッスンを受ける張本人が帰らされるんだよ！」ってツッコむところなのに。

　いつもと少し違う雰ふん囲い気きの流星さんに戸と惑まどう。しぐれさんも、僕も。

　音無さんだけが、おずおずといった感じで流星さんに話しかけた。

「あ、あの…………」

「まどかクン、ひさしぶりだね」

「おひさしぶりです。その節は、色々とすみませんでした…………」

　以前、音おと無なしさんと流りゆう星せいさんが噂うわさになった時、流星さんは音無さんを庇かばうために行動を起こし、謹きん慎しんになった。

　そうまでして復帰を果たした音無さんの、今回の決意。流星さんはどう思ってるんだろ。

「構わないよ。ボクがやりたいと思ったことをしたまでだ。…………ボクはね、君の考えを否定しない。君の決意に異を唱えることもしない。まどかクンがそう決めたのなら、その信念に基づいて行動するべきだ」

「はい…………」

　その言葉は、音無さんのすべてを肯定するように聞こえた。しかしその言葉は、聞きようによっては音無さんを突き放すようで。

「ボクが言えるのはそれだけだ。さあ、帰りたまえ」

　有無を言わせない。流星さんのセリフから、それだけの気迫を感じた。

「はい、失礼します」

「お兄さま…………良りよう人とさまをお願いいたします」

「ふん、そもそもお願いされる謂いわれもないのだがな」

　二人が帰っていった。これ以上の抵抗は無む駄だだと思ったんだろう。

　スタジオに残ったのは、僕と流星さん。

　今日きようは流星さんが先生役をしてくれるってことでいいんだろうか。まさか、この人がその役を受けてくれるなんて。

「芹せり沢ざわさんに頼まれたんですか？」

「いや？」

　違うのか。

　たった一言で否定する流星さん。じゃあなんで来てくれたんだろう。

　まだ、音無さんも一緒にってんなら分かるんだけど。なんのかんのと音無さんにアプローチするつもりなんだろうなって予想できるんだけど。

　流星さん、音無さんも帰しちゃったんだよなぁ。女の子がいない。男だけになっちゃったんだよなぁ。

「意外でした。音無さんまで帰しちゃうなんて」

「ボクは魅み力りよく的な女性が好きだ」

「いちいち宣言しなくても知ってます」

　こんなに堂々と女好きって言われたら、いっそ清すが々すがしいわ。

「おまえには、いまのまどかクンは魅力的に見えるか？　輝いて見えるか？」

「……………………え？」

「さあ、さっさと着替えてこい。始めるぞ」

「は、はい！」

　いまの音おと無なしさんが輝いて見えるか、か。

　そんなの、いちいち訊きかれなくても…………。




　着替えてスタジオに戻った僕は、まずいつも通りのストレッチを行った。

　続いて、滑かつ舌ぜつと発声練習を────と思ったら、流りゆう星せいさんにスタジオを追いだされた。

「走ってこい」

　最初はたった一言だった。

　意味が分からずぽかーんとしていたら、さらに課題が出された。

「このビルの周りを、まずは五周だ」

　分からん。分からないけど、とりあえず言われた通りにする他ほかない。

「は、はい…………」

「ダッシュ！」

「はい!!」

　きっと、なにかしらの意図があってのことなのだろう。ただ僕をイジメてるってわけではないのだろう。そう信じるしかない。

　スタジオの入っている建物はそれほど大きくないビルだ。だが、すぐ隣となりにも他のビルが建っているため、道などない。

　このブロックを一周って…………結構あるぞ、おい。

　ただまあ、ダッシュと言われたからには全力で走るしかない。

「はあ、はあ、はあ」

　すぐに息が切れた。たとえジョギングするくらいのスピードに落としたとしたって、結構な距離あるもん！

　こ、これに一体どんな意味が。

　ラストの五周目なんかは、もう歩いているのと変わらないくらいのスピードになってしまった。が、なんとか走りきってスタジオに戻った。

　準備運動にしてはハードすぎるぞ。

　しかし、迎えてくれた流星さんはまたしてもたった一言で僕に課題を投げつける。

「叫べ」

「は？」

「八秒数える。その間叫び続けろ」

「いや、えっと」

　八秒って結構長くない!?

「おまえは戦士だ。これから、死ぬかもしれない大事な戦いに赴おもむく。身体からだが震ふるえる。すくむ。その恐怖を打ち払うように。さあ、叫べ！」

「あ、あの…………」

「叫べ!!」

　ええい！　もう!!

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

「いーちぃ、にーぃ、さぁーん…………」

　遅おせえ！　絶対八秒より長いんだけど！

　無理だって、息が続かないって。ああ、だんだん声が出なくなっていく…………と思ったら、流りゆう星せいさんにも気づかれたようで。

「声が小さい！　もっと腹の底から声を出せ！　最初から！」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

「いーちぃ、にーぃ、さぁーん…………」

　ただでさえダッシュの後だぞ。肺活量とか、そういうレベルの話じゃ…………。

「さあ、シーンは変わってここは戦場だ。敵の剣に斬きられ、肉は割れ、血が噴き出る。その痛みに耐えろ！　身体からだに鞭むちを打つように、叫べ！」

「ああああああああああああああああああああああああああああ、ぁぁ、ぁ」

　無理だ、八秒もたない。

「ダメだな。もう三周走ってこい」

「ええ!?」

「行け！」

「くっ…………はい」

　さらに三周。

　もちろんダッシュだ。

　秋の風に汗が冷える間もなく噴き出てくる。

　体力も限界ギリギリという状態で、再びスタジオへと帰ってきた。

　その僕に、流星さんはもちろん休きゆう憩けいの時間なんてくれない。

「さあ、ついに大事な戦いくさに勝利したぞ。勝ちどきをあげろ。生き残った命を震ふるわせる雄叫おたけびをあげろ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおああああああ!!」

「ふん、まずまずだな」

「はあ、はあ、はあ」

　頭がくらくらする。完全に酸欠だ。

　足腰もぐらぐらする。こんなに、身体全部を使って声を出したのは初めてかもしれない。

　むむ、身体全部を使って、か。

　なんとなくだけど、分かったような気がしなくもない。だけど、そんなことを考えている余裕すらいまの僕にはない。

　思わず、その場に座り込む。へたり込む。

　なんだこの体育会系のノリは。キツすぎるぞ。

「二人の美少女に言い寄られて、ずいぶん幸せそうな顔だったな」

「……………………は？」

　息を整えながら、流りゆう星せいさんを見上げた。いや、ちょっと睨にらんでしまったかもしれない。

「先日のラジオの一件、風の噂うわさで耳にした。…………デビューが決まって満足か？　一握りの人間しか足を踏ふみ入れることができない領域に来ることができて、それでもうゴールか？」

　そんなの、そんなの…………。

　そんなわけないだろ。鼻で笑っちゃうぜ。

「はあ、はあ…………なに言ってんすか、流星さん。やるからにはトップ目指しますよ」

「ほう？」

　それは、目の前にいる流星さんをも超えてやろうということ。いまはまだ、見上げることしかできないけれど。

「こんだけ競争の激しい世界では、トップを狙ねらっても三位や五位になってしまうなんてよくあること。それなのに最初から三位を狙ってたら、あっという間に圏けん外がいです。だから…………やるからにはトップを狙わないと」

　ものすごく調子に乗った発言かもしれない。

　流星さんからしてみれば、ド新人のおまえが言うなって話かもしれない。

　でも、想おもいを口にしてみて、言葉にしてみたら、気合いが入った。

　そうだ、言葉は心を動かせる。

　じゃあ、せめていまだけでも。

　流星さんしかいない、いまこの場でだけくらいは。

　生意気なことを言ってやろうじゃないか。

「それに、デビューはゴールなんかじゃない。むしろスタートです。結果がゴールなんじゃない。結果の積み重ねがゴールになるんです」

「その結果のうちのひとつが、この前のラジオでの発言か？」

　流星さんの耳にも届いていたか。

　そりゃそうだよな。ありがたいことに、結構話題に上げてくれてるみたいだし。

　音おと無なしさんを利用した売名行為。

　裏から手を回してデビューする村むら人びとＢ。

　ずいぶんとまあ、盛大に燃やしてくれてるみたいですよ。

　おかげで、学校でも居心地が悪いったらない。昔から友人だった奴やつらも話しかけてくる時は気を遣つかってるのが目に見えるし、話したこともないような奴やつらからは白い目で見られる。

　でもね、覚悟の上なんだよ。全部。

　これまでは音おと無なしさんが一方的に叩たたかれるばかりだったけど、いまは音無さんを庇かばうような書き込みもたくさん目につく。音無さんへの非難をすべてなくすまではいかないけれど、同情や「音無さんかわいそう」という言葉も見られるようになっている。やったかいがあったってもんだよ。

　そのぶん、僕に対する風当たりは強くなってるけどね。思っていた以上に、つらい。いざ自分が非難される立場になってみると、本当に堪こたえる。それでも、弱音を吐いてる場合じゃないんだ。へこたれてる場合じゃないんだ。

「流りゆう星せいさんも、僕を軽けい蔑べつしますか？」

「いや？　いい根性だ。…………さあ、立て。続けるぞ」

　ははは、さすが流星さん。話の分かる人だなぁ。

「はい！」

　立つ。立てる。疲れは感じるけど、まだまだ余裕だ。

「台本を持ってこい」

「はい」

　オーディションで使う台本を手元に用意。

　と、流星さんも同じものを持っていた。

「ボクもこのオーディション、受けるんだ」

「そうだったんですか」

　まあ、流星さんは主役。僕は端は役やくだけどね。

「いいか？　演技の基本はイメージだ。アフレコに入れば絵があるが、アフレコの段階で絵ができていないこともよくある。だからこそ、しっかりとイメージができてないとダメだ」

　たとえ絵がなくても、文字だけでシーンやキャラクターをイメージして演じないといけないんだな。

「そもそも、ドラマＣＤの仕事には絵がない」

　たしかに。

　文字だけだもんな。セリフだけでストーリーを進めていかないといけないんだもんな。

　原作があれば、あらかじめ読んで予習していくくらいのことはできるか。

「ただ文字を追うだけでは、それは朗ろう読どくだからな。言葉の意味を変えたり、言葉の意味を消したり、言葉に言葉以上の意味を持たせたりするのが、我々プロの仕事だ」

　なるほど。「嫌い」と言いながら「好き」を表現したりね。

　有名なツンデレのセリフで「あんたのことなんか、なんとも思ってないんだからね！」ってのがあるけど、これもそういうことだ。言葉をただの言葉にせずに、その意味を視し聴ちよう者しやに投げかけると。

「もうひとつ、大事なことを言っておく」

「はい」

「演じる際、最初はとにかく思いっきりやれ。勢いや感情というものは、上げるよりも下げる方が比較的簡単だからな」

　最初から縮こまってたらダメだぞってことか。

　監かん督とくさんから指示があった時に、抑えることはできるけど、上げるのは難しいと。

「これらのことを踏ふまえた上で、一度やってみよう」

「はい！」

　何度かセリフを口にしてみるものの、演技ができているのかどうかまったく分からない。

　でも、流りゆう星せいさんが同じセリフを言うと、やはり違う。明らかに違う。

「キャラクターだけに集中しすぎるな。どんなシーンだ？　演じるキャラはどんな立場に置かれている？　誰だれに対して、言葉をかけるんだ？」

　考えなくちゃいけないことが多すぎる。

　たったひとつのセリフのために、世界を構築して、その中に入っていかないとダメなんだ。

　何度も何度も、同じセリフを繰り返す。

　たまに、いまの良かったかなって時があって、それを忘れないように繰り返す。でも繰り返していくうちにまた少しずつ変わっていってしまう。

　意識して変えてみたり、まったく同じに演じられるようにしてみたり。

　やっていくうちに分からなくなって、流星さんにお手本を見せてもらったり。何度お願いしたか分からない。

　ただセリフを言えばいいだけじゃないんだ。頭をフル回転させて、時にはイメージを助けるために身振り手振りもして、身体からだも使う。

　演技って、本当に身体のすべてを使うんだ。

　難しい。

　けど、楽しい。

　…………だけど、大変。

　でも、やりがいがある。

　発声や滑かつ舌ぜつの練習と同じで、演技も日々の反復練習が大事なんだろうね。

　いやあ、すっかりハマってるね、僕は。




　時間も忘れて練習した結果、その日のレッスンはあっという間に終わってしまった。もっとやっていたいという気持ちもあったけど、スタジオを使える時間が決まっているのだからしょうがない。

　最後に、更衣室で服を着替えながら流りゆう星せいさんに尋たずねてみた。

「流星さん、どうやったらファンってつくんですかね？」

　正直、いまの僕にファンなんてつくとは思えない。完全に悪役。どっからどう見ても悪いやつだしね。でも、物好きな人もいるかもしれないじゃない。

「ふむ…………君に、イイ女を口説く方法を教えよう」

　流星さんには女性のファンが多い。いや、多いなんてもんじゃない。

　そりゃあ僕だってね、男ですから。女性のファンがついたらうれしいさ。もちろん男性のファンもうれしいけれども！

　でもさ、口説くとか、そういうのを知りたいわけじゃないんですよ？

「え？　いや、僕の話聞いてました？」

　僕のツッコミは無視して、流星さんは語る。

「それは、イイ男になることだ。相手の女性をイイ女にさせるほどのイイ男に、まずは君がなるんだよ」

「……………………なるほど。ありがとうございます」

　ファンをつけるには、僕がイイ仕事をすればいい。そういうことか。

　今日きようの流星さんからは、学ぶことが多すぎる。何度「なるほど」と思ったことか。

　そしてそれはそのまま、流星さんのレベルの高さに繫つながるんだな。

　いままではどうしても、僻ひがみだったり、妬ねたみだったりがあって普通に見られなかったけど、改めて声優の先せん輩ぱいとして接すると、この人はこんなにも尊敬できるすごい人だったのかと思い知らされた。

　そりゃあ人気出るわけだよ。

　これだけがんばって、色々考えてやってるんだもん。

　今日僕は、その一部を教えてもらったんだよな。長年の努力で得てきた知識や技術を分け与えてもらったんだ。

　改めて、お礼を言っておこう。

「流星さん、今日は本当にありがとうございました！」

　心から、そう思った。










　オーディション会場…………といっても、普段から収録で使っているスタジオと変わりはないらしい。

　その最も寄より駅で、芹せり沢ざわさんと合流した。

　新しい事務所を設立して忙しいだろうに。初めてのオーディションを受ける僕に付いてきてくれるそうだ。ま、主な目的は営業だろうね。これも仕事の内なんだろう。

　その証拠に、芹せり沢ざわさんは今日きようもスーツ姿。いや、芹沢さんのスーツ姿以外の格好を見たことがないんだけども。

　対して僕は普通の格好だ。ちゃんとした服を着た方がいいのかな？　でもちゃんとした服なんて制服くらいしか持ってないし、と思って音おと無なしさんに相談してみたら、「変に音が出る服でなければ、なんでもいい」と言われたのである。

　というわけで、普通の服を着てきた。一応、着古してよれよれになった服は避け、新しめのを着てきた。

「おつかれさまです」

「ああ、良りよう人とくん」

　約束の時間の十分前。やはり早めに来てよかった。芹沢さんのことだから、絶対早く来てると思ったんだよね。

「では、行きましょうか」

「はい！」

　芹沢さんに並んで歩く。

　あー、緊きん張ちようする。まだ到着してないのに緊張している。

　ラジオに出演するようになって、色々なことを経験させてもらって、だいぶ肝きもが据すわってきたと思ってたんだけど、また違った緊張感があるな。

「調子はどうですか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ…………ですかね。少し寝不足ですけど」

　寝れなかったんだよ！　寝ようと思っていつもよりだいぶ早くベッドに入ったのに、全然眠れなかったんですよ。

　でもって、朝は早起きして声を出してきたからさ。

「あまり硬くならずに、いつも通りやれば大丈夫ですから」

「は、はい」

　そうそう。練習は本番のように、本番は練習のように。

　前に音無さんが言ってたよな。「全力でやれば失敗はない」って。それってもちろん、ぶっつけ本番でも全力でやれば失敗しても許してもらえる、なんてことでは決してない。

　そもそも、全力を出すってのは案外難しいことなんだよ。普段生活をしている中で全力を出すことってなかなかないからね。

　全力を出すには、全力を出すための練習が必要なんだ。そして僕は、そのための練習をしてきたはず。

「音無さんが言ってました。もしこのオーディションで失敗しても、芹沢さんがすぐにまた別のお仕事を取ってきてくれるから大丈夫って。一度や二度落ちたくらいでへこんでたら、声優なんてやってられないって」

　これは自分に向けての言葉でもある。緊きん張ちようしてる場合じゃない、と。

　しかし、芹せり沢ざわさんはまた別の受け取りかたをしたようで。

「そう…………。あの娘こ、まだ私のことを信じてくれてるのね」

　そりゃそうだよ。なにを言ってるんだよ芹沢さん。

「なので、その…………せっかく僕のために取ってきてくれたこのお仕事、落ちちゃったらごめんなさい！　でも音おと無なしさんの言うように、芹沢さんならまた別の仕事を取ってきてくれるって、僕信じてますから！」

　そこの信頼関係ができていなかったら、一緒になんてやっていけないよ。

「良りよう人とくんも、そこまで私のことを信用してくれるのですね」

「当たり前じゃないですか。疑う余地なんかないですよ」

「…………でも、私はみんなに隠し事を」

　ああ、そこか。でもそんなの仕事になんの関係もないじゃん。

　過去は過去だし、昔の芹沢さん、僕はそんなに嫌いじゃないよ？　美人なのは変わらないし、ちょっとかっこいいじゃん？

　不安になってしまう気持ちは分かるけどね。

　だったら僕は、芹沢さんにこう言葉をかけよう。

「僕は、ひたすら空を見上げて歩きます。下なんか向きません。だから、足元のアレコレは芹沢さんに任せました。少なくとも僕は、それくらいには芹沢さんのことを信じていますから」

　当然まだまだ勉強不足だけど、それでも成長しているんだってところを見せなければ。

　でないと、仕事を取ってきてくれた芹沢さんの顔に泥を塗ることになってしまう。

　最悪、受かるかどうかはまた別として、少しでも村むら人びとＢという新人に可能性を感じさせるなにかを表現しなければ。

　言葉と態度で。芹沢さんのことを信じてるって、伝えてあげますよ！

　人から信じられて。

　自分をもう一度信じることができるようになって。

　そうやって、また自信をつけてください。

「…………ありがとうございます」

「いえいえ。すいません、なんか調子に乗ったこと言っちゃって」

　僕ね、最近調子に乗ってるんですよ。乗れるだけ乗ってやろうって思ってるんですよ。




　たしかに、普通の収録スタジオとあんまり変わらないな。

　一歩スタジオに入って、僕はそう感じた。ただひとつだけ違うのは、広さと人口密度かな。ラジオの収録現場より広いし、一度だけ行ったことのあるアニメの現場よりも、もう少しだけ広そうだ。

　オーディションにも様々なやりかたがあると思うんだけど、今日きようは全員を一堂に集めて演技をさせるらしい。役ごとに時間をずらしたりせずに、あえて同時にやらせることで、キャラ同士の掛け合いもさせようってことなのかもしれない。聞いた話では、一度のオーディションに八十人とか声優さんが集まったりすることもあるらしい。今日はまさしくそのレベルだ。

　若い人からそこそこの年齢の人までたくさんの人。

　僕のように、見るからに緊きん張ちようしてるなって人もいるし、仲のいい人とうるさくならない程度におしゃべりをしている人もいる。あえて人の輪を避けて、静かに台本を読んでいる人もいる。ああいうタイプの人は、もう作品の世界に入ってるんだな。

　中には、僕が一方的に知ってる人もいた。

　声優だけど、顔を見てすぐに分かるくらい有名な人もいっぱいだ。今日の僕は端は役やくを受けに来ただけではあるけど、ゆくゆくはあの人たちともひとつの席を巡って競わないといけない日が来るんだな。

　…………いかんいかん。プレッシャーを感じてる場合じゃないぞ。

「村むら人びとくん」

「…………あっ、はい！」

　芹せり沢ざわさんに呼ばれて慌あわててしまう。

　いかんいかん、さっきまでと呼びかたが違ったから一いつ瞬しゆん気づけなかった。そうだよね、もうスタジオに入ったんだから、気持ちを切り替えていかないと。

　芹沢さんに紹介してもらう形で、スタッフの皆さんにあいさつをしていく。

　皆さん作業中だったというのに、わざわざ手を止めて僕をしっかり見てくれた。

　ただ…………なんていうのかな。僕が深く考えすぎなのかもしれないけど、どうにも裏を感じる。新人を見る目というよりは、珍しいものを見る目というか。

　ちらちらこちらの様子を窺うかがうように見てくる人もいれば、堂々とじろじろ見てくる人もいたし、「ああ、君が」と口にする人もいた。

　やっぱ有名になってるんだなぁ。完全に悪目立ちだけど。

　そういえば、スタッフさん以外からも視線を感じるなぁ。ただでさえド新人すぎて肩身が狭いのに、居心地も悪い。

　芹沢さんの過去の件も、僕がラジオで言及した件も、あちこちで話題にあがってるみたいだしね。しばらくは仕方ないか。

　いやいや！　仕方ないとか考えてる場合じゃない。まずはちゃんと仕事ができるところをこの現場の人たちに見せつけて、僕や芹沢さんのことを信じてもらえるようにならないとな！

　名誉挽ばん回かい。

　それを為なすためには、僕がいい仕事をしなくては。先日、流りゆう星せいさんに教わったことだぞ。

「せんぱいっ」

　一通りあいさつが終わったところで、聞き覚えのある声が僕のことを先せん輩ぱいと呼んだ。はてはて、この現場で僕より後輩なんているのだろうか。

　なんて振り向けば、そこにいたのはひなのちゃんだった。

「あれ？」

「ひなちゃんも受けるんですよ？」

「そうなんだ」

　見知った顔に出会い、少しだけ緊きん張ちようがほぐれた気がする。

　ああ、ひなのちゃん。今日きようだけは君が女神に見えるよ。

「ひなのちゃん、もう僕の方が後輩だから」

「あ、そっか。じゃあ肩でも揉もんでもらおっかなー」

「急に態度でかっ！」

「うそうそ、せんぱいはせんぱいですよっ」

　ああ、かわいいなぁ、ひなのちゃん。肩は揉まないけど、頭は撫なでてあげよう。

　そう思って、思わず手を伸ばした。

　しかし、その手がひなのちゃんの頭に触れる直前で。

「おやおや、今度はその娘こを利用しようとしてるんですか？」

　止まる手。ひなのちゃんの登場で少しだけ緩ゆるんだ空気が、またしても張る。

　僕にかけられた言葉。

　明らかに、僕を攻撃する言葉。

　声のした方を見よう。なるべく睨にらんだりしないように気をつけよう。いつも通り、街ゆく人を見るくらいのつもりで視線を投げよう。

「君、村むら人びとくんだろ？」

　誰だれだ？　知らない男の人だ。薄く色のついたメガネに、あごに少しだけ生えたひげ。二十代中ちゆう盤ばんってところだろうか。その若さもあって、妙に胡う散さん臭くさく見える。

　初対面の人にだいぶ失礼な感想だけど、先にあっちからふっかけてきたんだから容よう赦しやなんかするもんか。

「やあ、芹せり沢ざわさん」

「おひさしぶりです」

　芹沢さんと知り合いなのか？　ってことは、スタッフさん？

「ひなのも、元気でやってるかい？」

　お？　ひなのちゃんとも知り合いなの？

「…………はいっ。元気だし、とーっても楽しくやれてますっ」

　言葉のわりには楽しそうな表情ではないひなのちゃん。

「そうか、それはよかった」

　そんなひなのちゃんに対し、感情のこもっていないセリフで返す胡う散さん臭くさい男。

「せんぱい、必要ないかもしれないけど、一応紹介しておきますね。前の事務所でマネージャーをやってくれてた人です」

　前の？　…………ああ、なるほど。

　ひなのちゃんは大手芸能事務所が主しゆ催さいしたアイドル声優を発はつ掘くつする全国オーディションに優勝してデビューを果たした、いわゆるシンデレラガールである。

　しかし、その事務所は声優という仕事に重きをおく事務所ではなかった。元々はテレビとかグラビアとかの仕事をメインにやっていた事務所だったんだけど、昨今の声優ブームに目を付けて、新たに始めたビジネスだったわけだ。

　だもんだから、せっかくデビューしたのに声優の仕事がなかなかもらえていなかったひなのちゃんは、芹せり沢ざわさんに声をかけられて事務所を移い籍せきしたんだったよな。

　その時のマネージャーさんか。

　一応、あいさつくらいはしておくか。なんか感じ悪い人だけど。

「今度、声優としてデビューすることになった、村むら人びとＢです。よろしくお願いします」

「ああ、知ってるよ。色々ね」

　男はそう言うと、後ろに控えていた数人を前に出した。

「うちもね、また新たにデビューさせるんだ。せっかくグランプリをあげた新人がいなくなっちゃったからね」

　嫌いやみったらしいことこの上ない。

　全部で三人。男の子一人に、女の子二人だ。みんな、年の頃ころは僕やひなのちゃんと同じくらい。中学生から高校生くらいだな。

　順番にあいさつをしていく。三人とも僕と同じで初めてのオーディションらしい。緊きん張ちようと期待が痛いほど分かるよ。

「でも、そっちも大変だったみたいですね、芹沢さん。せっかく才能ある新人を引っ張ってきて、これからって時だったのに」

「…………ええ、ご心配ありがとうございます」

　淡々と返す芹沢さんの言葉に感情はない。あれは、そうとうイラついてるな。

「新しい事務所を作ったんだっけ？　そんなことせずとも、うちに来てくれればよかったのに」

「いえ、お気持ちはうれしいのですが」

「いまからでも遅くない。考え直してみてはどうかな？　なんだったら、芹沢さんが担当していた女の子たちをみんな一緒に連れてきたっていい」

　な、なにを言ってんだ、この人。

「さすがに、それは…………」

「なあ？　ひなの？　ひなのもまた帰ってくればいいさ」

　冗談にしては笑えないな。

　でも、芹せり沢ざわさんが我慢してるし、言い返すのはやめておいた方がよさそうだ。オーディション会場で揉もめ事なんてイメージ悪いしな。

　────しかし。

「白々しいこと言わないで」

　って、おいおい。ひなのちゃん、落ち着け。芹沢さんが我慢してるんだぞ。ひなのちゃんが怒ってどうする。

「どうせ、あなたたちでしょ」

　ん？　なにが？

　ひなのちゃん、なんの話をしてるんだ？

「あれも、それも、全部」

「さあ？　なんのことかな？」

　そう言いながらも、いやらしく顔を歪ゆがませる男。

　あれも、それも、って。どれ？

「まさか本当にこんなことして、ひなちゃんやまどかせんぱいたちを取り込めるなんて思ってはいなかったでしょ。だとしたら、なに？　ただの腹いせ？　それにしてはタチが悪すぎるっつの」

「待て待て、さっきからなにを言ってるんだい？」

「サイテー。あなたのところになんて、絶対に戻らないから」

「こっちはひなののためを思って言ってやってるっていうのに、素直じゃないな。うちだったら、アイドルでも、声優でも、なんだったら女優としてでも売りだすことができるのに」

「はあ？　そんなのひなちゃん望んでないし。だいたい、まどかせんぱいと対立させて売ろうってのも、あんたたちが初めに言いだしたことじゃない」

　そ、そうだったの!?　じゃあまさか、ひなのちゃんがグランプリを獲とった時の、あの音おと無なしさんへのメッセージも…………？

「……………………ひなのもノリノリだったじゃないか」

「う、うるさいっ！　あの時は…………ひなちゃんもまだまだ子供だったのっ！」

「へえ？　いまはもう大人おとなになったって言うのかい？　この男の子と仲良さそうだったけど、女にしてもらったのかな？」

「なっ…………。はあ？　そういうことじゃないしっ。なに言ってんの!?」

　待て待て、どういうことだよ。話についていけないんだけど。

「せんぱいっ、訴えてやろうよ！　ケガさせられたせんぱいが訴えれば、こんなやつら」

「ま、待てって！」

　いきなり話を振られて焦あせる。しかも訴えてやろうだなんて。

「はっはっはっ！　訴えるだなんて、尋じん常じようじゃないな。こっちは心配して言ってやってるだけなのに。第一、証拠がないだろ？」

　なに？　ひなのちゃんは、こいつがすべての黒幕だと思ってるの？

　そういえば、ひなのちゃんはどこか犯人に心当たりがありそうなことを前に言ってたっけ。

　ってことは、芹せり沢ざわさんの写真も、音おと無なしさんと僕の写真も、僕を襲おそったのも、全部こいつが裏で糸を引いていたって？

「そんなの、調べればぽろぽろ出てくるもんっ」

「ははは、やっぱりひなのはまだまだ子供だな」

　こいつが…………。

　こいつが？

　僕を襲って。

　芹沢さんをクビにして。

　音無さんを、泣かせた。

　……………………こいつが。

　もうほとんど治ったはずの肩がじくりと痛んだ。

　いつも凜り々りしい芹沢さんの、初めて見た疲れた顔を思いだした。

　強がって、なんでもない風を装よそおう音無さんの姿を、僕はいまでも見ている。

　すべて、すべて、僕の腹の中で熱を帯びている。

　どれだけの時間が過ぎてもまだ足りない。

　ぶつける相手のいないこの感情を、ただただ吞のみ込んでやり過ごしてきた。

　なのに、消化されることなく反はん芻すうしてしまう。

　自分でも嫌いや気けがさすそんな感情を、レッスンに打ち込むことで忘れようとした。

　ラジオで色々言った日から増えた僕への誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようをネットで見ては、顔も知らない犯人にあてつけて逃げようとした。

　……………………こいつが、犯人？

「ね、せんぱいっ」

　ひなのちゃんに腕を摑つかまれて、体を揺ゆさぶられる。

　ぶん殴なぐってやりたいさ。たとえそれが原因で僕が警察に捕まったとしても、後こう悔かいなんて、反省なんてするもんか。

　たしかに証拠はない。でも、そんなの関係ない。

　黒に近い。疑わしい。それだけで充分だ。

　でも、僕は。

「ねえ」

　僕は、さっきあいさつをした、男の連れてきた新人の三人に声をかけた。三人ともなんの話か分からず、でも剣けん吞のんとした空気を読み取って黙だまっていた。

　そんな三人に、僕がかけたのは、当たり前の言葉。

「声優のお仕事、楽しい？」

「はい！」「あ、はい！」「はい!!」

　きらきらした瞳ひとみと、元気のいい返事。

「そっか。オーディション、がんばろうね」

　ここで事を起こしたら終わりだ。

　僕も、芹せり沢ざわさんも、この子たちも。みんなの未来が。

　だから僕は背を向ける。

　新人の三人に対して言った言葉はウソじゃない。

　でも。

　でも…………！

　絶対に負けねえ。

　一通りあいさつも終わったみたいだし、僕はブースに入っていようっと。もう、あの人の顔を見ていたくない。

　そう思っていたら、背中を軽く叩たたかれた。

「流りゆう星せいさん」

　いつからいたんだろう。僕がスタジオに到着した時には姿が見えなかったけど。

「……………………」

　なにも言わないのかよ。優やさしい言葉のひとつでもかけてくれればいいのに。僕の流星さんに対しての好感度が超上がるぜ？　流星さんはうれしくないかもしれないけど。

　まあいいや。

　流星さんと一緒に、分厚いドアをくぐる。

　こっから先は表現者の世界だ。外野にあれこれ口出しなんかさせない。

　見せつけてやる。実力を。

　認めさせてやる。努力を。

　セコいやりかたでは到達できない高みへ。

　その────第一歩を。




　ブースに入った僕は、隅すみっこで台本を読みながら時間をつぶした。ひなのちゃんとも、流星さんとも、誰だれともしゃべっていない。とにかく台本に集中した。イメージすることに集中した。

　直前までいつも通り楽に過ごすのもいいと思う。変な緊きん張ちようをしないことで実力を出せるならいいだろう。でも、僕はこの、一人で集中して世界を作っていくやりかたが合ってる気がするな。もちろん比べられるほどの経験がないので「たぶん」なんだけど。ま、人それぞれだしね。

　ただ、妙に注目を浴びていることだけは感じた。ブースの外からだけではない。中からもだ。

　覚悟していたこととはいえ、距離を置かれてる感じがして居心地が悪いな。

　それに、ファンというほどでもないけど、結構好きだった声優さんたちからそういう目で見られるのはさすがに堪こたえる。

　視線を無視するように、台本の世界へと没入した。

　そうしているうちに時間は過ぎて、ついにオーディションが始まるようだ。

『えー、では…………』

　スタッフさんからの説明を静かに聞く。

　どうやら今回のオーディションは、一人一人が順番に演技を見せていくのではなく、それぞれ違う役を受ける人たちがグループで演じるらしい。なんでも、キャラクター同士の掛け合いを大切にしたい作品なので、そういうやりかたをしたいのだとか。

　もちろん、あとで何度かグループのメンバーを変えてもみるらしい。

　そもそもオーディションというものを受けるのが初めてなので、このやりかたがめずらしいのか、よくあることなのかは分からないけど、どんな形式だろうと僕は全力でやるだけだ。そこは変わらない。

　スタッフさんによってランダムにグループが分けられていく。

　お、最初のグループは流りゆう星せいさんと一緒だ。これはちょっと心強いね。ひなのちゃんとは別のグループか。絶対に負けられないあの新人たちとも、同じグループにはならなかったようだ。

　それにしても…………主要キャラのオーディションを受けに来た人たちは、なかなかに有名どころが揃そろってるな。グループでやるってことは、この人たちと掛け合いを演じなくちゃいけないのか。

　うー、緊きん張ちようする。

　本来であれば、握手とかサインを求めたいところなんだけどな！

　いかん、そんなミーハー精神丸出しではみっともないぞ。僕はもう新人声優なんだから。

『では、これから新しい台本を配ります』

　……………………ん？

『キャラクターの設定などは変えていません。セリフを変えただけです。今日きようのオーディションは、こちらの新しい台本でお願いします』

　おいおい、待て待て。

　どういうことだよ。

　前にもらった台本は？　この、いま僕が持ってる台本は使わないってこと？

　この日のために練習してきたセリフは…………。

　キャラクターの設定を変えてはいないらしいけど、セリフが変わればイメージも変わるぞ。

　練習で摑つかんだキャラクターで、新しいセリフを演じてみろってことなの？

　そんなことってあんのかよ!?

『では、少しだけチェックの時間をとりますので…………』

　新しい台本を受け取る。

　すぐにその場で開く。

　まったく違う、初めて見るセリフもあれば、散々練習してきたものと同じセリフもある。

　練習した成果と、演じるキャラクターをきちんと摑んで新たなセリフを言えるか。その両方を同時に見られるのか。

　新人にはなかなかキツいぞ。

　そもそも、主要キャラならセリフもいっぱいあるけど、僕のような端は役やくはセリフ自体が少ない。いや、多けりゃいいってわけでもないんだろうけど！

　待て待て。そんなことを考えてる時間はないぞ。

　さっさとチェックしないと。

　僕の演じるキャラが、どういう状況で、誰だれに、どんな言葉を投げかけるのか。台本に書かれていないものをイメージし、余白に書き込んでいかなければ。

　えっと、えっと、ダメだ！　全然集中できない。

　想定外の出来事に、完全に動どう揺ようしてしまっている。

『はい、じゃあ始めます』

　え、早い！　まだ全然チェックしきれてない。

　しかも運の悪いことに、僕たちのグループがトップバッターらしい。

　ダメだって。心の準備がまだできてないって。

　どんなに僕が慌あわてても、始まるものは始まってしまう。

　流りゆう星せいさんのセリフから始まり、流れるように掛け合いが進んでいく。

　すごい。みんなだって同じなのに。いま渡されたばかりの台本なのに。これが経験の差なのか？

　あまりのテンポの良さに、啞あ然ぜんとなる。

　入っていけるのか？　僕が、この流れの中に。

　そこには、完全に世界が生まれていた。声だけで演じる者たちがイメージして造りあげた世界。

　それは、遠い。とてつもなく遠い。

　僕だけが世界から切り離され、弾はじかれてしまっているよう。

　同じ舞台に立っているはずなのに、観客席から見上げている感覚。

　しかし、その感覚から強制的に覚めさせられる。

　僕の番だ。もうすぐ僕のセリフだ。

　やばい。ヤバイ。やばい！

　どうしよう。頭の中が真っ白になってる。

　どうすればいい。

　こいつ、どんなキャラだったっけ。スタッフの皆さんは、こいつをどんなキャラだって思ってるんだ？

　緊きん張ちようしてる時の表現に固かた唾ずを吞のむってのがあるけど、飲むつばすら出ない時はどうすればいいんだろうか！

　いかん、口の中が乾燥してきたぞ。

　でも、もう水を飲む時間もない。

　やらなくちゃ！

「────────────────────っ!!」

　なんだこれ。全然練習のようにいかない。

　自分でも分かるくらいに、おかしい。

　僕の演技に世界なんてない。ただただ読みあげられた言葉が、ぽつんとそこに置かれただけだ。

　しかも、だ。僕が失敗したことで、全体の流れも悪くなっている。

　このオーディションは、キャラクター同士の掛け合いを重視していると最初に説明があった。

　つまり、僕の失敗は、全員の失敗にも繫つながってしまうんだ。

　テンポ良く進まない会話。

　ぎくしゃくとした空気。

　リズムの悪いスキップを見ているような気持ち悪さ。

　た、立て直さないと。

　でも、どうやって。僕の次のセリフはいつだっけ。

『………………………………』

　あれ？　みんなが僕を見ている。

　って、僕の番か!?

　やば！　えっとえっと、セリフは…………。

『ストップストップ、もう一回最初からいこうか』

　外のスタッフさんから助け船。

　でも、ほっとなんてしてられない。むしろどん底だ。

「ご、ごめんなさい」

　なんとか謝罪の言葉をひねりだしても、あまりにも小さすぎるこの声が外にまで届いているか定かではない。

　逆に、僕の耳に届いてくるのは周りからの声。それも、心配するような声でもない。

「おい、いくらなんでもあれじゃあ」

「ラジオではずいぶん大口叩たたいたみたいだけど、基礎もできてないんじゃないのか？」

「あの子ってあれだろ？　音おと無なしさんと噂うわさになってた…………」

「そうそう、芹せり沢ざわさんとこの。どうせごり押しで場違いなのも分からずにのこのこやってきちゃったんだろ」

「そういや最近、音無さんも仕事減らしてるみたいじゃん。やっぱりって感じだよな」

　ちくしょう。

　反論もできない。したところで、どうしようもないけど、「なにくそ」って思うこともできない。それが、余計に惨みじめで、情けない。

　認められなくちゃいけないのに。芹沢さんのためにも。

　負けられないのに。あの人のためにも。

　失敗なんて、できないのに！

「おい」

「は、はい！」

　突然声をかけられてびっくりした。

　さっきまで僕のことをアレコレ言ってた人たちが、直接なにかを言いに来たのかと思って。

　恐る恐る台本から顔を上げてみれば、僕を呼んだのは流りゆう星せいさんだった。

「演技することを意識しすぎるな。このキャラはいま、どんな状況の中にいて、どんな感情を抱いだいている？　散々やってきたことだろう？」

　流星さんも見かねて声をかけてくれたのか。同じグループだしね。

　しかし、そんな流星さんを周りの人たちが止めようとする。

「天あま乃の川がわくん、フォローなんかしてあげなくていいんじゃない？」

「そうそう。だいたいさ、こんなんでデビューしても後が大変なだけだって。この子、まだ高校生なんでしょ？　諦あきらめるなら早い方がいいって」

「そうだよ、天乃川くん。それも優やさしさだよ」

　たしかに、この人たちの言う通りかもしれない。

　オーディションでこれじゃあ、本番なんてどうなるか。

「はあ…………」

　流星さんの大きなため息。

　ここまで言われても言い返せない僕に、愛あい想そを尽かしてしまったのかな。レッスンに付き合ってもらったのに、ちょっと思いもよらないことが起きたくらいでテンパってなにもできなくなってしまう僕に…………。

「少し黙だまっていてくれないか？」

　え？　僕は一言も発してないぞ。

　いまの流りゆう星せいさんの言葉は、誰だれに？

「実力が足りていないのも、勉強不足なのも、当の本人が一番分かっている。だがな、そうやって先人の皆さまが入り口のハードルを高くすることによって、目指す者が減り、衰すい退たいしていった文化やジャンルを、ボクはたくさん知っているよ」

　まさか、庇かばってくれているのか、僕を。

「この業界は弱肉強食の世界だ。人口が増えれば、当然競争も激しくなる。その中で生き残れるのは一握りだけ。だからこそ、みんな生き残るために必死に己おのれを磨みがいている。それは結果的に、業界全体の底上げになるとボクは思っている」

　流星さんに反論する者は、誰一人としていなかった。

「保身だかなんだか知らないが、妙な自己顕けん示じはやめてくれないか。先せん輩ぱいだったら、もっとどっしり構えて、『ああ、やっぱりこの人の作るモノはすごい』と、そう思わせてくれないかね」

　皆が皆、流星さんの言葉に聞き入った。

　僕のことを、芹せり沢ざわさんのことを、音おと無なしさんのことを、悪く言う声は聞こえなくなった。

　静かになったスタジオで、流星さんの言葉がじわりじわりと僕の中に染しみ込んでいく。

「落ち着いたか？」
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「…………あ、はい」

　そういえば。

　まだ緊きん張ちようはしているけど、さっきのようにあわあわした感じはない。呆あつ気けにとられている間にすべてが一度リセットされた感じだ。

「思うところがあるのは分かるが、気負いすぎるな」

　流りゆう星せいさんは言った。

「感情を、ありのまま表現しろ。キャラクターからもらった感情を、自分のものとして、そっくりそのまま素直に表現しろ。その結果、監かん督とくさんのイメージと違っていても構わない。キャラクターを通じて、おまえの感情を表現してみろ」

「監督さんのイメージと違っていてもいいんですか？」

　自分でもびっくりするくらい、すんなりと言葉が出た。さっきまでは、あんなに声を出すのが恐こわかったのに。

「構わん。指示がくるまではおまえの考えるようにやれ」

「はあ…………」

　本当にいいのかよ、それで。

　でも、そんなんじゃオーディション受からないんじゃないの？

　腑ふに落ちていない様子を察したのか、流星さんが僕に質問する。

「おまえはなんのために演技をするんだ？」

「え？　えっと…………」

　なんのために？　演技を？

「人に認めてもらうためか？　努力を認めてほしいのか？」

　芹せり沢ざわさんのために？　音おと無なしさんのために？　あいつらを見返すために？

　……………………いや、違う。

　違う気がする。そうじゃなかったはずだ。

　もっと、根っこの部分にあったはずのもの。

　思いだせ。

　これまでラジオでやってきたことを。

　ステージの上から見たお客さんたちの顔を。

　どんな表情だった？

　なんのために僕はがんばってきたんだ？

「違います」

　そう、違うよな。

　苦労したんだな、とか。

　色々考えてるんだな、とか。

　そんな風に思ってほしいんじゃない。

　相手が、お客さんだろうと、スタッフさんだろうと、そんなのは関係ない。

　努力を認めてほしいんじゃない。楽しませたいんだ。

　僕を見てくれる人へ。

　最高のエンターテインメントを。

「流りゆう星せいさん、ありがとうございます」

「ふん、勘かん違ちがいするなよ。ボクは君を庇かばったわけではない。ボクはこの業界に好きで入ったんだ。憧あこがれて、それこそ人生を賭かけてもいいと思って飛び込んだんだ。だからこそ、いまの小学生、中学生、高校生…………もしくはもっと上の年代の人たちにとっても、この職業が憧れの職業であり続けてほしいんだよ。おまえや、新人のみんなに、みっともないやつらがごろごろいる世界だとは思われたくないからね」

　はい、その通りだと思います。

　だからみんな、笑顔を作るんだ。苦しくても、辛つらくても、笑うんだよ。

　人を楽しませるために、未来の新人たちのために。

　僕だって同じだったじゃないか。

　気高く尊とうといあの人のようでありたいと。

　憧れて、いま僕はここにいるんじゃないか。

　……………………よし、やれるぞ。

　僕はずっと見てきた。そして、横で感じてきた。

　何度も、何度も、一緒にマイクの前に座ってきた。

　聴きいてくれてる人を楽しませようと必死になっているうちに、自分もだんだん楽しくなっていく感覚。

　あの感覚でいいんだ。

「すみませんでした！　もう一度お願いします!!」

　さっきまでとは正反対の意味で、自分の声とは思えないようないい声が、腹の奥底から出た気がする。
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　初めて受けたオーディションの日から、しばらく経たった。

　街を歩けば、イルミネーションがきらきらと輝く季節。

　天気予報を見れば、毎日のように今季一番の寒さが更新されている。

　人々の歩調も心なしか速い。そんな人たちの前を遮さえぎるように手を繫つないだカップルがのろのろと歩き、かじかんだ手をポケットに入れるしかない忙しそうな人たちは心の中で密ひそかに舌打ちをする。

　僕はといえば、もちろん後者。忙しそうな人の部類に入っていた。

　今日きようは、公録のリハーサル。最近では、頭から最後まで流してやるリハーサルのことをゲネって言ったりするらしいけど、まあ呼びかたはどうでもいいか。

　もう慣れた仕事ではある。公録ということで、お客さんの前でトークをしなくちゃいけないわけだけど、あまり不安はない。

　サポートしてくれるのは親しくしているスタッフさんたちばかりで、とてもやりやすい。

　だけど、明日あしたに控えた公録を前に、僕もいささか緊きん張ちようしていた。

　ついに終わりなんだな。

　なんて、まだ実感はない。

　けど…………いやいや！

　感傷に浸ひたるのも明日のイベント後までとっておこう。

　リハーサルが終わったのは、ちょうど日の沈んでしまった頃ころ。

　と言っても、音おと無なしさんや僕がここに来たのは日が沈むちょっと前だったから、たいして時間は経っていない。

　僕らはあんまり事前にすることないからねぇ。段取りの確認とか、立ち位置とか、それくらい。イベント当日にでもできてしまうようなことしか、やっていない。

　それでも、わざわざ前日に、学校帰りに集まってリハーサルをやったんだ。

　最終回、だからね。

「おつかれさまでした！」

　今日やれることをすべて終え、僕たちはスタッフさんたちに声をかけた。

　スタッフの皆さんも口々に「おつかれさまでした！」と答えて、一人また一人と帰っていった。

　と、その中に聞き慣れた声。

「良りよう人とさま、まどか、おつかれさまです」

「あれ、しぐれさん」

「しぐれ、どうしたの？」

「近くを通りかかったので、応援に」

　ああ、なんて優やさしいんだ。冷えた身体からだにしぐれさんのいたわりの心が染しみるね。しぐれさんも古ふる里さと学園の制服姿である。僕らと同じように、学校が終わってから直接仕事の現場に行ったんだろう。

「やっほー、ひなちゃんもいるよっ」

　おやおや、おそろいで。しぐれさんの少し後にやってきたひなのちゃんも、グレイス女学院の制服姿だった。

　みんな学校に仕事にと忙しくしてるんだなあ。僕も人のこと言えなくなってきたけど。

「そんなこと言って、しぐれ？　本当は誰だれかさんに会いに来たんじゃないの？」

「あら、否定はしませんわ」

　誰かって誰なんでしょうね、ええ。

　学校だろうがレッスンスタジオだろうが、音おと無なしさんとしぐれさんの二人が揃そろうと、なんっか僕を取り合おうとするんだよね。本気なんだか、からかってるんだか分からないけどさ。

　最近よく感じる不ふ穏おんな空気を察知して、用はないけどスタッフさんに話しかけることでこの場から一時退散しようかな、なんて考えていたら、ちょうどよく僕を呼ぶ声が聞こえた。

　なんだかずいぶんみんなタイミングよく現れるね。

　早歩きで現れたのは芹せり沢ざわさんである。タイトスカート姿だから、早歩きはなかなかキツそう。もちろん、男の僕としては、歩くたびに脚あしに張りつくスカートの布地が見ていてドキっとするわけだけど。

「村むら人びとくん、おつかれさま」

「おつかれさまです」

　同じように、音無さんやしぐれさん、ひなのちゃんとも簡単にあいさつを交わす。三人は芹沢さんと会う機会が減ってるんだろうな。まあ、事務所が違えば会うこともないか。

　話したいこともあるかもしれない。けど、芹沢さんはあいさつ以外のことは口にせず、僕に用件だけを伝えてきた。

「先日のオーディションの結果なんだけど」

「あ、出たんですか？」

　最初つまずいてしまったけど、流りゆう星せいさんのおかげでなんとか持ち直して、後半はそこそこできたと思っている。緊きん張ちようしながらも楽しんでやれた。上う手まくはできなかったかもしれないけど、伸び伸びとはできたんじゃないかな。

　その結果がどうなったのか。

　果たして…………!!

「ええ…………。その、言いづらいんですが」

　おっと。そうか。

　もう分かったよ。

「あー、そうですか。ごめんなさい」

「いえ！　謝らないでください！」

　せっかく芹せり沢ざわさんが取ってきてくれたオーディションなのに。そっかあ、ダメだったか。

　でも、なんだろうね。あんまりショックじゃないや。

　やりきることができたからかな。

　もし、最初につまずいたままオーディションが終わってたら悔くやしくて悔しくてたまらなかったかもしれないけど、最終的には全力でできたから。

「えー、せんぱい、結構イイ感じだったのになー」

　ありがとうひなのちゃん、そう言ってもらえるだけでうれしいよ。

「良りよう人とさま、あまり気を落とさないでくださいね」

　大だい丈じよう夫ぶですよ、しぐれさん。これくらいじゃあ落ち込んだりしません。

「まあ、一度や二度オーディションに落ちたくらいでへこんでたら、声優なんてやっていけないわよ」

　ですよね、音おと無なしさん。心得ておりますとも。

「あの…………ちなみになんですけど、誰だれが選ばれたんですか？」

「え？　えっと、それは…………」

　あ、なんか芹沢さん言いにくそうにしてる。

「どうせ作品が世に出れば分かってしまうことなので言いますが…………」

　芹沢さんが、聞き覚えのある名前を口にした。

　マジかよ。あの、腹の立つ男が連れてきた新人の男の子かよ。

　…………くそ。くっそ。

　それは、さすがに悔しいな。

　あの男の子にはなんの罪もない。だけど、負けたくなかった。あいつの事務所には、負けたくなかったのに。

　最初の失敗がよくなかったのかなぁ。

　あれさえなければ、僕にもチャンスがあったのかなぁ。

「えー？　アイツなの？　おかしくない？　絶対せんぱいの方があのキャラ合ってたのにっ」

　ひなのちゃんもあの場にいたもんな。

「ねえ、アイツまたなんかしたんじゃないの？　大手事務所だからって、看板を武器にしてさ！」

「それは…………分かりません。もしそうだとしたら、私は村むら人びとくんに己おのれの力不足を謝らなければいけません」

「ちょっ、なに言ってんすか！　そんなこと…………」

　あるわけないじゃないですか。

　そう言おうとしたのに、言えなかった。

　ないことはない、そう僕たちに思わせるくらいには、あの男は怪しかった。証拠はないけど、とにかく怪しくて、いやらしくて、腹が立つ男だった。

　でも、もし本当にあの男が裏から手を回して役をゲットしたのだったとしても、芹せり沢ざわさんが謝るようなことはなにもないんですよ。

　…………はっ！　いかん、いかん。切り替えなくちゃ。

　もう忘れよう。あんなやつに構っていてもいいことなんてない。むしろ、いつまでもダラダラと囚とらわれてる方があいつの思うツボみたいで嫌いやだ。

　もう終わったことなんだ。

「村むら人びとくん、ごめんなさい。私このあと行かなくてはいけないところがあって」

　芹沢さんが腕時計を見ながら言う。忙しそうだ。それもそのはず、急ごしらえで設立した事務所は、圧倒的に人手が足りていないのだから。

「いえいえ、僕ももう終わって、帰るところですから。わざわざ直接伝えに来てくれてありがとうございます。で、今回はすみませんでした。またお願いします！」

「ええ、任せてください！」

　おお、心強い。芹沢さんがそう言ってくれれば安心だ。

　やはり早歩きで立ち去る芹沢さんの背中を見送ってから、僕たちも帰ることにした。

　いったん音おと無なしさんと別れて、帰り支じ度たくを済ませる。

　ステージの裏に置きっぱなしにした荷物を取りに行くだけだった僕は、すぐにさっきの場所まで戻ってきて、しぐれさんやひなのちゃんと合流する。

　辺りを見回せば、もうほとんどのスタッフさんたちが帰ってしまっている様子。

　照明も最低限にまで落とされ、辺りは薄暗い。

　そんな中で、僕は明日あした立つステージを正面から見上げていた。

　近いけど遠いこのステージ。明日ラジオの最終回を迎えたあとも、いつかまた立てる日が来るんだろうか。

「ねえ」

　僕のすぐ後に戻ってきた音無さんが、後ろから声をかけてきた。

　振り向いたら、音無さんの顔が僕に向いていた。しぐれさんやひなのちゃんに話しかけたわけではないらしい。

「ん？」

「オーディションでなにかあったの？」

「いや、べつに…………」

「わたくしも聞きたいですわ」

　しぐれさんまで。

　いちいち言うほどのことでもないさ。あの男がすべての黒幕だったなんて、証拠もないわけだし。

　と思っていたのに。

「それがですねー、聞いてくださいよっ」

「おい、ひなのちゃん！」

「だって！　ひなちゃんはせんぱいみたいに大人おとなになれないもん！　ぜーったいに許せないんだからっ」

　僕が止めるのも聞かずに、ひなのちゃんは音おと無なしさんとしぐれさんに、オーディションでの出来事を全部しゃべってしまった。

「そう、そんなことが」

「たしかに許せませんわね」

　おお、しぐれさんが怒っている。めずらしい。しかも僕のために怒ってくれるなんて。

「でもさ！　証拠があるわけでもないし、こっちからなにかするわけにもいかないしさ！」

　それは、何度も自分の心に言い聞かせた言葉。

　また言ってるよ、僕。

「結局、泣き寝入りするしかないんだよ」

　そういうことをするやつも業界にはいるんだって、いい教訓になったよ。防ぎようがないし、次に同じことをされた時にはどうすればいいかなんて、まだ分からないけどさ。

「良りよう人とさま、おかわいそうに」

　ふわっと。

　突然温かいものに包まれた。

「ちょっとしぐれ！　なにやってんのよ！」

「わわ、わ、しぐれさん!?」

　抱だきしめられた。あまりに不意打ちすぎて、最初はなにをされたのか分からなかった。

　いやはや、しぐれさん。怒りとか悲しみ恨うらみとか、そんな汚い感情、どっかいっちゃいましたよ。

　いまはもう、温かいなあとか、いい匂においがするなあとか、柔らかいモノがあたってるなあ、とか。頭の中そんなんばっかですよ。ある意味こっちも汚い感情か？

「どきなさい、しぐれ」

　しぐれさんを押しのけるように、音無さんまでひっついてくる。

「こいつを慰なぐさめてあげるのは、あたしの役目よ」

「あら、どなたが決めたのですか？」

「誰だれだっていいでしょ、そんなの！」

「良人さまさえよろしければ、わたくしはまどかと一緒でも構いませんわよ？　ただし、もちろん優先順位はわたくしの方が上ですが」

「はあ？　なに言ってんの？　あたしの方が上に決まってんでしょ！　っていうか、さささ、三人でなんて、あんたホントになに言ってんの!?」

　やめろやめろ、なんだかつい先日も同じことがあったような。

　そして落ち着け音おと無なしさん。なんか思考が変な方にぶっ飛んでる。その妄もう想そうをするのは僕の役目でしょうよ。

「へー、せんぱいっ、いつの間にそんな」

「待てひなのちゃん。なにを考えてるか知らないけど、違うからね？　僕はなんにもしてないんだよ？」

「いえいえ。ひなちゃんはこのあともお仕事があるので、そろそろ退散しますねっ。三人でお楽しみくださいっ！」

　なにをだよ！

　絶対なんか勘かん違ちがいしてんだろ！

　にやにやしながら去っていくんじゃない！

　こら、待ちなさい！

　あーあ、行っちゃったよ。

　ひなのちゃんがいなくなってからも、僕の腕を左に右にと引っ張り合う二人。

　あの、僕も帰りたいんですけど。

「そもそもさ、しぐれ。こんなところで男にちょっかいなんかかけてていいわけ？」

　たしかに、学校や、他ほかに人のいないレッスンスタジオとは違う。もうほとんど帰ってしまっているとはいえ、数人のスタッフさんはまだ近くにいるはずだ。

　このラジオのスタッフさんたちは信用しているけど、変な噂うわさがたたないとも限らない。

「その時はその時ですわ」

　そう言うと、ようやくしぐれさんは僕の腕を離して一歩引いてくれた。

　いいのか？

　よくないだろ。ただでさえ色々言われちゃってる僕だぞ。

　僕のせいでしぐれさんまでってことになったら、さすがに申し訳ない。なんて、音無さんみたいなことを考えちゃってるな、僕。

「そう言うまどかこそ、いいのですか？」

「あたしはいいのよ」

　ようやく音無さんも僕から離れる。

　でも、その言葉はやっぱり寂しいもので。

　時間が経たてば思い直してくれるかな、なんて淡い期待もあったけど、やっぱり音無さんは考えを変えていないらしい。

「もうすぐ引退だし」

　どこか寂しそうに聞こえるのは、僕の気のせいなんかじゃないはずなんだけどなぁ。

「それにね、明日あした、言うことにしたの」

「え？　明日？」

　なにを？　って、訊きくまでもないんだけど、その口から聞かないと信じたくない。

「うん。明日のイベントで、あたしが引退すること、発表するから」

　音おと無なしさんは、まっすぐにステージを見て言った。

　そうなのか…………。

　お仕事の都合もあるから、公おおやけにはまだ内緒だったんだけど、ついに…………。

「まどか」

「しぐれ！　言わないで」

「でも！」

　お客さんの前で発表しちゃったら、終わりだよな。

　引き留めるなら、もういましかないのか。

　音無さんは「言わないで」と言ったけど、僕にはまだ納なつ得とくのいっていないことがある。

　引退は、本当に音無さんが自分で考えて決めたことなのか。

　本当の本当に、音無さんが辞めたくて、それで引退をするのなら、もう僕にそれを止めることはできない。

　でもさ、僕には、どうしても音無さんの本心だと思えないんだよ。

　ずっとそばで見てきたから。分かっちゃうんだよ。

「音無さん」

「なに、あんたもまだ言うつもり？」

「うん。言うよ。源げん太たさんに頼まれてるから」

「…………は？」

　びっくりした顔の音無さんと、不思議そうな顔をしているしぐれさん。ごめん、しぐれさんには意味不明だよね。ちょっと置いてけぼりにしちゃうけど、説明しても分かってもらうのは難しいだろうから、進めるよ。

「源太さんに、音無さんのことを頼むって言われてるんだよ。あの源太さんにだよ？」

　親バカで、音無さんのことがかわいくてしかたがなくて、近くに男が寄るのも嫌いやがっていた源太さんが、僕に音無さんを託したんだ。

　それって、どういうことだと思う？

「そんなの、知らないわよ」

「源太さんと話してないの？」

「会ってないから。そもそも、もう見えないし」

「そっか…………あのタコ、なんだったんだろうね」

　音おと無なしさんと僕にだけ見ることのできたはずの存在。でも、なぜかしぐれさんやひなのちゃんにも見えるようになって、逆に音無さんには見えなくなった。

　結局あれから一度も会っていない。もう、会えないかもしれない。天国とかいうところに帰っちゃったのかもしれないね。音無さんから見えなくなったんじゃあ、源げん太たさんがこの世にいる意味もないしな。

　僕の仮説としてはね、源太さんは芸能の神さまみたいなものになったんじゃないかって、そう考えたことがあるんだよ。で、音無さんの周りにいる、才能のあるやつにだけ見える、みたいな？　マンガとかアニメにはありがちじゃん。

　となると、僕にも芸能の才能があるってことになるんだけど、それくらいは調子に乗らせてよ。しぐれさんやひなのちゃんにも見えた理由もそれで辻つじ褄つまが合うしね。

　逆に、引退を決意した音無さんには見えなくなった、と。

　そんな風に考えたんだけど、音無さんはどうなんだろう？

「さあ？」

「さあって、お父さんって言ってたじゃん」

「うん、お父さんだって言ってあたしの前に現れたから、そう思ってただけ。話を聞いても辻褄合ってたし」

「それだけ？」

「それだけ」

　たったそれだけのことで信じちゃったのかよ。

　たしか源太さんが亡なくなったのって、音無さんの物心が付く前だって言ってたな。たしかに、自分の家庭が人と違うって気づいて、それに悩んだ多感な時期に父親と名乗るナニかが現れたら、信じてみたくもなる気持ちは分かるけどさ！

　そっか、音無さんは、昔からそうだったんだな。

　お仕事をすることで培つちかってきたものだけじゃなくて、最初からそういう生きかたをしてきたんだな。

「音無さん…………音無さんはいつまで、そんな不条理をただただ受け入れ続けるつもりなんだよ！」

　思わず大きな声で言ってしまった。

　音無さんもびっくりしたんだろう。肩が少しだけ震ふるえた。

「あのタコのことも、写真のことも、芹せり沢ざわさんのことも、全部受け入れて変に空気を読んでさ！　それって、音無さんのすごいところだって分かってる。でも、音無さん自身の考えはどうなの!?　本心ではどうしたいって思ってるのさ！」

「だから…………だから！　あたしはあたしの意志で、引退を決意したって言ってんじゃない！」

　そんなのウソだ。

　芹せり沢ざわさんが事務所を自主的に辞めるよう言われた時の音おと無なしさんは、そんな風に思ってなんかいなかった。あれこそが、音無さんの本心だったはずだ。誰だれにも気を遣つかわない、音無さんだけの本音だったはずだ。

「ああそうかよ、じゃあもう一度訊きくよ。何度でも訊くよ！　それは音無さんの本心なのかよ！　自分のせいで周りが傷つくからって、また変な風に空気読んで言ってるだけじゃないのかよ！」

「違う！　違う!!」

　思わず音無さんを責めるような口調になってしまっていた。音無さんの叫びを聞いて、はっと我に返る。

　あまりに音無さんが頑がん固こだったから、僕もイラっときちゃったのかな。

　音無さんは、なんにも悪くないのに。

　環境が放っておかなかったんだ。音無まどかという一人の少女を取り巻くもののすべてが、音無さんにそういう生きかたを強しいたんだ。

「音無さん…………」

「みんなあたしに優やさしくしてくれるけど、いまのあたしは笑顔で応こたえることができないの。返してあげられるものなんてなにもない。いまのあたしにはなんにもないの！」

　否定したい。音無さんの考えを否定してあげたい。

　しかしいまは、音無さんの心から溢あふれる気持ちを、ただただ聞くしかない。

「こんなあたしを、好きになってくれる人なんていない。いまはまだ、みんなあたしのことを気に掛けてくれてるけど、次々新しい人が出てくるこの業界では、すぐに忘れ去られちゃう。立ち止まって、うつむいて、べそかいてる人間に割さく時間なんてないもの」

　たしかに、そうかもしれないね。この前のオーディションでも、流りゆう星せいさんが競争の激しい業界だって言ってたしね。

「あんただってそうでしょ？　どうせあんたも、アイドルでも声優でもないあたしなんかより、しぐれの方がいいんでしょ？」

　そっか。普通の女の子らしい幸せを、なんて言いながらも、本当はそういう風に考えてたのか。

　それじゃあ。

「…………そうだな。じゃあ、告白しようか」

「え…………？」

　ずいぶん驚おどろいた顔をするんだな。

「僕、しぐれさんに告白するよ」

　言ってから、しぐれさんをちらりと見る。彼女も驚いているようだ。なんだか恥ずかしくて一いつ瞬しゆんしか見られなかったけど、びっくりした表情だけはしっかりと見てとれた。

「なっ…………！　バカじゃないの!?　やめときなさいよ！　あんた、遊ばれてるだけよ。だいたい、本当に付き合えるわけないじゃない。しぐれはアイドル声優だし、バレたらまたあたしの時みたいにどんなことになるか」

　どうせ、とか自分で言ったくせに、ずいぶん慌あわてて引き留めるんだな。

　なんとか僕を止めようとする音おと無なしさん。意地っ張りというか、素直じゃないというか。まあ、音無さんらしいわ。

「それは大変だなぁ。でも…………それもいいんじゃない？　もう僕、世間じゃ悪者だしね。それに、僕気づいたんだけどさ、しぐれさんって僕のこと好きだと思うんだよね」

　もちろんしぐれさんの方は見ずに言った。見つめながら言えるわけないって、こんな調子に乗ったこと。

「はあ？　どんだけ自惚うぬぼれてんの!?　自意識過か剰じようもいいとこね！」

「ああ、自惚れてるさ！　自意識過剰上等だよ。でもね、しぐれさんが僕のことを好きになるわけがないなんて、どうして決めつけられる？　たしかめてもいないのに、彼女の想おもいを僕が否定していい理由なんてない。そんなのしぐれさんに失礼だろ？　…………それにさ、もし本当に勘かん違ちがいだったとしたら、その時は僕が恥をかけばいいだけの話なんだから。笑われるのには慣れてるしね」

　そう言い切り、大きく深呼吸して、意を決してしぐれさんに振り向こうとした僕を、音無さんが制止する。

「ま、待って！　どうして!?　あたしだったら…………あたしだったら、あんただけの音無まどかになれるのに…………」

　僕の胸にすがりつく音無さんを剝はがして、しぐれさんの元へ。

　ごめん、これは僕なりのけじめなんだ。はっきりさせておかないといけないことなんだ。

　音無さんの熱が胸から消え去り、外から入ってきた冷たい風が吹く。冷めていく。

　胸の辺りが、心が、痛いほどに冷えていく。

「しぐれさん」

「はい」

「僕、しぐれさんに伝えなくちゃいけないことがあります」

「はい」

　しぐれさんが目を閉じた。

　僕がこれから出す答えに気づいてしまったかのように。

「………………………………ごめんなさい！」

　音無さんの息を吞のむ音が聞こえた。

「僕は、しぐれさんの気持ちに応こたえることができません！」

　がらんとした会場に響ひびくくらいの大きな声で言った。言ってしまった。

　すぐ後には、しぐれさんの返事。

「そう、ですか」

　声が震ふるえている。

　しぐれさんの声が震えている。

　小さく、細い声だったけど、きちんと聞こえた。

　ごめんなさい。本当に、ごめんなさい。

　開かれた瞳ひとみに涙をためて、しぐれさんは言う。

「理由を伺うかがってもよろしいでしょうか」

「はい…………僕には、好きな人がいます。ずっと、ずーっと好きな人です。これまでも、これからも。彼女がどんな彼女になっても、好きでいつづけたい。そういう女ひ性とが、僕にはいるんです」

「そう、ですか…………」

　息を吸って、涙を吞のんで。しぐれさんは言う。

「良りよう人とさまの優やさしさに、少しだけ甘えてもよろしいでしょうか」

「…………はい？」

「良人さまのお気持ちはうれしいのですが…………ふふっ、勘かん違ちがいですわ。わたくしは良人さまのことを…………良いお友達としてしか、思っていませんから」

「あ…………あ、そっかー、ははは。やっぱり僕の勘違いだったか。いやー、恥ずかしいね」

「…………ありがとうございます」

　お礼を言うのは僕の方ですよ、しぐれさん。

「あの…………ごめんなさい。今日きようはお先に失礼しますね」

「はい」

「では、また明日あした。応援に参りますね」

「本当ですか！　ありがとうございます！　じゃ、また明日」

　深々と頭を下げて、しぐれさんは背中を見せた。

　小さいな。

　僕は、この小さい背中を傷つけてしまったのかな。いまはもう、追いかけてあげることもできない。

「音おと無なしさん」

　しばらくその場に立ったまま。

　その後で、僕は振り向かずに言った。

「僕は、音無さんに引退なんてしてほしくない。でも、音無さんが本当に心の底から決めたことなら、反対はしない」

「………………………………」

　返事はない。でも、いまはいい。

「ギリギリまで考えて。お願い」

「………………………………分かった」

　よし、いまはこれでいい。

　もう一度、音おと無なしさんに考える余地を与えられただけで充分だ。

　その結果、音無さんがどういう結論を出そうが、もう僕は異論を挟はさまない。僕も、もう腹をくくったよ。

「明日あしたの公録、楽しみだね」

　色んな意味を込めて、最後に僕は音無さんにそう言った。










　何度目の公録だろうか。

　これまでは緊きん張ちように次ぐ緊張で、なにがなんだか分からないままに始まり、あわあわしているうちに終わっていた公録。

　もちろん今日きようも緊張はしているけど、今回だけはちょっと違った。気合いの入りかたというか、姿勢が違うと自分でも思う。

　そしてそれは音無さんも同じようだった。控え室で台本を眺ながめながらの打ち合わせ中も、いつも以上にどこか真剣な表情だったし。

　たぶん、僕よりも音無さんの方が思うところは強く、たくさんあるだろう。なんといったって、今日彼女は引退宣言をするのだから。

　昨日きのう、もう一度だけ考えてほしいと願ってから、音無さんに答えを急せかしたり尋たずねるようなことはしていない。

　僕も覚悟を決めてるんだ。

　音無さんがどんな答えを、どんな道を選ぼうとも。

　って、いかんいかん。どうしても音無さんのことばかり気になってしまうけど、今日はラジオの最終回なんだ。なにはなくとも、見てくれる人たちに楽しんでもらわなくちゃ。

　一番大事なことを見失ってはいけない。先日のオーディションでも学んだはずだ。

　いつも以上に念入りに台本をチェックするが、いつも以上に台本は薄い。なんだこりゃ。ただでさえＡ４のペラ紙が何枚あるかって程度なのに。

　今日の構成はほぼフリートーク。それ以外は、いつも通りの進行がちょろっと書いてあるだけの台本である。

　これも信頼の形だと思っておこう。あとは僕たちに任せると、スタッフさんたちが言ってくれているのだろう。

　じゃあ仕方ない。頂いたメールでも読んで時間まで待ってようかね。

　印刷されたメールはすでに全部目を通してしまったので、スタッフさんにパソコンを借りて、収録中に取り上げる予定のないものを見よう。

　パソコンを借りる際、スタッフさんは少しだけ戸と惑まどっていた。どうしようかと考える素振りを見せていた。

　その理由は分かっていた。だから僕は強くお願いして、見せてもらうことにした。

　メールの画面を開いて、やはり僕の予想が当たっていたことを確認する。

　スタッフさんが僕に見せるべきか迷ってしまうような内容のメールの数々。

　いやー、思っていたより多いわ。ま、自分で望んでやったことだし、覚悟はできてたけどね。

　そっかそっか、あの写真も僕が撮らせて、僕がアップさせたことになってるんだっけ。はいはい、そうですよ。売名行為ですよ。べつに音おと無なしさんを強引に手て籠ごめにしたわけじゃないんだけどね。だいたい、あの音無さんが大人おとなしく僕のモノになってしまうようなタマかよ。

　誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの書かれたメールってのは、以前から届いてはいた。人気番組であればあるほど、ない方がおかしいってもんだ。しかし今日きようは明らかにこれまでより多い。そして、そのほぼすべてが僕宛あてである。

　音無さんもこれ、見たのかな？　音無さんはいつもスタッフさんにお願いして全部読んでるって言ってたけど。

　と、思って音無さんを見たら、なぜか虚こ空くうをぼんやりと見つめている彼女の姿。すでに髪をサイドに結ってお仕事モードなのに、心ここにあらずって感じだ。

「音無さん」

「…………あ、ん？」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん…………ちょっと緊きん張ちようしちゃって」

　めずらしい。

　って、そりゃそうか。復帰後、初めて人前に立つ仕事だもんな。緊張もするわ。色々あった後だから、少し恐こわいってのもあるかも。

　さて、パーソナリティの相あい方かたとしては、ここで気の利きいたことでも言って緊張を和やわらげてあげたいところなのだが。これまで、音無さんが僕にしてくれたように。

　とは思うものの、思いつかないなぁ。

　僕だって緊張はしてるしな。まだまだ他人を気き遣づかう余裕がないのが情けないところだ。

　そんなわけで、突然控え室に響ひびいた元気な声に助けられたりする。

「せんぱい！　まどかせんぱい!!　おつかれさまでーっす」

「良りよう人とさま、まどか、ごきげんようですわ」

　ひなのちゃんとしぐれさんだ。応援に来てくれるとは言ってたけど、本当に来てくれたんだね。ゲスト出演があるわけでもないのに、ありがたいことです。特にしぐれさんは昨日きのうのアレのあとで今日きようだし。

　ノートパソコンをそっと閉じてスタッフさんに返す。みんなの反応はだいたい分かった。これ以上見ててもしょうがないもんな。

　空あいてるイスに座るしぐれさんとひなのちゃん。同時に、さっきまで打ち合わせをしていたスタッフさんたちが部屋を出ていった。

　四人だけの空間で、不思議な空気。

　以前に所属していた事務所の嫌いやがらせに腹を立てた少女と、昨日あんなことがあったにもかかわらず応援しに来てくれた心優やさしい少女、引退発表を間近に控えた少女、そして声優として歩み始めたばかりの僕。

　ピリピリしているわけではなく、重いわけでもなく、緊きん張ちようはしているけど、それ以上に少なくとも僕はこれからのステージを楽しみにしているわけで。

「いよいよ最終回ですね、せんぱいっ」

「そうだねぇ」

「初めてのラジオだったんですもんね？　大変なこともたくさんあったんですもんね」

「はっはっはっ。なに泣かそうとしてんの。僕は泣かないよ？」
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　湿っぽいのはらしくないもんね。最後まで笑顔でバカやってくるつもりなんだから、感傷に浸ひたらせようとするのはやめてよひなのちゃん！

　そういうのはさ、最後の最後まで考えないようにしてるんだから！

「まどかせんぱい…………」

「ん？」

「えっと、その…………」

　ひなのちゃんがなにを尋たずねようとしたのか、僕には分かる。けれど言い淀よどんだ。その理由も分かる。

　ひなのちゃんは写真をアップしたり、チンピラを雇やとったりしたのが前に所属していた事務所の連中だと確信している。

　ひなのちゃんはひなのちゃんで後こう悔かいするところもあるんだろう。

　自分が移い籍せきしたから、とか。

　自分が事務所の連中の言われるがまま、音おと無なしまどかにケンカをふっかけるカタチで売りだしたこととか。

　本当は音無さんのことが大好きだっただけにね。

　だから、ずばり訊きくことができなかったんだろう。

　そんなひなのちゃんの疑問を代わりにぶつけるのは、しぐれさんだった。

「まどか、答えは出ましたか？」

　これ以上ないくらいの、ずばりの質問。

「うん…………。もう、ずっと前から決めてるもん」

　そっかぁ。

　それならそれでいいんじゃないかな。音無さんがよく考えて決めたことなら。

　音無さんの答えを聞いて部屋が静かになったタイミングで、ドアをノックする音。

「すいませーん、失礼します」

　スタッフさんがやってきた。と、いうことは。

「そろそろ準備お願いします」

　始まるか。最終回が始まるかー。

　お客さんはどれくらい来てくれてるかな。

　音無さんが出るんだし、いくら僕への風当たりが強くなっていたってガラガラではないと思うんだけど。

「じゃ、行きますか」

　一いつ瞬しゆん先に立ち上がった音無さんを追いかけるように、僕も台本を手に立つ。

「まどか」

　部屋を出ていこうとしたところで、音無さんがしぐれさんに声をかけられた。なので、僕が一足先に部屋を出る。その場で音おと無なしさんを待つことに。

　薄うす壁かべ一枚向こう。開きっぱなしのドアの向こうから、音無さんとしぐれさんの声が聞こえてくる。

「なに？」

「わたくしなどがわざわざ言わなくても分かっているでしょうけど、一応、忠告だけしておきますわ。良りよう人とさまがプロになる決意を固めたのは、貴女あなたのためです。けっして、ご自分のためではありませんわ。もしも、本当にこの場で引退の表明をなさるおつもりなら、いま一度良人さまのお姿をしっかりとその目に焼きつけておくことです」

「分かってるわよ、そんなの…………」

「恐こわいのでしょう？　あのようなことがあった後に、ファンの皆さまの前に立つ初めてのステージですものね」

　そうか。音無さんの様子がいつもと違ったのは、そういうことか。考えてみれば当然だわな。

「………………………………」

　無言の音無さん。部屋の中を覗のぞける感じでもないので、廊下から空気を感じ取ることくらいしかできないけど、いま音無さんはどんな表か情おをしているのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、すべて良人さまに任せておけば。あの方は、ちゃんと守ってくれますから」

「…………行ってきます」

「はい、行ってらっしゃい」

　部屋を出てきた音無さんと目が合った。

　一秒か、二秒か、三秒か。

「行くわよ」

「おう」

　たったそれだけのやりとりで、すべて伝わった気がした。










　二人でステージに駆け上がる。

　テンションも上がる。

「わあああああああああああああああああああああああああ」

　歓声もあがった。その大きさに安心した。

　ステージの上から辺りを見渡して、ぎゅうぎゅう詰めになっている人たちを見て、心からほっとした。

　よかった。みんな来てくれて本当によかった。

　相変わらずお客さんは男性ばかり。よーっく見ると、ちらほら女性の姿もあるかなって程度。あがる歓声は野太いけど、僕には黄色い歓声と変わらない。

　うれしいじゃないか。本当に。

　ステージの中央に置かれたテーブルの前に立つ。イスを用意して座りながらやってもよかったんだけど、立ったままでやりたいという僕の希望を聞いてもらったのだ。音おと無なしさんもすんなり了承してくれた。きっと音無さんも、僕たちにはその方がいいと思ったんだろう。

　台本や水の入ったペットボトルをテーブルに置く。

　ではでは、始めましょうか。

「こんにちは！　音無まどかです！」

　再びあがる歓声。そんなに大声ばかり出して大だい丈じよう夫ぶだろうか。まだ始まったばかりなんだけど。なんて心配しちゃったり。

　でも、よかったね音無さん。

　音無さんのファンのみんなは、昔もいまも、これからも、変わらず音無さんを応援してくれるみたいだよ。

　さあ、少しおさまるのを待ってから、今度は僕の番だ。

「どうも！　村むら人びとＢです！」

　まだ残っている音無さんへの歓声に乗っかるように、元気よくやってみたものの。

「わああ…………」

　ガクリと下がる会場のボルテージ。いくらなんでもあからさますぎるだろ。

　そりゃあ、音無さんレベルのを期待してはいないけどさ。以前に公録をやった時はもうちょっとあったよ？　盛り上げようとしてくれてる人が結構いたさ。

　声を出すまでいかなくても、それなりの拍手くらいは、さ。

　欲しかったな、なんて。

　……………………っく。

　覚悟していたとはいえ、結構クるな、これ。

　それでも、拍手をしてくれた人はいた。小さくても声を出してくれた人もいた。

　唯ゆい一いつ大きく歓声のあがった場所には、学校の友人たちの姿が。おまえらの空気読めてない感じ、僕は大好きだぜ。

　ステージの最前列には、愛あ好こと霜しも月つきさんの姿が。またずいぶんいい位置に陣取ってますね。金の力…………いやいや、スポンサーとしてかな。

　視界の隅すみっこに、ステージの脇わきからこちらを見てくれているしぐれさんやひなのちゃん、芹せり沢ざわさんの姿が。

　こんな逆境の中でも、僕を応援してくれている人がこんなにいるんだ。

　へこむのは後で好きなだけやればいい。

　笑え。

　心の中で、自分に言う。

　笑え。

　心の中で、この場にいる全員へ言う。

　僕は笑う。たとえ水をかけられたとしても、僕はあなたたちに笑いかけるから。そしたらみんなも、ずぶ濡ぬれになった僕を見て、笑いたいだけ笑えばいい。

　苦笑、嘲ちよう笑しよう、冷笑。きっかけはなんだっていい。

　くすりとした瞬しゆん間かんに引き込んでやる。

　まだ始まったばかりだろ。

「どもども、ぱらぱらと拍手ありがとうございます。この会場ではちょっと冷めてる感じですけど、ネットでは燃えに燃え上がっている村むら人びとＢでーっす」

「またそういうことを…………」

　僕のことを思ってそう言ってくれてるのかな。じゃあ音おと無なしさん、協力してもらうからね。

「音無さん、こういうのをなんて言うか知ってますか？」

「え？」

「音無さん、ここでボケて！」

「え？　…………えっと、炎上マーケット？」

「そうそう！　うちのマーケットではケンカを売っております。…………って、無む駄だにうまいな！　違いますよ、炎上マーケティングって言うんですよ？」

「え？　ちょっと大だい丈じよう夫ぶ？　この会場、消防法とか」

「本当に燃やすわけじゃないから！」

　恐こわいこと言わないで！　さっき水かけられても笑ってやるとは思ったけど、さすがに火のついたもの投げられたら笑ってる場合じゃなくなるからね!?

　一応、ネタっぽく注意しておくか。

「皆さん、大丈夫ですよね？　火気とか持ち込んでないですよね!?」

「そうだねぇ、見た感じ八や百お屋やさんっぽい人はいないかな」

「その柿かきじゃねえよ！　柿だったら投げ込まれても食べちゃえばいいよ」

「違ったか。時期も過ぎたしね。いまだったら、なんだろ」

「なんでしょうねぇ…………？」

「ケーキ？」

「クリスマス近いですしね。っていうか、ケーキはヤバイでしょ！　たまにテレビで見るパイ投げみたいになっちゃうじゃないですか！」

　それはそれでおもしろいけども。もし本当に出てきたら、顔面で受けとめてやるくらいの覚悟はあるけども。さすがにそんなに都合よく準備はしてないだろ。

「じゃあ、プレゼント？」

「クリスマス近いですしね！　っていうか、さらっとプレゼントを要求しないでください！」

「そうだねぇ、見た感じサンタっぽい人はいないみたいだし」

「いたらびっくりするわ！」

「サンタコスのミニスカの女の子とか？」

「いてほしい！　プレゼントなんていらないから、僕の胸に飛び込んできて！」

　残念ながらいないですけどね！

「なるほどね、村むら人びとくんはプレゼントに女の子がほしいんだ」

「ちょっとちょっと、なに言ってるんですか音おと無なしさん。心外だなー。僕がほしいのはいつだってファンの皆さんからの歓声と拍手ですよ。さっきのじゃあ物足りなかったですしね」

　なんて言ってみても、追加の歓声や拍手があがることはない。寂しいもんだねぇ。

「ま、それもこれも全部自分のせいなんですけど。ははは」

　それすらもネタにしてやるさ。

「というわけで、今回は急の公録ということであまり時間もないのでですね、さっさと始めてしまいたいと思います。音無さん、よろしく！」

「はい！　『ラジオの法ほう則そく』最終回公録スペシャル！　始まり始まり!!」

　タイトルコールに引き続き提供を読み上げ、最初のコマーシャルへと入る。










　いやあ、最初から飛ばしすぎたな。

　さっそくだけど水を飲もう。

　出演者の多い番組なら、他ほかの人がしゃべってる間に水を飲んだりできるけど、この番組は二人だもんな。それでも飲めないことはない。飲みたいな、と思ったら音無さんがちゃんと時間を作ってはくれる。

　でも、今日きようは公録だしね。お客さんが見てるしね。

　こういうのは、コマーシャル中に済ませておこうっと。

　それでも一応、お客さんたちの視線が気になるので、失敬して後ろを向きながら水を一口含む。

　なんてことをしていたら、すぐ横に音無さんが近づいてきた。やはり音無さんもお客さんたちに背中を向けるようにして、マイクに声が乗らないように話しかけてきた。

「なにへらへらしてんのよ。なんで笑ってられるのよ」

　なんだ、そんなことか。

　わざわざコマーシャル中に、お客さんたちに背中を見せてまで言ってくるから、なにか大事な用かと思ったじゃないか。

　心配してくれるのはありがたいけど、僕はべつに気にしてないよ、音おと無なしさん。

「覚悟できてるから。僕がこうして笑えるのは、音無さんのおかげだから。音無さんをずっとそばで見てきたから、僕は笑えるんだよ？」

「…………バカみたい」

「ははは、じゃあ、笑ってよ。音無さんもさ」

「ねえ、なんであんたはそんなに楽しそうなの？」

「…………楽しいからに決まってるだろ？　当たり前のこと訊きくなよ。…………あ、ごめん、いまのボケだった？」

「…………ほんとよ。なに、まじめに返してんのよ。ちゃんとあたしにツッコミなさいよ」

　あれ？　いま…………。

「あー、油断してた」

「さ、ＣＭあけるわよ」

「おっけ！」

　ひさしぶりに、音無さんのすっごくまぶしい笑顔を見た気がする。

　一いつ瞬しゆん、だけど。

　やっぱ公録っていい。イベントっていい。

　最初は恐こわがっていた音無さんも、一度始まってしまえばね。

　この楽しさは忘れられないよ。










　コマーシャルがあけるとともに拍手が起こった。

　最初のきっかけは音無さん。音無さんの始めた拍手を見て、お客さんたちがノってくれたのだ。

　これは入りやすい。ありがたいね。

「ついに最終回始まっちゃいましたね、音無さん」

「アニメの放送はもうとっくに終わってるのにね。ラジオだけでここまで続けられるなんて」

「あ、そっか。宣伝番組でしたね」

「ちょっと村むら人びとくん、そこ大事なとこだから！」

　アニメの放送が終わってからというもの、放送内ではＤＶＤやＢＤの宣伝くらいしか作品に触れてなかったからな。正直、忘れてたよ。

　いけねいけね。

　最終回だし、そこも触れておかないと。この作品がなかったらこのラジオも始まらなかったんだから。

　なんかこう、作品に絡からんだ質問を…………。

「じゃあですね…………作中でぼいるくんとしゃるるちゃんは、様々な超能力を使って敵を倒していきますが、音おと無なしさんはどんな超能力を使ってみたいですか？」

　僕の質問に、「うーん」と首をかしげてうなる音無さん。

　少しして、なにやら思いついたようだ。

「どんなに断りづらいことでも断ることができるようになる能力かな」

「なんですかそれ」

「ほら、日本人はイエスマンで、ノーが言えないってよく言うじゃん？」

「超ノー力!?　そんなダジャレはいいからマジメに答えてくださいよ！」

「ノー!!」

「ああっ、音無さんが早くも超ノー力を習得している」

「そういう村むら人びとくんはどういう超能力が使ってみたいの？」

「そうですね…………僕はなんかこう、ふわふわーっと飛んでいけるような力なんかいいですね」

「ああ、本人は寝てるのに体が勝手にふらふらーっと動きだしちゃうやつ？」

「夢遊病じゃねえよ！　浮遊だよ！」

「その力を使って幼女を養ってあげたいってこと？」

「扶ふ養ようじゃねえよ！　浮遊だよ！」

「そんな力使わなくても村人くんいつもふわふわしてんじゃん」

「失敬な！　こう見えて意外としっかりしてるんですよ？　ちゃんと地に足つけて生きてるんですから」

「え？　ここステージの上だけど」

「そういう意味じゃねえよ！」

「あ！　あたしね、いま少しだけ超能力を使えたよ」

「は？　急になんですか？」

「あたしはいま村人くんの心の中を読んだよ。村人くん、いまウソついたでしょ」

「な、なんのことですか」

「使ってみたい超能力を訊きかれて、最初に思いついたのは空を飛ぶ能力なんかじゃなかったはず！」

　ぎくり。

「変な言いがかりはやめてくださいよ」

「村人くんのことだから、どうせ真っ先に透視能力が思い浮かんだんでしょ！」

「くっ…………!!」

　超能力でもなんでもないだろそれ！　日ひ頃ごろの僕を知ってるから予想できただけであって、超能力でもなんでもないわ。

「やっぱりね」

「否定できないのが悔くやしい！」

「でもさ、女の子の裸はだかとかって、普段隠れててなかなか見ることができないからいいんであって、超能力で常に見られるようになったらすぐに飽あきちゃうんじゃない？」

「さあ…………？　試したことがないし、飽きるほど見たことがないのでなんとも」

「だってさ、たとえば常に外に出てる手とかを見ても興奮はしないわけでしょ？」

「一部のマニアは興奮すると思いますよ」

「おっけー、いまは一部のマニアはおいておこう」

「賛成です」

　話が進まなくなるからね。

「で？　どうなの？」

　赤ちゃんの時の記き憶おくが、とか、種を残すための本能、とか、女性を感じさせる部位に関してはまた別なのかもしれないけど、下着とか脚あしなどに関して言うなら飽きる可能性はゼロではない…………のかなあ？

「どう…………なんでしょうね？」

　分からん。本当に分からん。

「さっきも言ったように、飽きるほど見たことがないので…………あ、そうだ！　この件は男性にとって、とてもとても大事な問題になりそうなので、検証のために音おと無なしさん協力してください！」

「ノー!!」

「ああっ、さっき習得した超ノー力が！」

　心なしか、歓声が大きくなってきた気がする。それも僕のツッコミのあとに、だ。

　いいぞ。

　斜はすに構えて、冷めた目で見てるやつらのことなんか気にしなくていい。

　好きなものを素直に好きと言えない時って、あると思う。

　でも、おもしろいと感じたら、笑ってくれていいんだよ。周りのあれこれなんて気にならないくらいのものをがんばって届けるから。

　笑いは笑いを引き寄せるから。

　少しずつ、取り戻していくから。

　むしろ、ノってないやつの方が空気読めてないんじゃないかってくらいにね。

「これ以上この話題を続けると、音無さんの超ノー力がどんどんパワーアップしてしまいそうなので、次の質問にいきますね」

　じゃあ、えーっと。

「この『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』という作品は、主人公のぼいるくんが敵の組織に捕まって子供の姿にされてしまうところから物語は始まりますが、音おと無なしさんの子供の時はどんなでしたか？」

　我ながらざっくりした質問だなー。

「子供の頃ころかぁ」

　思わずランドセルを背し負よった音無さんの姿を想像してしまった。危ないな。もし音無さんと出会うのがもう少し早かったら、僕はそっちの趣味に目覚めていたかもしれない。

「音無さんはお仕事してたから、忙しかったんじゃないですか？」

「公園とかは行ってたよ」

「へー。意外ですね」

「やっぱさ、学のある人だったり、壮そう絶ぜつな人生を歩んできた人の言葉には重みがあるからね」

「その講演かよ！　すごいですね、子供の頃からそんなのに参加してたの？　って、ウソをつくなウソを」

「さすがにいまのは冗談だけどさ、でも本当に公園は行ってたよ？」

「どんな遊びをしてたんですか？」

「嫁よめ姑しゆうとめごっことか」

「おままごとのことかな!?　設定が子供っぽくないけど！」

「あと、恋のシーソーゲームとか」

「どんな公園だよ！　やだよ、子供たちがそんな遊びばっかりしてる公園。僕見たくないよ」

「公園にはね、ドラマが溢あふれてるんだよ。一日中ずっとベンチに座ってるサラリーマン風のおじさんとか」

「そのドラマに子供は触れないであげて！　お願いだから！」

　音無さんがませたお子さまだったということはよっく分かったわ。

「それにしても、どうしたの村むら人びとくん？　急に作品に絡からめた質問ばっかりしてきて！」

「だってほら、今日きようでラジオも最終回ですし」

「まるでこのラジオが宣伝番組だったことを忘れてて、慌あわててフォローしてるみたいに聞こえるよ!?」

　おい、いますぐその超説明口調をやめるんだ。

「言うなよ！　あーあ、これあとで怒られる」

「いいじゃん、最終回なんだし」

「立つ鳥跡を濁にごしまくりですね」

「大だい丈じよう夫ぶだって。これまでもラジオで色々やったりしゃべったりしてきたけど、怒られたことなんてなかったでしょ？」

「……………………たしかに！　素人しろうとをラジオに出しちゃうなんてことを最初にやらかしてるわけですからね。それを超える粗そ相そうなんてそうそうないですよ」

「粗相とそうそう、ね。なるほど」

「かけてないからね!?」

　やめろよやめろよ。狙ねらってやったわけじゃないんだよ。たまたまダジャレっぽく聞こえちゃっただけなんだよ。こういう天然な感じが一番恥ずかしいんだよ！

「じゃあ次はこのラジオのことでも振り返りましょうか」

「そうねえ…………スタッフさんの悪ふざけに全ノっかりした番組だったね」

「音おと無なしさんがそれを言いますか！　音無さんだってそれに加担しまくりでしたよね!?」

「そうよ？　それがなにか？」

「おおう、ものすごく開き直ってる。いっそ清すが々すがしい」

「村むら人びとくんはどうなの？」

「僕ですか」

　このラジオを振り返って、か。

　こういう話の流れになるだろうなってのは予想できてたから、実はひとつだけ用意してきたものがあるんだよね。

　あとはこれをどうやって切りだすか、なんだけど。

「そうですね…………まあ、前からファンだった音無さんと一緒にラジオをやるって決まった時には、めちゃくちゃ緊きん張ちようしましたね」

「村人くんはあたしのこと大好きだもんねー」

「そうですよ」

「あ、あれ？　照れないの誤ご魔ま化かさないの？」

「いまさらそんなことしてもねぇ？　色んなところで大々的に取り上げられちゃってるのに、いまさら否定してもしょうがないじゃないですか」

「なんかつまんなーい」

「つまんないってなんだよ！　せっかく素直になったのに！　よし、じゃあもうはっきり言っちゃいましょうか。これを聴きいてる世界中のみなさーん、村人Ｂは、音無まどかのことが大好きでーす！」

「ちょっ、本気!?」

「本気も本気。好き好き、大好き。愛してるゼ☆」

「軽っ！　なんか軽いんだけど！」

「どうしてさ！　僕はこんなに愛してるのに！」

　よし、ここだ。

　ポケットに手を差し入れて、例のものを取りだす。

「ってことで、実は僕、ラブレター書いてきたんですよ」

「は？」

　打ち合わせをしていたわけじゃない。僕が手紙を用意してきたことなんて、音おと無なしさんは知らない。

「なになに、どうしたの村むら人びとくん」

「いやー、もうね、この気持ちを抑えきれなくて。ゆうべ一筆したためちゃったんですよ」

　折り畳たたまれたＡ４のコピー用紙を広げる。

　本当なら、もうちょっとちゃんとしたレターセットでも買ってきて書けばよかったんだろうけどね。本当に昨日きのうの夜思いついたことなんで。用意できなかったのだ。

「ここで読んでいいですか？」

　紙を広げながら音無さんに尋たずねる。

「い、いいけど…………。ちょっともう、なに？　やだー、恥ずかしいじゃない」

　僕だって本当は恥ずかしいんだけどね！　内容が内容だけに！

　でもせっかく書いてきたんで。読ませてもらいますよ。

「────音無さんへ。

　この『ラジオの法ほう則そく』が始まってから九ヶ月。色々思い返してみて、まだそれだけしか経たっていなかったんだと、驚おどろきました。

　音無さんと初めて出会ったのは、このラジオの収録スタジオでした。

　もちろん僕はラジオに出るなんて初めてのことで、とても緊きん張ちようしてしまい、ただただ慌あわてるだけでした。

　それもこれも全部、スタッフの皆さんのせいです。まったく、なんてことしてくれたんだ」

　音無さんが軽く笑ったのを横目で見る。

「でも、あの時のことを、こうしていま笑い話にできるのも、すべてこのラジオのおかげです。

　そして、音無さんのおかげです。

　音無さんのテンションの高さ、音無さんのラジオに対する姿勢、そしてなにより、ラジオというものの楽しさ。

　音無さんは僕に、そのすべてを教えてくれました。いや、教えてもらってはいないか。目の前で表現してくれましたね。

　音無さんは、とにかく自由で、ふざけることに全力でした。

　つらい時も、大変な時も、ステージに立つ時は常に笑顔でした。

　その笑顔に救われた人は、きっとたくさんいます。迷めい惑わくに思う人なんていません。むしろその笑顔のためならどんなことでも厭いとわない。音無さんの周りにいる人たちは、そういう人たちばかりです。

　だから、だから…………音無さんは、いつまでも、そのままでいてください。

　そんな音無さんを、僕は、心から、尊敬しています」

　あー、なんかちゃんと読めないや、ちくしょう。

　でも、これ公録だもんな。録音してるんだもんな。

　鼻をすすって雑音入れるわけにはいかないもんな。

　あと少し、がんばって読もう。

「音おと無なしさんに出で逢あえて。

　ラジオに出逢えて。

　スタッフの皆さんに出逢えて。

　リスナーの皆さんに出逢えて。

　僕は、本当に幸せ者です。

　ありがとうございました！」

　そして、新しい自分に出逢わせてくれて、ありがとう。

「────以上、村むら人びとＢでした！」

　読み終わった手紙を畳たたむと、びっくりするくらい大きな拍手が巻き起こった。

　間違いなく、今日きよう一番。

　この幸せを嚙かみしめる。

　いましか味わえない感動を身体からだ全体に染しみ込ませて、絶対に忘れないように。

　この思い出があれば、これから先どんなに苦しい目に遭あっても僕はくじけない。

　歩み続けることができるから。

　そしてこの拍手は、僕の手紙に共感してくれた、この会場にいるファンから音無さんへと送るエール。

　だってほら、見てごらんよ。音無さんの引退を知っているスタッフさんたちも拍手をしてくれてるじゃないか。学校のみんなも、愛あ好こや霜しも月つきさんも、しぐれさんやひなのちゃんも、芹せり沢ざわさんも、みんなみんな、拍手してくれてるじゃないか。

「そんなんで…………そんなんで女心を動かせると思ったら大間違いなんだからね！」

　最高に沸わく会場を見渡して、強がりなんか言いながら、軽く目め尻じりをぬぐった音無さん。見逃さないですよ、僕は。それもしっかり覚えておくからね。

　でも、この空気を引きずるのはちょっと違うな。

　僕たちの『ラジオの法ほう則そく』は、そういう番組じゃないよね。

　ってことで、いつものノリに戻そう。

「あれー？　おっかしいな。モテ本を三十冊くらい読んで勉強したのにな」

「モテ本なんか読んでたの!?」

　ごめんなさい、ウソです。読んだことないです。

　でも、ここは読んだことにする。

「当たり前じゃないですか。モテたいですもん」

「は？　ちょっと待って、さっき、あたしのこと好きって言ったくせにそういうこと言う？」

「それはそれ、これはこれですよ」

「酷ひどい！　酷くない!?」

「そんなにやきもち焼くなよ、まどか」

「うざい！　酷い上にうざい！　うあー、なんかイライラする！」

「ってことで、僕と付き合いません？」

「誰だれがあんたなんかと！」

「うわ！　フラれた！　そっちの方が酷くない!?　こんなの公開処刑もいいとこですよ!?」

「あんたが最初に始めたんでしょ!?」

「あーあ、愛を知りたいお年とし頃ごろだったのに」

「あっそう、じゃあ教えてあげるわ。アイは私って意味よ」

「そういうことじゃねえよ！　勉強が苦手な僕でも、アイ、マイ、ミー、くらいは活用できるわ！」

　できると思う…………よ？

　大おお見み栄え切ったからには、きちんと勉強しておかないとな、ははは。

　こっそり動どう揺ようしていたら、音おと無なしさんがまた話をがらりと変えてきた。

「あのさ、実はあたしも手紙書いてきたんだけど、読んでいい？」

「え？　そうだったんですか？」

　と言って音無さんが手にしたのは、メールを印刷した紙である。

　ウソだ。手紙なんて書いてきてないじゃないか。

　ないはずの手紙を即興で読むつもりだ。

「読んでいい？」

「どうぞどうぞ」

「────村むら人びとくんへ。

　村人くんと出会って、もう数ヶ月が過ぎました。あっという間でしたね。

　最初は、村人くんがどこの村の住民なのかといつも考えていました」

「本当かよ！　どうでもいいでしょ、そんなこと！」

「気になって気になって、夜も八時間くらいしか眠れないほどでした」

「たっぷり寝てんじゃねえかよ！」

「村人くんが本当は村に住んでいるわけではないと知った時は、ショックで寝込んでしまいました」

「また寝た！」

「最初は本当に不安でした。あたし、こんな歳としでも芸歴は長い方だと思うんだけど、素人しろうとの男の子とラジオをやるなんて初めてのことだったから」

　そりゃそうでしょうね。そうそうあってたまるかい。

「でも、いざ収録をやってみたら、とってもノリが良くて、スタッフさんたちの悪ふざけにも付き合ってくれて。そしたら、ついついこっちも調子にノっちゃって、もっともっとってなっちゃって。もうこのラジオの収録のあとはいつもへとへとで、家に帰ったらすぐに熟睡でした」

「皆さまの睡眠をサポートする快眠野郎、村むら人びとＢです！」

　僕のツッコミを受けながらも、視線をずっと手元の紙に落として手紙を読むフリをしてきた音おと無なしさんだったが、ここでようやく一息ついた。

　大きく息を吸って、大きく吐く。

　音無さんの作りだしたそのわずかな間で、会場の空気は変わる。

「でね、そんな村人くんの必死な姿を見ていて、思ったの。

　あたしも昔はこんなだったな、って。

　見るもの、触れるもの、すべてが新鮮で、がむしゃらに、なにをやっても前に進めている実感があって。

　しかも、そんな自分を見てくれる人たちがいて、一緒に楽しんでくれる人たちがいる。

　それって、とっても幸せなことなんだなって。

　村人くん、スタッフを含め、応援してくれてるみんな。

　思いださせてくれてありがとう。

　もう一度、夢を見させてくれてありがとう。

　あたしは…………あたしは、これからも音無まどかとしてがんばります！

　みんな！　よろしくね!!」

　割れんばかりの歓声の中で立ち尽くす僕。

　え。

　ええ？

　ねえ、音無さん。それってさ。

　その言葉のまんま、その意味のまんま、受け取っていいんだよね。

　顔を上げた音無さんが僕を見た。

　笑顔だった。

　間違いない。心からの笑顔だ。

　だって、僕はいま、こんなにもうれしい気持ちになってるんだもの。

　そうだよ、音無さんの笑顔は、そうでなくっちゃ。

「ちょっとなんなの村人くん、ずいぶんツッコんでくれちゃったけど！」

「…………はははっ。いやいや、そんなの、最初の方の手紙の内容がまともじゃなかったからでしょうよ！」

　前半は、ね。

　思ってもいなかった後半でやられちゃったけど。

「せっかくあたしから村むら人びとくんへの、ラブレターのお返しだったのに」

「ラブレターだったんですか!?」

「あたしだって愛を知りたいお年とし頃ごろなんだよ!?」

「いまの手紙に愛なんてありました!?」

「あったでしょ！　あたしだってね、いつかはすてきな男性と恋をして、結婚とかしてみたいもん」

「へー、音おと無なしさんにも結婚願望とかあったんですね」

「あるある。こういう結婚式挙げたいなーって考えたりするもん」

　お、これは音無さんのフリですね。

　今日きようは最終回だけあって、ちょっとだけ違う空気にしちゃったりもしたけど、やっぱりいつも通りの感じが一番合ってるもんね。

　では僕も、この音無さんのノリに身を任せるとしますか。

「また音無さん、簡単に言いますけどね、結婚式って色々大変なんですよ？　ちゃんとできます？」

「できるよ。ハトとか飛ばしたいんだよね」

「あー、白いハトですね」

「そうそう。ウエディングドレスのスカートからぶわーっと」

「なんでマジックショーみたいになってんだよ！」

「そしてあたしのハートは新郎のところへ飛んでいくから」

「うまいこと言わなくていいから。そもそも音無さん、どうやって旦だん那なさんと出会うつもりですか」

「それは…………あれよ。ギャップ萌もえよ」

「ギャップ萌え？」

「『不良がちょっといいことするとギャップ萌え』ってあるじゃない？」

「ありますね」

　定番なのは、不良が雨の日に捨てられた子猫に傘かさをさしてたりとかね。

「あれやれば、イチコロだと思うのよね」

「たしかにギャップ萌えってのは存在しますけど、言っちゃったらダメなんじゃないかなー」

「ってことで、あたしこれから不良になるから」

「不良って、なろうと思ってなるものじゃないと思う…………」

「さーて、なにをしてやろうかしら」

「いちいち考えなくちゃいけないくらいなら、やらなければいいのに…………」

「ぐへへへ、ダイエット中の人を焼き肉に誘さそってやるぜ」

「あ、ひどい！　大盛りご飯も勧すすめる気でしょ！」

「たけのこ派の人にきのこの山をプレゼントしてやるぜ」

「音おと無なしさん！　軽い宗教戦争が勃ぼつ発ぱつしますからね、あれは」

「ピーナッツが好きな人に柿かきの種をプレゼントして、ピーナッツだけ全部食べてやるぜ！」

「都市伝説かもしれないけど、ピーナッツを食べ過ぎると鼻血が出るって言いますから気をつけてくださいね。あと、人によっては喜ばれる」

「この歳としでサンタさんを信じてプレゼントねだってやるぜ」

「純粋さを逆手に取ったある意味一番残ざん虐ぎやく非道な行為！」

　ああ、楽しいな。

　こんな雑談みたいなトークでよければ、いつまでだってできそうだよ。

　それはもちろん、音無さんという存在があってのこと。

　音無さんとだったら、ずっとしゃべっていられるよ。

　時間も忘れて、しゃべり続けられるよ。










　最後のコマーシャルがあけて。

　ついにこの時がきた。

　名残なごり惜しいけど、いつまでもやってるわけにはいかないしな。

　言おう、このセリフを。

「音無さん、そろそろ時間みたいです」

『えええええええええええええええええええええええええええええええええ』

　僕も皆さんと同じで、「ええええええええ」って感じだけどさ、しょうがないのよ。

「やー、最終回だっていうのに、メールもろくに読まずにしゃべりたおしたね」

「ほんっと、すいませんね！　でも、ずっとこの番組を聴きいてくれていた人たちは分かってたと思う！　どうせこいつら最終回もいつもと同じなんだろうなって」

「それがこの番組の味だもんね」

「うん…………ま、よく言えばね」

　続いて、最後の宣伝を。原作の小説とか、アニメのＤＶＤやＢＤとか。もう何度も何度もやったところだから、新情報以外は台本見なくても説明できるわ。

　それだけやってきたってことだな。

「と、宣伝は以上です！」

　僕と音無さんで交互に台本を読んだ。

　そして、読み終わった。

「最後の仕事も終わったね、村むら人びとくん」

「そうですね」

「あとは締めるだけだね、村人くん」

「そうですね」

「さっきから同じことしか言ってないよ？」

「そうですね」

「…………ふふっ。じゃあ、村人くんも限界のようなので」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですって！　まだまだ余裕ですけど!?」

　ほ、本当に大丈夫だってば！

　なに言ってるの音おと無なしさん。

　だい、じょうぶ、だってば。

「村人くん」

「…………はい」

「いままで『ラジオの法ほう則そく』を聴きいてくださって────」

　音無さんの言葉の続きに、僕も声を合わせる。

「「本当にありがとうございました!!」」

「お相手は、村人Ｂと」

「音無まどかでした！」










　ああ、終わった。

　ついに終わった。

　終わっちゃったなあ。

　不思議と寂しさはない。それ以上に大きな達成感があるからかも。

　今晩寝る時とかに、寂しくなっちゃうかもね。

　水分をとろう、水分を！

　まだまだたっぷり水の入ったペットボトルを、逆さにする勢いで飲む。首を思い切り伸ばして、身体からだが反っちゃうくらい上を向いて。

　こぼれないように。こぼれないように。

「ぷはっ」

　さすがにちょっと苦しくなって一息ついたら、音無さんがすぐ横で僕を見ていた。

「ねえ、ステージでは色々言ったけどさ…………」
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「ん？」

「……………………あたしは、あんたのことが好き。でもね、あたしは、まだしばらくこの仕事を、アイドル声優としての活動をしていくことにする」

「うん」

「だから、いまは特定の人とは付き合えない」

「…………うん」

「それでも、好きでいてくれる？」

「もちろん！」

　当たり前じゃないか。

　昨日きのう言った通りだよ。ずっとずっと、好きでいつづけたいんだよ。

「あ！　でも、どうしよう。僕ステージであんなこと言っちゃったよ。編集でカットしてもらおうかな」

「無理無理。もう手遅れよ。公録だもん。これで変にカットなんかしたら、もっと大変なことになるわよ？」

「でもさー」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ネタっぽくなってたし」

「そうかな？　またネットで色々言われちゃわない？」

「あんた、ネットの書き込みなんて気にしてんの？」

　お？　音おと無なしさんがそれを言うかい？

「あたしたちは誰だれに向けて発信してるの？　ネットじゃなくて人を見なさい」

　そう言って、音無さんはステージの脇わきから少しだけ見える観客席を指さす。

「そこで応援してくれてる人も、ネットに感想を書き込んでくれる人も、みんなあたしたちを見てくれている。それなのに、あたしたちが人を見ずにネットばかり見ていたら見当違いもいいところだわ」

　音無さんの指さす先には、笑顔があった。

　満足してもらえただろうか。

　楽しんでもらえただろうか。

　その疑問を晴らしてくれるような表情がそこにはたくさんあった。

　さすが音無さん。言うことが違うね。

　そうでなくっちゃ！

「さーって、今日きようの打ち上げは盛大にいくわよ！　なんてったって、最終回だったんだからね！」

「よっしゃ。いいね！」

　これも、このお仕事の醍だい醐ご味みのひとつだね、うん。

　僕たちに悲しいのなんて似合わない。いつまでも、じめじめしていられるような現場じゃないよな、ここは。

　心からそう思える、本当に本当に、素敵で楽しいラジオの現場だった！
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「ということで始まりました！　村むら人びとＢの『ここはラジオの村だ』！　リスナーの諸君、ようこそ参った。パーソナリティの村人Ｂです。よろしくお願いします!!」

　高校を卒業した僕は、本格的に声優業を始めた。

　まだまだ代表作といえるものはなく、主要キャラに抜ばつ擢てきされることもない。モブキャラでの出演を繰り返して、アニメの収録にようやく慣れてきたかなってレベルだ。

　分かってはいたけど、なかなかに厳しい業界だ。それでも僕は、一人暮らしを始め、アルバイトをしながら声優のお仕事を続けている。

　高校を卒業してからというもの、音おと無なしさんとは同じ業界で仕事をしていても、現場が同じにならなければそうそう会うこともない。そりゃあ、連絡を取りあって遊びに行くことはできるけど、彼女はいつも忙しそうだからね。

　その忙しさの理由は、やっぱりアイドル声優三人で結成したカルミアというユニットのせいかな。人気はどんどん高まり、いまや日本のみならず、たまに海外でもライブをやったりしているみたい。

　あの三人、本当はほとぼりが冷めたら芹せり沢ざわさんの事務所に移い籍せきすることも考えていたらしいけど、それはまだ実現していない。とりあえず、ユニットが続く限りはいまの事務所にいるのかも。

　そんなわけで、彼女と直接会ったのはどれくらい前だったかね。ＣＤのジャケットとか、雑誌のグラビアとか、一方的に見てはいるんだけどね。

　音無さんと一緒にラジオをやっていたのが、もう遠い昔のことのように思える。

　いま思えばすごいことだったんだよ。そりゃ当時も思ってはいたけどさ、あのカルミアの三人が僕の身の回りにいたんだよ。いまじゃあ、そんなのありえないよ。

　会えない時間が長くなったことに加え、同じ業界に入ったことで、その存在をさらに遠くに感じるようになってしまったな。

　常に第一線で輝き続ける彼女らの一方で、僕は芹沢さんの力にも助けられ、なんとか小さなＦＭ局でラジオのレギュラー番組をゲットした。

　小さなスタジオで、パーソナリティは僕一人の収録番組。週に一回だけ流れる番組である。

　今日きようは、その番組の初めての収録なのである。

「いやー、緊きん張ちようしますね！　何度かラジオにゲスト出演をさせてもらったことはありましたけど、ついに初はつ冠かんむり番組ですよ！　しかも一人しゃべり。なにしゃべったらいいんでしょう。早くも混乱しております！」

　とにかく元気よく、ハイテンションで、というスタンスは変えていない。

「どうしましょうね。なにしゃべります？　リスナーの皆さんはなにを訊ききたいですかね？　皆さんが思ってるほど、おもしろい毎日は過ごしてないですからねぇ」

　初の冠番組なんだから、あらかじめしゃべることくらい考えてこいよ、というツッコミを受けるかもしれない。

　考えてないこともないんだよ。少しは考えてきたんだけどさ。

　でも、あらかじめ用意してきたセリフを言うだけなら、朗ろう読どくと変わらない。パーソナリティの生なまの言葉を聴きけるのがラジオの醍だい醐ご味みってもんだろう。

　そんなわけで、その場その場の雰ふん囲い気きで臨りん機き応おう変へんにやっていきたいわけですけども。

　まずは用意してきた話で助走をつけるか。

　ちと恥ずかしいけど、実家に帰った時の話でも。

「そういえばこの前ね、僕初めて猫カフェに行ったんですよ。

　まあ、普通に堪たん能のうして帰ってきたわけなんですけど…………そのお店のレシートをね、リビングのテーブルに出しっぱなしにしちゃったんですよ。そしたらそのレシートを妹が見つけましてね。

　僕のところに持ってきて『兄さんもこういうお店に行くようになったんだね』とか言うわけですよ。

　なんのこっちゃと思ってレシートを見たら、『平日パックいくらいくら、サービスタイムいくらいくら』って書いてあって。しかもお店の住所が歌か舞ぶ伎き町ちようなんです！

　皆さんご存じですかね。歌舞伎町って、風俗のお店がいっぱいあるところなんですよね。

　いやいやいやいやいや！　違うよ、と。

　そういうお店じゃないからね、と。

　必死に言い訳したんですけど、全然信じてもらえなくて。

　もう参っちゃいましたよ…………って、初回のオープニングにいきなりしょうもない話ですみませんね。

　あ！　しょうもない話でもう一個思いだしたんですけどね。

　やっぱりうちのリビングでの出来事なんですけど、妹と母親がテレビを見ていまして。

　で、そのテレビに、ある女優さんが映ってたんで、僕なにげなく言っちゃったんですよね。

『あ、この女優さん見たことある。なんて名前だっけ？』

　って。そしたら妹が、

『ＡＶ女優さんだよ』

　とか言うからもう、うわあああああああああああああ、ですよ。

　もうね、恥ずかしいにも程ほどがある。家族の前で見たことあるとか言っちゃったしね」

　テンパりながらもしゃべりたおし、手元のストップウォッチを見る。

　思っていた以上に進んでいない。

　一人しゃべりってこんなに大変だったっけ。

　ラジオで一人なんて、その昔音おと無なしさんの生放送に出た時以来だもんな。これまでもちょこちょこと出演作品の宣伝のためにラジオに出たりしたけど、だいたい先せん輩ぱいや新人仲間と一緒だったし。

　っていうかどうしよう。もう話すことないんだけど。

　用意してきたネタも、早くも使い切ってしまったし。

「まあ、これで村むら人びとＢがどんなやつなのかってのが、伝わったと思うんですけども…………」

　なにかネタはないか、ネタは。

　と、スタッフさんから一枚の紙を受け取った。助かる！

「さっそくですが、ここで一通メールをいただきました。

『村人くん、こんにちは！』

　はい、こんにちは。ありがとうございます！

『初の冠かんむり番組、おめでとうございます。一人でしゃべり続けるのは大変だと思うので、メールを送らせていただきました』

　いやー、もう気を遣つかってもらっちゃってすみません。早くも助けられちゃいました。

『できることなら、いますぐにでも助けに行きたいくらいです』

　助けてください！　話し相手になってください！　なんてね、ははは…………」

　冗談交じりにメールを読んでいたら、さっきこのメールを渡してくれたスタッフさんが僕の肩をちょいちょいとつついてきた。

「ん？　ん？　なんですか？」

　思わず声に出してから「やべ」と思った。かなりテンパってるな、僕は。

　収録番組で助かった。いまのはあとでカットしてもらおう。

　で、なんでしょうかスタッフさん。いまメールを読んでたんですけど。

　外？　なんで外を指さしてんの？

　促うながされるまま、ブースの外にいるスタッフさんたちに視線を送ってみたら、なんだかみんなあさっての方を向いている。今日きようが初回ということで付いてきてくれた芹せり沢ざわさんも、僕と目を合わせてくれない。

　いや？　ん？　誰だれかスタジオに入ってきたのか？

　遅れてきたスタッフさんかな？　それともラジオ局の偉えらい人？

　って、おいおい！

　どうしたどうした、なんでこっちに来る？　収録中なんですけど！

　な、なんかブースに入ってきた！

　どうしよう、これ続けていいの？　一回止める？

「どうも!!　声優だけど音がない、音おと無なしまどかです！」

「は…………え？」

　な、なんで？　どうして音無さんがここに？

「どうしたの？　村人くん。ハトが豆鉄砲くらったみたいな顔して」

「どうしたのって、それはこっちのセリフです。なんでここにいるんですか」

「村むら人びとくんが番組始めるって聞いたからさ、応援に」

「はあ…………」

　なにを言ってるんだこの人は。

　こんな、地方のＦＭ局の番組になんか出るレベルの人じゃないでしょ、あなた。

「いま助けてって言ってたじゃん」

「え？　あ、あれ？」

　ちょっと待て。どういうこと？

「このメールって…………」

「あたしが送ったの」

「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

「迷めい惑わくだった？」

「いやいや！　迷惑だなんてとんでもない！」

　迷惑なんかじゃないですけどね、すごくびっくりした…………。

「そう？　じゃあ良かった。ひさしぶり」

　なんて言いながら、音おと無なしさんはさも当然といった風に僕の正面に座る。

「お、おひさしぶりです」

　たまーに、ごくまれに、現場ですれ違ったりすることはあった。でも、こうしてひとつのテーブルを挟はさんで座るのは本当にひさしぶりだ。

「なに、どうしたの、そんな他人行ぎよう儀ぎで」

「いや…………まあね、そりゃあ業界の大だい先せん輩ぱいですから」

「おやおや、いきなりゴマすり？　村人くんも業界人っぽく成長したねぇ」

「そんなことないですよ！　ちょっとびっくりして、どうしたらいいのか分からなくなってるだけです！」

　ブースの外のスタッフさんたちはニヤニヤしながらこっちを見ている。いつもクールな芹せり沢ざわさんも、めずらしくくすりと笑った。

　イヤホンを通して、『スペシャルゲストの音無まどかさんです』と紹介があった。紹介するの遅おせえよ。

　そうか、すべて仕組まれたことだったのか。

「えっと、リスナーの皆さんに説明をすると、パーソナリティの僕に内緒でスペシャルゲストを用意してくれていたみたいです。というわけで、音無まどかさんです！」

「どもども！　改めまして音無まどかです。ま、あたしの方から出たいって言って来たんだけどね」

　むむむ、そうなのか。

　ありがたい。マジでうれしい。

　まだまだ知名度の低い僕なんかの番組に来てくれるなんて。

　心の中で感謝しておこう。収録が終わってから、改めてきちんとお礼を言おう。

「村むら人びとくん、老ふけたねえ」

　よし、前言撤てつ回かいだ。お礼なんてしてやるもんか。

「成長したと言ってください！」

　そりゃあ高校生の時とは違うよ。でも老けたってのは言い過ぎじゃないかい？

「音おと無なしさんは…………変わってないですね」

「ちょっとあんた！　いまどこ見て言った!?」

「なっ!?　違いますって、誤解ですって！」

　まあ、たしかに成長はしていないみたいだけど。もちろん、服の上からだから正確なところは分からないよ？　でもなあ、雑誌のグラビアとか見てても、劇的な変化はなかったみたいだしなあ。

　でも、きれいになったよ。十代の頃ころは、きれいよりもかわいいって感じだったけど、いまはあの時とはまた違う魅み力りよく的な女性になってる。

　って、音無さんを前にそう思ってしまう僕は、やっぱりいまでも変わらず彼女のことが好きなんだなあ。

　恥ずかしいから、そんなこと絶対に言ってやらないけど。

「村人くんはいまでも村人Ｂなの？」

「どういうことですか？」

「村人Ａにグレードアップするとか」

「まだまだ新人の村人ですから」

「いつまで新人気取るつもり!?」

「少なくとも五年くらいは…………」

「じゃあこうしない？　一年ごとに、村人Ｃ、村人Ｄって名前を変えていくの」

「めんどくさいよ！　そしてややこしいよ！」

「ゆくゆくは村人Ｗに」

「なんかバカにされてるみたいで腹立つ！」

　ネットで「ｗ」ってのは、「（笑）」って意味だからね。

「村人ｗｗｗ」

「あー、うぜー。音無さん、なにしに来たんですか。応援をしに来たんですか、僕をからかいに来たんですか」

「からかいに来た」

「即答かよ！」

「ごめんごめん、本当は…………あ、やっぱ、からかいに来た」

「なんで言い直したんだよ！　何度も言わなくていいよ！」

　なつかしいな、この感覚。

　すらすらと言葉が出てくるもんな。

　それに、なんといっても、楽しい。しゃべってる側がこんなに楽しいんだ。聴きいてくれてる人たちにも、きっと伝わってるよね。

「でもさ、村むら人びとくんがパーソナリティで、あたしがゲストなんて、ちょっと不思議な感じだよね」

「そうですね」

　たしかに。なんだろうね、この立場が逆転した感覚は。

　思わず昔を思いだしちゃうよ。

「あ！　でも、僕がドッキリにかけられるってのは変わらないですよね!?」

「あはは、そういえばそうだ」

「あははじゃないですよ、もう」

「ところで、もうすぐカルミアの新曲が出るんだけどね」

「おいおいおい！　いきなり宣伝かよ！　流れってものを考えなさいよ！」

　どんだけきれいにぶった切るつもりだよ。なんでもありだな、おい。

「音おと無なしさん、慌あわてなさんなって。この番組は僕の番組なんだから。僕がパーソナリティなんだから。ちゃんとうまく宣伝できるように話の流れを持っていきますって」

「本当に？　七月十日に発売ってこと言ってくれる？」

「もちろん言いますとも。七月十日発売って後でちゃんと言いますから」

「大だい丈じよう夫ぶ？　七月十日だよ？　そこ一番大事なとこだからね？」

「分かってますって。カルミアの新曲は、七月十日発売なんでしょ？」

　なんだよこの茶番。

　とにかく発売日を連呼する二人であった。

「っていうか、僕カルミアのライブ行きたいんですけど」

　思えば、一度も行ったことなかったな。人気ありすぎてチケット取れないんだもん。音無さんに頼めば、一枚くらい譲ゆずってもらえるかな。関係者席でいいからさ。

「え、そうなの？　来てよ来てよ」

「行く行く」

「あのね、ファンクラブに入るとチケット取りやすいよ」

「くれるんじゃねえのかよ！」

「しょうがないなぁ。じゃあ十万円で」

「高たっけえ！　なに？　カルミアのライブってＶＩＰ席とかあるの？」

「十万円ぽっきりで、ステージから遠くて機材がちょっと邪じや魔まだったりする関係者席にご招待するわ」

「じゃあがんばって一般で入るわ！」

「分かった。じゃあ前まえ説せつも付けてあげる」

「は？」

「十万円で前説と関係者席。どう？」

「なんで十万払って前説をやらせてもらわなくちゃいけないんだよ！」

「しょうがないなぁ、じゃあＭＣもやらせてあげる」

「だから！　なんでこっちが金払ってんですか。それだったら僕が貰もらう方でしょ！」

「実際どうなの？　このラジオのギャラとか」

「それはですね…………って言えるか！　収録中だぞ！」

　そろそろ一いつ旦たん切ってコマーシャルにいかないといけないんだけどな。だってこれ、オープニングトークだし。

　でも音おと無なしさんのトークは止まらない。

　ま、いっか。楽しいし。収録番組だしなんとかなるでしょ。

　仕事が楽しいって思えるのは、幸せなことだよね。ましてや、今日きようは音無さんと一緒なんだもの。

「ところで村むら人びとくん、この番組のあいさつって決まってるの？」

「へ？　いや、まだですけど」

「じゃあさ、カルミアーッスってどう？」

「ちょいちょい宣伝挟はさんでくるなー。やめてくださいよ、次回からわざとそう書いてメールを送ってくる人が絶対いますよ」

「ごめんごめん。そうだよね、村人くんの初の冠かんむり番組だもんね。リスナーの皆さん！　いいですか？　絶対にカルミアーッスって書いて送ってこないでくださいね？　いいですか、絶対ですよ？」

「フリでしょそれ！　暗に送ってこいって言ってるよね!?」

　それにしても…………まったく、この人はいつまで経たっても変わらないな。

　本当に、どうしようもないくらいに。

　彼女はつっこまれるのが好き、なんだから。

[image: ]







あとがき




　この物語はフィクションです。フィクションですってば！　ども、サイトーマサトです。

　最後ということで、あとがきになにを書いたらいいのか迷っています。いつもと同じでいいのか、それとも少しはマジメにした方がいいのか。考えて、考えて考えて考えて、考えた結果よく分からなくなったので、分からないままにキーボードを叩たたいています。

　約三年。それは、このお話に私が関かかわっていた時間です。まだ素人しろうとだった私は、この『彼女アイドルはつっこまれるのが好き！』でデビューしました。私の人生が、とりまく環境が、一変した三年間でした。感覚的にはあっという間だったのに、よーっく考えたらとても三年の間に起こったとは思えないほど色んなことがあったような気も。不思議ですね。

　ただひとつだけ確信をもって言えることは。

　時間の感じ方は人によってまちまちでしょうが、読者の皆さまと共に過ごした時間は私にとって宝物です。この三年間は私の誇りです。こうして最後まで書かせていただけたのは、次へ進むための自信になります。この先、つまずくこともあるでしょう。そんな時はこのシリーズをぱらぱらと読み返してみたいと思います。思い出は強い味方になりますから。

　さてさて、ひとつだけお知らせをば。九巻をもって大だい団だん円えんを迎えましたこのシリーズですが、あと一冊だけ出ます！　雑誌に掲載されたものに書き下ろしを加えた短編集になる予定ですので、もしよろしければお手にとってみてください（気づいたら、なんだか湿っぽいあとがきになってしまったので、短編集のあとがきはいつものように明るくいきますね！）。

　ではでは、最後に改めてお礼を言わせてください。シリーズを支えてくださった担当さん、イラストレーターの魚さかなさん、そしてたくさんの皆さま。本当にありがとうございました。四巻の時と同じく今回もたくさん貴重なお話を聞かせてくれたＴくん、ありがとうございました。皆さまにお礼を言うと共に、「やりきりましたね！」と達成感を分かち合いたい気分です。

　そして読者の皆さま。皆さまがいなければ、ここまで辿たどり着くことはできませんでした。

　ありがとう。支えてくれて。

　ありがとう。背中を押してくれて。

　勇気と、誇りと、自信と…………一歩前へ進むために必要な、たくさんのモノを私にくれて、ありがとうございました！

　といったところで、お決まりの結びの一言を。

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！
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サイトーマサト

※　根はマジメ
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イラスト／魚さかな

とうとう９巻。

２０１０年からはじまり長い期間のようで短くも感じています。

読者さんより一足早くにサイトーさんの原稿を読み、

編集さんと共にイラスト作業を進めていく、

名残惜しいのですが…とても楽しい時間でした!!










彼女アイドルはつっこまれるのが好すき!9








サイトーマサト





電撃文庫





2015年7月16日　発行





ver.002





©2013 MASATO SAITOH





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『彼女はつっこまれるのが好き!9』

2013年3月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/t001.jpg





item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p231.jpg





item/image/p197.jpg





item/image/p075.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p266.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/p109.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/titlepage.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p287.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
SO TN, S OH -

J





item/image/t005.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
¥ CONTENTS®

£—=

3 § B
gl
ol | o

H
)%
O | #
N IE
< | o

Designed by Iron Mama





item/image/t004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





